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【prologue―Play Back & Re-Start―】





　俺おれ、五十嵐鉄平いがらしてつぺいは人生最悪のときを迎えていた。



　……いや、な？

　そりゃ今までだって散々な目に遭ってきたさ。

　遡さかのぼれば去年のイヴ――テロリストとガチンコで命のやり取りをしたことに始まり、今年は二月に爆弾解体、三月に戦車との鬼ごっこ。どれもこれも本気で死ぬかと思った。

　六月なんかもう、ひどかったな。ゆかりがどっかのクソ野郎と婚約させられそうだと聞いて駆けつけてみれば、会場だった豪華客船からうわーって叩たたき落とされ、命こそ落とさなかったものの世間的には俺は死んだことになっていて、もう一度ゆかりの婚約式に乗り込んで……。確かにあれもヤバかった。

　それからはひたすらに受験勉強の日々だったよ。これもある意味地獄に等しかった。俺って洒落しやれにならないほど頭悪いから、ゆかり専属の家庭教師、遠とお山やま茜あかねさんに勉強を見てもらってたんだけど――あの人の教え方は虐待とも言えるほど、ドＳなスパルタだった。一問間違えるだけでケツに回まわし蹴げりだぜ？　ここだけの話、何度枕まくらを濡ぬらしたことか。

　ああ、あとアレ。夏、八月辺あたりだったかな。家を燃やされたんだよ。あのくそったれリポーターに。ゆかりも関かかわったっつう、ＯＴＶの何かの企画の一環だったらしいけど、テレビの企画で人の家燃やすかフツウ。結局全額向こう持ちで却かえって立派な家に生まれ変わったが、俺おれは死ぬまであの女――槍やりヶが岳たけを許さない。

　とまぁそんなこんなで、性しよう悪わるなリポーターの陰謀やら受験勉強やらわりと日常化していたゆかりとの喧けん嘩かやら、いろんなものに頭を悩まされながらも俺は健けな気げに生きてきたわけなんだ。

　だけどそれらすべてをひっくり返すような――人生で最悪と断言できるようなことが、起こった。

　事の発端は十一月。

　俺たちの通う羽は原ばら羽ばね高校でそれは起こった。



　その日は学祭だった。

　俺は朝から奇妙な違和感に襲われていて、いつもと違う――大事な何かを忘れているような感覚があった。

　その正体は、唐突に現れた越えち後ご屋やとかいう女が教えてくれた。こいつは内世界のテレビ局ＯＴＶの新人リポーターで、よりにもよって槍ヶ岳を「やーさん」などと呼んで心酔しているという厄やつ介かいな女だ。そいつが言うには――

『五十嵐いがらしサンは記憶の操作を受けています』

　ここからはちょっとばかし説明がややこしくなる。

　槍ヶ岳いわく、この世には三つの世界が存在するという。

　槍ヶ岳たちが暮らしている『内世界』。またの名を『第一世界』。

　俺たちが暮らしている『外世界』。またの名を『第三世界』。

　そして昔、内世界の住人・内界人の干渉により《自壊》し、現在はふたつの世界の橋渡し的役割を担っているという『第二世界』。

　俺たち外世界の住人・外界人――奴やつらの言い方で自分を呼ぶのは非常にいけ好かないが――は今までＯＴＶの番組に好き勝手振り回されてきた。それがここ最近、内世界で問題として取り上げられてしまったらしい。あまり外世界に干渉し過ぎると『第二世界』のような崩壊を再び引き起こしてしまうんじゃないかとかなんとか。

　今さらかよ、とは思うのだけど、その流れは他世界との交流を反対する一派が計画的に作り出したものらしい。んで面倒なのがその反対派は主にふたつの組織に枝分かれしているということ。

　ひとつは槍やりヶが岳たけに関かかわった外界人の記憶を操作し、すべてなかったことにしてしまおうという『穏おん便びん派』。こいつらが学祭の前日の時点で俺おれやゆかりたちの記憶を《封印》しやがった。

　そしてもうひとつ。こいつが最も厄やつ介かい。

　内界人の記憶操作ってのは、記憶を脳の奥底に《封印》し閉じ込めるというもの。何かの弾はずみでそれは解放されることがあるらしく、それを危き惧ぐしているのがもうひとつの組織である『過激派』だ。記憶の《封印》が自然解放される恐れがある、じゃあいっそのことその存在自体を排除すれば早いんじゃね？――平たく言えば俺たちを殺してしまえとかいう、ぶっ飛んだ組織だ。

　んで槍ヶ岳は、『穏便派』『過激派』の両者を含む反対派と真っ向から対立していた。そりゃそうだろう。今までの俺の苦労はあの女が作り出してきたと言っても過言ではない。奴やつだけでなくＯＴＶの関係者が次々と犯罪者として拘束されていった。

　越えち後ご屋やはそこまで説明して、俺に言ったんだ。

『ワタクシ、越後屋はやーさんの最後の布石』

『そして五十嵐いがらしサン、アナタが我々の希望であるのです』

　越後屋は、拘束ぎりぎりの段階で槍ヶ岳から送られてきた内界人。俺たちの命を守るため、そしてこの内世界の狂った流れを打開するため、俺に協力を求めてきた。

　ここで俺の心情を一言で表現してみよう。

　ふざけんな、だ。

　どう考えたってそれは理不尽な話だった。俺らには全然関係ない。徹底的に要因は内世界の中にしかないし、その煽あおりを俺らが受けるなんざ理不尽以外の何物でもない。

　けれど事態はそうやって駄々をこねている場合でもなくて、否応なしに俺たちを巻き込んでいく。現に俺たちは記憶を操作され――俺は越後屋の手によって記憶を取り戻したが――、他ほかのゆかりや文ぶん七しち、百ゆ合り百ゆ合り学園では霧きり島しまさんが依然として記憶を失ったままで、そして過激派の奴らは学祭の混雑に乗じて命を取りに来ると言う。俺は行動するしかなかった。

　学祭当日、イベントの行われていた体育館で催涙ガスがぶちまけられた。そこで生徒や来客の数百人が悶もん絶ぜつする中に――反対派の刺客、崩壊した『第二世界』の生命体である紫むらさき露つゆ草くさという少女がいた。

　舞台を屋上に移し、俺はそいつと衝突した。途中、自力で記憶を取り戻したゆかりも参戦し、俺たちはみなぎる愛の力で紫露草を見事撃退したのであった。

　めでたしめでたし。



　……とは、ならなかった。

　そう、問題はここからなのだ。

　紫むらさき露つゆ草くさに最後の一撃をくれてやった後、恥ずかしながら俺おれは気絶してしまったらしい。気が付けば屋上でひとりで寝ていて、他ほかには誰だれもいなくなっていた。ゆかりも、紫露草も。

　そしてそのとき俺の携帯電話があるメールを受信した。それは越えち後ご屋やからのもので、漢字変換する時間もなかったのか本文はすべて平仮名だった。



『えちごやです　わたしはつかまった

　くろまくは　ごすんくぎ



　いがらしさんだけは　きっとだいじょうぶ

　あなたには　ぼうぎょしすてむ　がある

　ぼうぎょしすてむは　やーさんがつくった

　かれらはそのそんざいを　しらない



　だからいがらしさんだけは　しらないふりを　していてください

　いつかかならず　もどってきます

　それまではいがらしさんは

　きおくのないふりをしていてください



　ざんねんながら　わたしたちは　しっぱいしたのです』



　俺はゆかりの姿を求めて校内を走り回った。

　そしてようやく見つけたゆかりは――

『ど、どうしたの？――五十嵐くん』

　再び記憶を失っていた。



　越後屋がメールで言っていたように、俺たちは失敗したんだ。

　俺が気を失っている間にも越後屋は反対派の人間に連れ去られ、ゆかりは再び記憶を操作された。俺が記憶を失わなかったのは、越後屋が俺の記憶の《封印》を解除したとき、同時に記憶操作への防御システムとやらを俺の脳に埋め込んでいたためらしい。反対派の内界人はそのことに気付いていない。それだけは首の皮一枚つながった――と、思ってもいいんだろうか。

　とにかく俺たちは失敗した。そのことに変わりはない。



　そして悪夢は続く。

　催涙ガス事件により羽は原ばら羽ばね高校は数日間の休校。それが明けて登校した俺おれの前に、悪夢のような、現実が立ちはだかった。

　クラス全員が、俺とゆかりの関係を忘却していたんだ。

　学祭の時点で記憶を操作されていたのは俺、ゆかり、文ぶん七しち、霧きり島しまさんの四人だけだった。

　しかし今度はクラス全員が記憶を操作されていたのだ。クラスメイトの誰だれに聞いても、俺とゆかりが付き合っていたという事実は引き出せなかった。文七も記憶が戻った様子はない。不本意ながら俺とゆかりの関係は全校に知れ渡っていたのだけど、この分だと俺のクラスだけでなく全校生徒が記憶を操作されているだろうことは想像に難かたくなかった。

　頭がおかしくなりそうだった。だって考えてもみてほしい。俺以外の全員の記憶がなくて、俺だけが真実を知っている。何コレ？って思うだろ。

　俺はもちろん、ゆかりと接触を取ろうと思った。今大変なことが起こっているんだ、って伝えようとした。

　でも。

　――記憶のないフリをしていてください。

　――いつか必ず戻って来ます。

　頭の中で、メールの内容が越えち後ご屋やの声で再生される。そう、反対派の内界人は俺が記憶を失っていないことに気付いていない。何な故ぜなら奴やつらは防御システムのことを知らず、皆のように俺の記憶も操作が完了していると考えているはずだから――というのが越後屋の言。それを信じた上で、俺は考える。

　ここでそのことに気付かれてしまえば、再び奴らはやって来て俺の記憶を操作してしまうかもしれない。それどころか今度こそ命を奪われるかもしれない。今は何故か命を狙ねらわれることなく放置されているのだから、わざわざ危険を冒おかす必要はない……。

　ここまで考えたら、迂う闊かつなことはできなくなった。俺に今できることは越後屋が戻って来るのを待つことだけ。そう自分に言い聞かせて、それでも随分悩んでから結局ぐっと耐えることにした。

　……なんてのは建前で。

　ただ俺は、

『ど、どうしたの？――五十嵐いがらしくん』

　また拒絶されるのが怖かっただけ。





　そして一ヵ月半が経過した。

　事態は何も動いちゃいない。

　事件当日、羽は原ばら羽ばね高校には越えち後ご屋やが来ていたが、百ゆ合り百ゆ合り学園の方にはあの大おお目め玉だまが行っていたらしい。そのことから多少なりとも期待を抱いて霧きり島しまさんを訪ねてみたが、やはり彼女も何も覚えていなかった。残念だけど大目玉も失敗に終わったようだ。

　時間はそうして――無む為いのうちに過ぎてしまう。

　学祭が終わってからは、三年生は受験生に関してのみ自由登校になっていた。こうしている間も一月のセンター試験は迫っていて、俺おれは是が非でも勉強しなくちゃいけなくて、だから時々しか学校には行けなくて、でもゆかりは記憶を失ったままクラスメイトと普通に笑っていて、俺はそれを見ているしかなくて、越後屋は一向に現れなくて。

　あの事件から一ヵ月半。

　もう我が慢まんの限界だったんだ。



　十二月二十四日。二学期最後の登校日。

　体育館に全校生徒が集い、終業式が行われていた。

　ステージ上で校長先生が何か喋しやべってる。ガス事件のことを踏まえて何たらかんたら。誰だれも聞いちゃいない。ある意味最も静かな時間。

　生徒はクラスごとに、背の順に整列している。３－｜Ｃの男子内で真ん中くらいの位置に並んでいた俺は、深呼吸し、軽く頷うなずいてから列の外に出た。文ぶん七しちが「おい？」と声をかけてきたが無視。男子と女子の列の間を足早に進み、前から三番目辺あたりで立ち止まりそこに立っていたゆかりの手を、俺は取る。

「へ」

　ゆかりは振り返り……取られた手を見、そしてきょとんとこちらを見上げる。あまりに唐突なことだったので理解が追いついていないみたいだった。

　知らない人を見るような目。厳密に言えばクラスメイトなのだから知らないはずはないのだけど、かと言って決してその域からは出ない――赤の他人を見るような視線。

　一瞬、挫くじけそうになる。

　でも俺は根性で、口にした。

「好きだ。付き合ってほしい」

　理由はいろいろある。

　いつまでも来ない越後屋を当てにしていたって仕方ないし、だったら俺自身が行動するしかないし、でもだからってゆかりに今までのことを洗いざらい話したって記憶がないんだから「頭大丈夫？」とか言われそうだし、じゃあどうするかと考えたときにせめてゆかりの記憶を自力で取り戻せないかと思って、もう一度付き合うことができればそのきっかけとか糸口とかになるんじゃないかと思って、それが無理でもこうして目立つ行動を取れば内界人の誰かが接触を図ってくるかもしれない、そいつをとっ捕まえて記憶の《封印》を解除させることができるかもしれない――

　理由はいろいろあるんだ。でもじっとしていられなかった一番の理由は、もう、ゆかりに無視されることに耐えられなかったから。それが本心だったと思う。

　俺おれの告白は思いの外体育館中に響き、全校生徒が一斉にこちらを振り返った。

「え……」ゆかりの視線は俺の顔、掴つかまれた手、周囲の視線とそれぞれを往復し、最後には俺の顔に戻ってきて、「えぇ？」

　ゆっくりと――ゆかりの顔が赤く沸騰していった。

　俺の方も多分恥ずかしいくらいに真っ赤だったんだろうけど、そこはやはり根性。男のプライドに賭かけて視線は外さない。

　ゆかりの手が強こわ張ばる。それでも俺は離さなかった。ゆかりは怯おびえたように目の端に涙を浮かべた。掴まれていない方の手でスカートの端を握にぎり、震える唇で――言った。

「ご……ごめんなさい……？」

　まあ、そりゃそうだろう。

　いきなりこんな衆人環視の中でコクられて頷うなずけるわけがない。それでなくても脈は薄かったのだ。予想できている。……だから、その、ヘコむな俺。

　動揺はなるべく表に出さないよう心がけ、俺は「わかっていたさ」というように頷いた。

「じゃあ、せめて」



    

  
    
      



    

  
    
      「せめて……？」

「お友達からで」

　ゆかりはぱちくりと瞬まばたき、でもすぐに目を伏せた。小声で言う。

「っだ、だってもう、そ、卒業なんだよ？」

「卒業してからも付き合いたいと思ってる」

「でも、受験が」

「ゆ」かり、と口にしそうになり慌あわてて言い直した。「古こ都とさん……はもう推薦で合格決まってるんだろ？　だったらあとは俺おれが頑張るだけの話で、そして俺は絶対に合格する」

　おお、と周りから歓声があがるが無視。じっとゆかりの答えを待つ。

　ゆかりは恐る恐る、

「私……五十嵐いがらしくんのこと、よく知らない、よ？」

　これには殴られたような衝撃を受けた。ゆかりは記憶を失っているから俺のことは知らない。知らなくて当然なんだ。そしてそれを取り戻すために俺はこんなことしてるんだ。

　進め。ショックを受けている場合じゃない。

「だったら、これから知ってほしい」

　体育館は怖いほど静まり返っていた。誰だれもが固唾かたずを飲みこちらを見守っている。死ぬほど恥ずかしいがこれも内界人にアピールするためのひとつの手段なのだと、心の中で言い聞かせた。

　ゆかりは迷うように視線を彷徨さまよわせている。見ていて申し訳なくなるくらいにその脚は震えていて、あまりにかわいそうで思わず手を離しそうになった。

　でも――離さない。

　この手の温ぬくもりを、日常に取り戻すのだ。

　長い沈黙を経へて、ゆかりはようやく答えてくれた。

「友達からで……いいなら」

　ありがた迷惑なことに、割れんばかりの拍手が体育館を満たした。

　ゆかりは真下を向きっぱなしになり、黄色い声をあげる女子たちに囲まれてしまった。俺は俺でクラスメイトの男子から肩やら背中やらをバシバシ叩たたかれた。

　――これからが本番なんだ。

　ゆかりが記憶を失っていること、それ自体は本人に打ち明けるつもりはない。本当はそうしたいのだけど、それで記憶が戻らなかったら自分はただの危ない男に見られてしまう。そのせいでゆかりに避けられるようになるのはどう考えても上う手まくない。

　事情を話さずに、記憶を取り戻す。

　それはとても難しいことだと思う。根性だけで何とかなるほどこの状況は甘くない。

　それでも――やるしかないんだ。



　こうして。

　俺おれの孤独な闘いが始まった。



    

  
    
      


【第１話・リスタート上等！】

In“〝THE THIRD”〟



　　　１



一月十日　　

午後一時三分



　メールのやり取りは多過ぎず少な過ぎず。

　電話はケータイの履歴から見て三回。去年のクリスマスの夜と、年が明ける前の三十一日の昼、そして一昨日おととい八日の夜。すべてこちらからの発信で、いずれも一時間近く会話している。

　一緒に外に出かけるのは今日を入れて二回目。イヴは祖父の古こ都と源げん之の助すけと過ごすと言うので――恐らくあのときのような盛大なパーティだろう――、翌日クリスマスの昼にご飯を食べに出かけた。今日のようなデートらしいものはそれ以来になる。

　そんなふうに胸中で指折り数えてみた。あちらの反応も悪くはない。とは思うのだがそう素直に心は晴れない。自分なりに頑張ってはいるつもりだが、いろいろな意味を含めて進展は少ない。なまじ習慣化してしまっているため息がまたこぼれる。

　駅前の小さな広場に、五十嵐鉄平いがらしてつぺいは立っていた。

　鉄平がここで待ち合わせ、会うことになっているのはもちろん古こ都とゆかりである。一昨日おとといの夜に電話で取り付けた約束の時間は、すでに三分ほど過ぎている。

　――まさか去年の初デートみたいに、一時間以上待ちぼうけくらうなんてことはないだろうな。

　付き合いたての頃ころに派手に喧けん嘩かしたことを思い出し、苦笑した。

　これからゆかりとは初はつ詣もうでに繰り出すことになっていた。若干遅い時期になってしまったがそれも狙ねらってのことだ。初詣をするならばこの日でなければならない。

　昨年の十一月、学祭で起こったガス事件。公おおやけには『県立羽は原ばら羽ばね高等学校催涙ガス事件』などとニュースや新聞で報じられていたが、このときゆかりは《封印》されたはずの記憶を自力で取り戻してみせた。つまり内界人たちの記憶操作は絶対のものではなく、だからこそ紫むらさき露つゆ草くさは鉄平たちの命を狙ってきた。

　きっかけさえあれば、記憶は取り返すことができる。だから鉄平はゆかりとイチから付き合い直すことでそのきっかけを掴つかもうと考えていた。

　それは例えば、こうしてふたりでデートに出かけること。以前にふたりで歩いた場所に赴おもむき、そのとき交わした会話をもう一度なぞる。今日までメールや電話で交わしたやり取りも同様で、昔ふたりで盛り上がった話題を積極的に挙げていった。こうしてひとつひとつ軌跡をたどり、地道にきっかけを得ていく――これが今の鉄平に考えられる最善の手だった。少し遅い初詣も去年と同じ時期に合わせたためだ。

　鉄平が今日着てきた服装もそのときと同じものである。セーターの上にジャケットを着、下はジーンズ。こうなったら徹底的にやろうと古いスニーカーを引っ張り出してきた。

　本当にこの方法でいいのか、迷うことはある。もっと別に有効な手段はあるのではないか、そう考えることはある。でも鉄平にはこれしか思いつかない。だから思いつく限りの方法で踏ん張るしかないのだ。

　――うわ。なんかドキドキしてきた。

　鉄平は胸の中心を親指でぐりぐりとえぐり、浅く呼吸を繰り返した。別にゆかりとデートに出かけるなんて何度も経験してきたことなのに、妙に緊張してしまう。こういう感覚は当初から頻繁にあった。

　何というか、ゆかりの反応は初々しいのだ。ちょっとした好意の言葉や行動の節々で息を飲み、恥ずかしそうにうつむき、か細い声で「あ、ありがとう……」と呟つぶやく。記憶がないのだからそうした反応は当然なのだが、わかってはいるのだが、鉄平はついついどぎまぎしてしまう。

「あー、落ち着け」

　鉄てつ平ぺいは頬ほおを叩たたいた。あくまで自分の目的はゆかりの記憶を取り戻すこと。健全で初々しいデートを繰り返すことではない。いや確かに悪い気はしないのですが。

「五十嵐いがらしくんっ」

　呼び声に、こっそりと呼吸を整えてから鉄平は振り返った。そして準備していた挨あい拶さつの言葉は、あまりの驚きにしゃっくりになって飛び出した。

　息を切らして、からころと履物を鳴らしてこちらに駆け寄ってくるゆかりは、振ふり袖そでを着ていた。錦にしき織おりの袋帯に、桃の色をした琴こと姫ひめ椿つばきの振袖。髪は頭の後ろでアップにし、肩にはショールをかけている。

　図らずもそれは前の初はつ詣もうでのときと全く同じ装いだった。確かに同じ状況をセッティングしようと意図はしたが、まさか彼女の方までそれに沿ってくれるとは思っておらず、完全に出鼻を挫くじかれた。

「ごめんなさい……着付けに時間かかっちゃって」

「あ、あぁ」

　鈍い反応に不安を覚えたのか、ゆかりは表情を曇らせた。

「怒らせちゃった……？」

「え。あっ、いや全然！　そうじゃなくて、その」あまりに動揺していたから、思わず本音が滑り出た。「すげえ、きれいだったから」

　ゆかりは頬を染め、目を伏せた。

「あ、ありがとう」

「う、うん」

「……えっと、これね？」むずがゆい空気を誤ご魔ま化かすようにゆかりは袖を広げて見せた。「この振袖、私の――」

「お母さんのお下がりなんだろ？」

　きょとん、とゆかりが瞬まばたいた。

「どうして知ってるの？」

「あ、いやこういうのってたいていお母さんとかお祖ば母あちゃんのお古が王道というか古めかしい中にも格調高い美が凝縮された素晴らしいデザインだったからなんとなくそう思って言ってみただけというか何というか！」

　鉄平は胸中で舌打ちした。口を滑らせるにも程がある。ゆかりにしてみれば鉄平が振袖の由来を知っているのは明らかにおかしい。知らないはずの情報を鉄平が知っているというのは、事情を知らない者にしてみればただのストーカーだ。

　慌あわててまくし立てた内容が功を奏したのかどうかはわからないが、ゆかりは首を傾かしげるだけで特に追及はしてこなかった。

「そ、そんじゃあ行こうか！」

　冷や汗を流しながら歩きだそうとする鉄てつ平ぺいを、しかしゆかりは指先で袖そでをつまんで引き止めた。振り返る彼に微笑ほほえみを浮かべる。

　楚そ々そとお辞儀をしながら、

「あけましておめでとうございます。五十嵐いがらしくん」



　市営のバスに乗って十分ほどの移動。目的のバス停で降りた鉄平とゆかりは、歩道から砂利道へと折れ、大きな鳥居の下をくぐり、社やしろへと続く石畳の階段をゆったりと上った。静かな林がその周りを取り巻き、空気は何ど処こまでも澄んで冷たい。

　ゆかりは着物の裾すそを上げながら、片足ずつゆっくりと階段を上る。隣で鉄平は歩調を合わせる。

　ふたりの肩の距離は、三十センチくらい。

「冷えるなぁ」

「冷えるねぇ」

「大丈夫？　振ふり袖そでって寒くない？」

「大丈夫だよ。五十嵐くんは？」

「俺おれも大丈夫。……って」少し迷ったが、振り切るように一気に口にした。「そろそろ下の名前で呼んでくれていいんだぜ？　苗みよう字じで呼ぶのって、なんかよそよそしいじゃん」

「うん……でもまだ、その」ゆかりははにかみ、「もう少し時間がほしいな」

　――最初に下の名前で呼び合おう、って言ってきたのはゆかりだったのになぁ。

　恋人としてではなく、お友達から。そんな約束が呼びにくくしているのだろうか。

「……どうして私なの？」

　視線を向けると、ゆかりは足元を見つめるように呟つぶやいた。

「なんで私なんかと」

「何度も言ってんじゃん。……好きなんだよ」

　恥ずかしい。

「でも私、あれからずっと考えてるけど……やっぱり付き合えないよ。だって」

「ＫＯＴＯがあるから？」

　鉄平の指摘に、ゆかりは表情を強こわ張ばらせて頷うなずいた。

　あらゆる分野の事業を制覇するマンモス企業、ＫＯＴＯ。その現社長がゆかりの祖父、古こ都と源げん之の助すけであり、その次代を担うのは孫である古都ゆかりで確実だろうと言われている。

　だからゆかりと付き合おうとするなら――さらにその上を目指そうとするのなら、ＫＯＴＯという存在が障害になるのは避けられない。

「だから」

「悪いけどそれは理由にならない」

「え……」

「もしもゆかりが俺おれを嫌ってるんなら、俺も諦あきらめるよ。すっぱりきっぱり。でもそうでなくて、一緒にいたいと思ってくれるんなら」

　鉄てつ平ぺいはにかっと笑った。

「一緒にそういうのと闘っていこうぜ」

　それはもうとっくの昔に乗り越えた問題だ。

　ゆかりとの未来を紡ぐために必要な決意。そんなものはとうの昔にできている。そのための大学受験や、記憶をとり戻す闘いなのだ。

　この程度では揺らがない。

「答えを急せかすつもりもないけどさ。そういうの抜きにして気持ちで考えてくれよ。俺はいくらでも待つし、そのための努力もするから」

　ゆかりはどこか熱に浮かされたような顔でこちらを見上げている。

「ゆかりは俺のこと嫌いか？」

「…………嫌いじゃ、ないよ」

　うつむいて呟つぶやき、おずおずと手を差し出してきた。

「つなぎたい……」

　よろこんで。そっと合わせた手は冷たくて、だから鉄平はそれを温めるように柔らかく握にぎり、つないだ手と手をこちらのポケットに入れてあげた。気恥ずかしい空気にしばらく無言のまま階段を上った。

「五十嵐いがらしくんは優しいね……」むせぶ息をつくようにゆかりは言った。「私の両親が死んで、皆がカンパしてくれたときもそうだった」

　ふたりが槍やりヶが岳たけに出会う前、唯一交わした会話。

『無理して笑うなよ』

　ひかえめな声で、ゆかりはそのときの思いを告白した。昨年のイヴの夜、自分に語ってくれたように。鉄平はくすぐったいような感触を覚えながら目を伏せる。

　俺たちはもっともっといろんな思い出を積み上げているんだよ。言いたいが、心の中で囁ささやくに止とどめる。そして何が何でも頑張ろうと思った。自分たちの未来のため、絶対に記憶を取り戻す。

「願い事、ゆかりは何を――」

「受験生が余裕ぶっこいてんじゃねえぞ」

　その言葉を認識するより早く、尻しりに凄すさまじい衝撃が来た。あまりの不意打ちに鉄平はみっともない声をあげて階段の上に前のめりに突っ伏した。

「ったく、合格祈願に来てんのかイチャつきに来てんのかはっきりしろや」

　頭上から暴力的な言葉が降ってくる。涙目で顔を上げたとき、鉄てつ平ぺいは目を剥むいた。

　そこにはとても不機嫌そうな顔をした女性が立っていた。くわえ煙草で紫し煙えんを燻くゆらせながら、険悪なまでに細められた双そう眸ぼう。ところどころ外ハネしたショートカット。理想的なヒップラインを描いたパンツ。前を開いたダウンジャケットの奥で、視線のやり場に困るような豪快な胸がキャミソールを押し上げていた。

　ゆかりが慌あわててその女性に言った。

「あ、茜あかねさんっ。いきなり蹴けることないじゃないですかっ」

「甘ったれた受験生にはこれくらいでちょうどいいんだよ。てかいつまで寝てんだお前。早く立て。私に失礼だろ」

「だから茜さん、どうしてそうも理不尽なんですかっ。あ、ごめんね五十嵐いがらしくん、大丈夫？　立てる？」ゆかりは鉄平に手を貸しながら、「あの、紹介するね。こちらは――」

　遠とお山やま茜。

　ゆかりは複数の家庭教師を個人的に抱えており、そのひとりがこの女性だった。遠山茜は今年で入社六年目になるＫＯＴＯの社員で、同時にゆかりの世話役のような役割も担っていた。

　そんなふうに、ゆかりが茜を紹介してくれる。でも――鉄平は知っているのだ。

　遠山茜がどのような人間なのかを。

「五十嵐くん勉強頑張ってるし、私も応援したいし、だから茜さんにも協力してもらえないかなって思って。今日紹介しようと思って待ち合わせたんだけど……」

　ゆかりが説明している間も、茜はじろじろとこちらを見ている。慣れ親しんだ視線ではなく――初めて見る人間を観察するような、無遠慮な眼まな差ざし。

　――やっぱり茜さんもなのか。

　そうだろうとは思っていたが、やはり茜も記憶をなくしている。

「オイお前」ふと、茜が言った。「なんで泣きそうな顔してんの？」

　鉄平は慌てて口元を隠した。

「き、気のせいッスよ」

　今まで茜には散々スパルタで勉強を仕込まれてきた。確かにそれはきついものだったけど、同時に感謝もしていた。茜に勉強を見てもらうようになってから成績が目に見えて上がったのは事実だし、十一月の事件で孤立してからも彼女に教えられた学習方法だけはひとりで続けてきた。

　その茜も記憶を操作されていた。わかってはいたけれど不意打ちのようなタイミングに、どうしても感情を隠し切れなかった。

「ま、いっか。とりあえずそういうことだ」茜はにいっと豪快な笑みを浮かべ、「十日後のセンター試験。それと二月の二次試験。それまでは私がお前の面倒を見てやるよ。覚悟と感謝しろ」

　鉄てつ平ぺいは無言で頭を下げた。

　目頭が熱くて、言葉は上手に紡げないような気がした。



　　　２



一月十九日　　

午後一時十三分



　小学生のころ、すごろくを作ったことがある。

　ノート一杯に定規で線を引きマスを並べ、そのマスに『３マス戻る』『５マス進む』『一回休み』『一日トイレきんし』『わからない問題でも手をあげる』などと主に罰ゲームの多い指示を書き込んでいった。カッターで六角鉛筆の端に一から六までの数字を刻み込みサイコロ代わりにした。当時はクラスで自主製作のすごろくが流は行やっていたので、自分も流行りに乗って作ってみたのだ。

　結局友達のいなかった自分はひとりで鉛筆を転がしてひとりで罰ゲームを実行したりしていたのだけど――根暗過ぎるというツッコミはここでは忘れることにして――とにかくここで言いたいのは、誰だれが作ったとしても必ずといっていいほど存在する、あの悪魔のようなマスのこと。

『ふりだしにもどる』

　踏んでしまったならとんでもない虚むなしさに襲われるひとマス。ついついゴール手前なんかに作ってしまったらその緊張感は並大抵ではない。……もっとも、皆で遊んでいるところはそれはそれで盛り上がっていたけれど、孤独に遊んでいる自分は虚しくてたまらなくてなんでこんなに苦しい思いをしなきゃいけないんだろうと気付き、やがてノートごとゴミ箱に放ほうり捨ててしまった。

　振り出しに戻る。

　最初からやり直し。

　滝たき本もと柚ゆ子ずは今、そういう状況にいた。



「……また君か」

　柚子が先輩の藤ふじ森もり文ぶん七しちと出会ったのは、昨年のとある夏の日のこと。

　それはとても不思議な出来事だった。誰にも見えないユー子という存在。柚子は彼女に依存し、逃避し、すべてを投げ出そうとした。この世から消えてしまおうとした。それを救ってくれたのが藤森文七であり、彼の助けにより柚子はユー子とひとつになり、以後は滝本柚子ユー子として名前を引き継ぐことになった。事情を知らない人々は柚子のことを「ゆず」ではなく「ゆうこ」と呼ぶようになり、そのことを文ぶん七しちとふたりで笑い合った。

　とても不可思議で幻想的な出来事。でも現実に起こった、柚ゆ子ずにとって忘れ得ぬ大切な記憶。

　けれど文七は――その思い出を忘れてしまった。

「困るんだよ」

　三学期が始まって間もない昼休み。３－｜Ｃの戸口に呼び出された文七は、肩を狭めて立つ柚子を見てそう呟つぶやいた。彼らしくない、陰いん鬱うつとした声だった。ボサボサの茶髪に着崩された制服。いつもは陽気に溌はつ剌らつと綻ほころぶ表情も、今はどこか苦しげに歪ゆがめられていた。

「何度も言うけど……俺おれは君の期待に応こたえられないんだって」柚子が何かを口にするのに先んじて、彼は言った。「俺は何も記憶なんて失ってないし、周りの奴やつらも同じ。君が言っているような集団記憶喪失なんて起こってない」

「……」

　教室の中から、いちゃいちゃしてんじゃねえぞーとクラスメイトの野や次じが飛び、文七はそちらに「そんなんじゃねえよ！」と乱暴に返した。

　こちらに向き直り、嘆たん息そく交じりに告げる。

「とりあえず君がどんな理由で俺のところに来てるのか、誰にも話してないから」

「そんなこと、別に知られたって私は構いません」

「君。でも」

　そうしたら皆に『頭のおかしい女の子』だと思われるよ？――文七は暗にそう伝えていた。それは多分、彼なりの優しさなのだろう。

　昨年の学祭以降、羽は原ばら羽ばね高校の生徒が集団で記憶喪失に陥っている、そんな突拍子もないようなことを言いふらす女の子。そうなればきっと柚子は孤立してしまうだろうから、文七はそのことを隠してくれているのだ。

　それでも。

「構わない、って私は言ってるんです」

　それでも取り返したいものが、自分にはある。

「お願いです。お話を聞いてください。今日はユー子と出会ったときの」

「だからそれも何度も聞いてるんだよ」抑え切れない苛いら立だちが、表情や声に表れ始めていた。「君と俺の初対面の話も、そのユー子とかいう幽霊の話も、学祭のときの話も。君の作り話は何度も聞かされてるんだ」

「作り話じゃありません」否定し、ぐっと唇を噛かんでから柚子は言った。「先輩に思い出してもらうまで、私は何度でもお話しします」

「……もう戻りな。昼休みも終わるから」

　心底うんざりしてしまったのか、表情をなくし言葉少なに告げて、文七は背中を向け教室に戻っていった。柚ゆ子ずは無言でそれを見送る。足は、動かない。動かせない。自分の席に戻っていく文ぶん七しちの背中をじっと見つめていたら視界がにじんでたまらなくなり、それを隠すようにぺこりと頭を下げて踵きびすを返した。

　その振り返り様に――誰だれか男子とすれ違い、ふと柚子は足を止めた。

　個人的に面識はないが見覚えのある顔だった。ぼさぼさの髪にどこか険しい表情をした彼は戸口の前で立ち止まり、小さく一言「ぅし」と呟つぶやいてから３－｜Ｃの教室に入っていった。何な故ぜか気になって柚子はその様子をぼうっと眺めた。

「なんだよ、てっぺーじゃねえか！」

　廊下にいてもはっきりと聞こえるくらい大きく響いてきた文七の声に、柚子は思い出す。てっぺー。鉄てつ平ぺい。五十嵐いがらし鉄平。

　――今のが、噂の五十嵐先輩……。

　よりにもよって終業式の全校生徒が見ている前で告白をかますというある意味伝説的な先輩。しかも相手は大企業のお嬢様ということで彼らふたりの動向は羽は原ばら羽ばね高校の注目の的になっていた。

　五十嵐先輩の公開告白を、ある女子は「カッコいい」と評し、またある女子は「痛々しい」と評するなど感想は様々だが、柚子に関して言えば彼の行動にある種の感動を覚えていた。その行動自体は確かに面おも映はゆいものを感じるのだけれど、一方で先輩の真まっ直すぐな気持ちが確かに伝わってきて、胸を打った。そして羨うらやましくも思った。

　声こわ高だかに想おもいを伝えられる、その勇気を。

「おいおい、明日はセンター試験だろ？　学校なんて来てる場合じゃないだろー」

「うっせえな。悪いかよ」

「ゆかりちゃんに会いに来たんだろー。図星だろー」

「あー黙れテメ」

「五十嵐くん。本当に大丈夫なの？　試験なのに」

「とか言いつつ。ゆかりちゃんも嬉うれしそうな顔してるよね」

「ふ、藤ふじ森もりくん！」

　自分のときとは打って変わったような、文七の明るい声が聞こえている。柚子はその声を廊下に立ったまま苦行のようにじっと聞いていたが、やがていたたまれなくなりその場を後にした。

　――泣くな。

　泣くな。泣くな。うつむきがちに、逃げるように小走りに歩きながら、しつこいくらいに胸の内で繰り返した。泣くな。泣くな。暗く、奥底へと沈んでいく感情。何度経験しても辛つらい。でも泣くな。

　１－｜Ａの教室に戻ると、それに気付いたクラスメイトが声をかけてきた。

「大丈夫？」

　すごく辛つらそうな顔してるよ。クラスメイトの指摘に、柚ゆ子ずは笑って誤ご魔ま化かした。さっき転んじゃって。とても痛かったの。

　クラスメイトは軽く首を傾かしげ、しょうがないなぁというふうに笑った。

「ゆずはそそっかしいんだから」

　柚子が引き継いだはずの、「ゆうこ」という名前。

　去年の学祭あの日から、誰だれもその名前を呼ばなくなった。



　　　＊



一月十九日　

午後六時二分



　放課後になっても柚子の暗く沈む気持ちは晴れなかった。

　柚子は駅前の喫茶店を訪れていた。セルフ式のコーヒーショップ。その奥のひとり掛けのソファに身体からだを埋めている。脚を投げ出すようにして腰を深く預け、膝ひざの上には折り畳まれたコート。ショートカットの前髪が目元を隠し、髪の一端を束ねた髪留めが彼女の気持ちを表すように少し歪ゆがんでいた。

　柚子は制服の袖そでをまくって腕時計を見やる。時刻は午後六時を回り、そろそろ電車に乗らないと夕飯に間に合わなくなる時間だ。しかし動く気にはなれず、先ほどから何をするでもなく無む為いに時をやり過ごしている。

　窓の外に目をやった。昼間のうちにぐちゃぐちゃに溶けた雪が今は冷たい空気に凍りかけている。つるつるで滑りやすそうだなぁと思って見ていると、ちょうど歩いていたサラリーマンが滑って転んだ。痛そう。転んだサラリーマンは顔をしかめながらしかし慌あわてて立ち上がり、何でもないですよ何も起こってないですよ私は無実ですよという顔でそそくさとその場を歩き去っていった。ちょっと面白い。

「……なんてことはどうでもいいんだよ」

　柚子はテーブルの上のコーヒーを一口すすり、冷めた液体に先ほどのすっ転んだサラリーマンのように顔をしかめた。苦々しい表情のままカップを戻し、深々とため息。

　本当はこんなことをしている場合ではない。解決しなければいけない問題がある。ここ二ヶ月はずっとそのことにかかり切りだった。こうやって放課後にひとり、喫茶店でねばっているのもそのことについて腰を据えて考えたかったためだ。

　それは学祭以来、失われてしまった藤ふじ森もり文ぶん七しちの記憶を取り戻すこと。

　そして――

『……また君か』

　そのためのあらゆる努力が、無に帰していること。

「……ぅわ」

　慌あわてて目元を拭ぬぐった。拭った手が湿っている。ぐっと唇を引き結び、すがるように胸元のリボンを握にぎった。油断するとあっという間に胸を負の感情が締しめ付けるから、心持ち腹筋に力を入れてそれを追い出そうとする。

「もう、ヤダ……」

　匙さじを投げたかった。

　ここ二ヶ月以上もの間、同じ問題で悩み続けていて、けれど状況は何も変わらなくて、身も心も疲れ切っていた。

　今までだって何度も揺れることはあった。でもその度に唇を噛かんで我が慢まんしてきた。諦あきらめちゃダメ。諦めたらそこで本当に終わってしまう。だから挫くじけるな。悩む暇があったら行動するんだ――強く、厳しく心に言い聞かせた。

　諦めたらダメ。呪じゆ文もんのように毎日心の中で呟つぶやいてきた。

　――でも限界なんだよ。

　自分以外の人間が記憶を失っている――こんなことは誰だれにも相談できない。きっと信じてもらえないから。現に文ぶん七しちは信じていない。自分はたったひとりで立ち向かわなければいけない。助けなんて何ど処こにもない。

　身の内に救いを求めたって、もうひとりの自分も今はいない。

　マズイ、と思って柚ゆ子ずは掌てのひらで顔を覆った。肩は震え、喉のどは引きつった呼吸を繰り返し、ぎゅっと閉じられた瞼まぶたの端から雫しずくがこぼれる。

　――ダメ、溢あふれる。

　決定的な一言が、口をついて出てしまう。

　出てしまったなら、言ってしまったなら、それはきっと本当のことになってしまう。

　言葉の力が、自分からすべてを奪ってしまう。

「もう、あきら――」

「ダメダメ。そんなんじゃダメなんだって！」

　柚子は驚いてしゃっくりをあげた。こぼれかけていた涙が引き潮のようにあっという間に引っ込み、慌てて周囲を確認した。

　喫茶店の座席は定時明けの社会人や部活上がりらしいジャージ姿の女子高生などで埋められていた。駅に近いせいか数分おきに重々しい車輪の音が微かすかに床を振動させ、それ以上にざわざわとした喧けん騒そうが店内に満ちている。物思いにふけっていたせいか、今さらながら混雑のやかましさに気付いた。

　一見して、自分に「ダメ！」などと注意を投げかけているような人は見当たらない。空耳だったんだろうかと柚子が首を傾かしげたとき、

「これも――ダメ。ああ、違うって。全然ダメ。ダメ、ダメ、ダメ……」

　その少女に気付いた。

「……？」

　隣の席。

　そこも柚ゆ子ずと同じひとり掛けのソファ。なのに少女は背もたれに背中を預けたりはせず、前に大きく乗り出すようにしてテーブルの上で何やらノートに書き物をしていた。

　彼女は見覚えのある制服を着ていた。淡い紅色のブレザーに白いブラウス、えんじ色に近い濃い赤のスカート、胸元には赤いタイ。確か有名な私立の制服ではなかったか。ショートカットの彼女は唇をアヒルのくちばしのように尖とがらせ、ぶつぶつ呟つぶやきながら一心不乱にノートに向かっている。作業に没頭しているらしくこちらの視線にも気付かない。

　ペンを握にぎる少女の右手の中指には、銀色のシンプルな指輪が輝いている。

　いけないとは思いつつも、柚子は好奇心に駆られて彼女のノートを横目で覗のぞき見た。そこには女の子らしい丸文字ではなく書き殴ったような、どちらかというと力強い筆跡が線で消されていた。



　・ようこしんじょう

　・

　・

　・作戦その４「



　てっきりレポートか何かを書いているのかと思ったが違うらしい。作戦その１、作戦その２……作戦？　柚子は首を捻ひねる。

「あぁもう、考えろ。考えろ。問題を整理、そう、整理だ。整理しよ。ええと」

　彼女は作戦その４まで書き込んだところでぐしゃぐしゃと頭をかきむしった。どこかイラついた様子が窺うかがえる。そして次にペンを走らせて書いた文章に、柚子は目を剥むいた。



　　どうすれば記憶は元に戻る？　科学的根拠はあるのか？



「あの、すみません！」

　うへ？と彼女は振り返る。

　柚子ははっと口を手で押さえた。思わず声をかけてしまったがもう遅い。少女はこちらを見つめて首を傾かしげ、その視線の先を追い――ようやく気が付いて慌あわててノートの上に身体からだごと覆い被かぶさった。衝撃でテーブルのコーヒーの表面が波打つ。

　少女はそのままの姿勢で恐る恐るこちらに顔を向け、問うた。

「……見た？」

「あ、ご、ごめんなさい、その、悪気はなくて」

「……」

　彼女は身体からだを起こすと、無言でノートを閉じて鞄かばんに詰め始めた。ムスッと機嫌の悪そうな顔をしている。

　柚ゆ子ずは手をおろおろと手を振り、

「っご、ごめんなさい！　そんなつもりはなかったんです！」

「……」

「違っ、その、すごく集中してたから何をしているのかなって思って、ホントに悪気は」

「……」

「え、えと、あの、き、記憶喪失の研究をしているんですかっ？」

　取り繕うように言った言葉に、アヒル口の少女はぎろりと睨にらんできた。

「馬ば鹿かにしてるの？」

「してない、してないです！」

「変なヤツって思ったんでしょ」彼女はシャープペンや消しゴムをペンケースに詰めていく。「あなたもぼくのこと、頭のおかしいヤツだって思ったんでしょ？」

「そんな、私は」



    

  
    
      



    

  
    
      「別にいいの。皆そう言ってるから。ぼくだって自分の頭を疑うことはある」

　でも、と彼女は顔を上げた。

　真まっ直すぐな瞳ひとみで射抜いてきた。

「ぼくは絶対に諦あきらめないから」

　その言葉に、柚ゆ子ずははっと息を飲む。

「ぼくは投げ出さない。諦めない。逃げたりなんてしない」

　それは誰だれに向けられた言葉なのか、わからない。

　単純にこちらに向けたものだったのかもしれないし、または別の誰かに向けたものだったかもしれないし、はたまた――自分自身に向けたものだったかもしれない。真実はわからない、けれど。

　少女の口から飛び出した言葉は、図らずも柚子がずっと繰り返してきた言葉そのものだった。抱えている問題を投げ出さない。自分を信じることを諦めない。誰にも信じてもらえなくたって逃げ出したりなんてしない。そうした諸もろ々もろの決意。

「……あなたは闘っているんですか？」

　少女はわずかに瞳を見開き、それでも頷うなずいた。

「そうだよ。ぼくは多分、闘っているんだと思う。ある意味」

「誰かの記憶を取り戻すために？」

　これには彼女も驚いたように口を噤つぐんだ。ノートを盗み見たのだからあり得ない質問ではなかったのだが――柚子が彼女のセリフを訝いぶかしんだりしなかったところに、ひっかかりを覚えたのだろう。

　柚子は高鳴る鼓動に胸を押さえながら、矢継ぎ早に訊たずねた。

「私の思い違いだったらそう言ってください。あなたの周りにも記憶喪失の人がいて、あなたはそのために『闘って』いる。違いますか？」

　彼女はすぐには答えなかった。じっと視線をこちらに固定し、こちらの真意を推し量ろうとしている。柚子が緊張に手に汗握にぎっていると、やがて口を開いた。

「……『あなたの周り“〝にも”〟』？」

　柚子は確信した。

　少女の目に、何かを期待した輝きを見つけたから。

「私、羽は原ばら羽ばね高校一年生の滝たき本もと柚子と申します」柚子は身を乗り出し、「あなたの名前を教えてください。私たちはきっと話が合うと思うんです」

「……ぼくもそんな気がする」

　少女がニヤリと笑った。そこに先ほどまでの警戒心はなく、むしろ人ひと懐なつっこい柔らかさがあった。

「ぼくの名前は日向ひなたあひる。百ゆ合り百ゆ合り学園の、あなたと同じ一年生だよ」



　正面の席に移動した柚ゆ子ずに、あひるは「ちょっと待っててね」と言って席を立った。そそくさとカウンターの方へ行ってしまい、柚子が手持ち無ぶ沙さ汰たに待っているとしばらくしてコーヒーのカップを両手に戻ってきた。

「これ、ぼくのおごりだから」

「え、そんな」

「いいから」あひるは機嫌良く笑った。「今ちょっと気分がいいんだよ」

　その気持ちは柚子にもよくわかったから、ありがたく受け取ることにした。

「ありがとうございます。今度は私におごらせてくださいね」

　今度、という言葉にあひるはまた頬ほおを緩ゆるめた。そしてびしっと柚子の鼻先に人差し指を向け、「敬語は禁止！」

「へへへ」柚子は微笑ほほえみ、「うん。禁止する」

「よろしい」

　胸を張り、あひるは席にどっかりと腰を下ろす。そこで顔を見合わせて一緒に吹き出した。なんだか無性におかしい。あひるなどはお腹を押さえてばんばんテーブルを叩たたき、他ほかの客に何事かと見られていた。

「うん。かなりテンション上がってきた！」

　あひるは笑い過ぎて涙ぐんだ目元を拭ぬぐい、よし、と背もたれから身体からだを起こした。

「それじゃどっちから話す？」

「私、話すよ」

　柚子は少し緊張した。あひるがこれほどまでに盛り上がっているのは、期待しているからだ。もしかしたら有益な情報が得られるかもしれない、それどころか同じ境遇の仲間ができるかもしれないという期待――

　自分はそれに応こたえられるだろうか？

　そして彼女も自分の期待に応えてくれるだろうか？

　柚子は胸に手をあて逸はやる気持ちを落ち着かせる。混乱を招かないよう、話す順番を簡単に頭の中で整理する。その間にあひるは、鞄かばんからしまったばかりのノートとシャープペンを取り出した。

「それ……」

「うん。ぼくってわりとバカだから、こうやってノートに書いたりして整理してるんだ。ただでさえややこしい事態だからね。……話せる？」

　柚子は頷うなずき、ゆっくりと語り始めた。

「私には親しい先輩がいたの。その先輩が記憶を失った」

　文ぶん七しちは柚子の二年上の先輩である。昨年の夏に出会い、それからずっとお世話になっていた。毎朝一緒に登校し、学祭前にはクラスの手伝いに来てくれて、柚ゆ子ずの１－｜Ａでは頼れる先輩として尊敬されていた人。柚子にとって本当に大切な人。なのに。

　原因はわからない。わからないのだが――文ぶん七しちは柚子のことを《忘れて》しまった。

　本人いわく記憶喪失だという。

「すごくびっくりしたけど……でも、信じた」

「信頼してたから？」

　柚子は微笑ほほえみながら頷うなずいた。あひるの言う通り文七を信頼していた。だからその失われた記憶を取り戻すために行動を共にした。自分たちの出会いがどんなものだったのかを話し、クラスの演劇に連れて行き、『ゆうこ』ではなく『ゆず』と呼んでほしいとねだって。

「それが去年の十一月四日のこと。私の高校で学祭が行われた日」

　あひるがふと、目の色を変えた。

「十一月……四日？」

「？」

「あ、ううん。続けて。それで結局先輩の記憶は取り戻せなかったの？」

「うん……」

　文七の記憶は蘇よみがえることはなかった。そしてそんな最中、

「あの事件が起こったの」

　県立羽は原ばら羽ばね高等学校催涙ガス事件。

　事件は十一月四日土曜日、柚子の通う羽原羽高校で起こった。午前十一時三十分、イベントのため体育館にいた生徒や一般客が、突如発生した催涙性のガスに襲われた。四百名近くにも及ぶ被害者は嘔おう吐と感や眩暈めまい、目や喉のどの痛みなどを訴えたが、広い空間に比して低濃度のガスであったため幸いにして機能障害などの後遺症を残す者はいなかった。ほとんどの人がひどくても一晩程度の入院で回復した。それを発生させるための装置は見つかっているが犯人は不明。テロや愉ゆ快かい犯を臭におわせた文章が複数、各報道機関に送られているがその真偽は未いまだわかっていない。極めて悪質な犯行と言える。

　当然のことながら羽原羽高校は一時休校となった。症状の軽かった柚子はその日のうちに帰宅することができたが、数日間は自宅待機ということになった。

「……問題は事件の起こった直後のこと。先輩が」

　あ――

　れ。

　そのときのことを思い出して、柚子は胃のすくむような感覚に囚とらわれた。びっくりしつつも呼吸を整え気持ちを落ち着けようとするが、心は自分でも追いつかないほどあっという間に揺らいでいった。

「あ、あれ？　あ、あぅ、ごめ、ごめんね。あは、あはは。おかしいな」

　頑張って笑顔を作ろうとするが、すぐにそれはくしゃりと崩れて泣き顔になる。柚ゆ子ずはなんだかわけがわからなくなって、それどころか情けなくなってきた。

　――なんで私、こんなにももろいんだろ。

　経緯もまともに説明できないの？

　自じ己こ嫌けん悪おは、けれど涙を止めてくれない。ポロポロと雫しずくがこぼれる。

　そんな柚子の手に、あひるがそっと触れた。柚子は泣き顔を上げる。

　あひるが微笑ほほえんでいた。

「ゆっくりでいいよ」

　柚子は、ひくっ、としゃくり上げた。

「……ありがとう」

　落ち着くのには五分くらいかかった。柚子はハンカチで涙を拭ぬぐい、ティッシュで鼻水をかんでから照れ笑いを浮かべた。

「えっと、ごめんね」

　あひるは微笑むだけで何も言わなかった。

　柚子はゆっくりと深呼吸を繰り返してから、続きを話し始めた。

「ガス事件の起こったところまで話したよね。続き、行くね。……私はそのとき先輩と一緒に会場にいて、ガスのせいで気絶したの。それで目覚めたとき、先輩がそばに倒れてて、私は急いで介抱しようとしたんだけど」

　そのとき文ぶん七しちはうっすらと目を開け、柚子を見、そして言ったのだ。

『君は……』

『誰だれ、だ？』

　今度は取り乱すことはなかった。でも何かを察したのか、テーブルの上の柚子の手を、あひるがぎゅっと掴つかんでくれた。ありがとうと柚子は頬ほおを緩ゆるめる。しかしこれだけははっきりと言わなければいけない。

「先輩は、再び記憶を失っていたの」

　これまでの努力を嘲あざ笑わらうかのように――文七は再度滝たき本もと柚子に関する記憶を喪失していた。

　一日に二度の記憶喪失。愕がく然ぜんとしたが事実はそこに厳然としてあって、柚子はイチからやり直す羽目になったのだ。

「しかもそれだけじゃなかった」

　学祭、ガス事件、休校、そして授業再開。とてつもない不安に気が狂いそうだった数日間をなんとかやり過ごし、登校した柚子は萎なえそうになる心をぐっと堪こらえて文七を訪ね、自分のクラスに連れて行った。柚子のクラス――１－｜Ａの皆に引き合わせようと思ったのだ。

　学祭の準備期間中、文ぶん七しちは何度もクラスに手伝いに来てくれていた。１－｜Ａでは「文ぶんさん」と呼ばれて親しまれ、言わずもがな記憶喪失の事実を客観的に判断する、有効な手段になるはずだった。

　はずだったのだが、それは果たせなかった。

　何な故ぜならクラスメイトたちは一様に文七のことを「知らない」と口にしたから。

　そんなはずはない。皆あんなにもお世話になってたじゃない――詰め寄る柚ゆ子ずを、クラスの人間は不審げに見つめ返してきた。その様子を見ていた文七も徐々にうろん気な目で柚子の方を見るようになった。

「記憶を失っていたのは先輩だけじゃなかったんだ」柚子は沈ちん鬱うつに呟つぶやいた。「皆、記憶を失っていた」

　文七は柚子の記憶を失い、

　クラスメイトは文七の記憶を失った。

　藤ふじ森もり文七という人間と１－｜Ａというクラスの関係性が完全に断たれていたのだ。

　自分以外の人間が軒並み記憶を失っているという――異常な出来事。柚子は立ち尽くすしかなかった。

　記憶をなくした彼にとっては『初対面』にあたるとは言え、文七はそれなりに柚子に気を遣ってくれた。しかし頭から信じていないのは目に見えてわかった。ならばと思い、柚子が度々顔を出していた文七の３－｜Ｃに行ってみたが、そこでも当然のように自分のことを知る者はいなかった。

「私は、私の気が狂ってしまったんじゃないかって、そう思った」でもそうじゃない、と首を横に振る。「私ははっきりと覚えている」

　あの夏の日、先輩が差し出してくれた手。あれは幻などではない。ユー子という名前の幽霊に自分のすべてを委ゆだね、この世から逃げ出そうとした自分を先輩が引っ張り上げてくれたのは現実の出来事だし、それから毎朝一緒に登校したのは自分の妄想なんかじゃない。

　――もうひとつわからないことがある。

　ユー子という存在の喪失。それはあひるには言わないでおいた。ユー子のことを話すには夏の一件をイチから説明しなければならなかったし、それをすると話がこんがらがってしまうので今はまだその段階ではないと思ったからだ。

　とにかく柚子は諦あきらめなかった。せめて文七の記憶を取り戻そうと現在まで努力してきた。何度も屋上に連れ出したり夏の思い出を語ったり――冬休みに入っても彼の家を訪ねることだってした。

　そして一月下旬現在。

「先輩は記憶を失ったままで」あと二ヶ月で卒業してしまう。「正直ちょっと、挫くじけそうだった」

　はは、と柚子は力なく笑った。最初は気を遣ってくれていた文七も、ここのところは柚子を見ると疎ましそうな顔をする。

「……とりあえず私はこんなところ。参考になったかな。次はそっちの」

「頑張ったね」

「え」

「ホントに、頑張ったね」

　あひるの目が、少し潤んでいた。

　再び涙るい腺せんが緩ゆるみ、柚ゆ子ずは慌あわてて手を振った。

「待って。ちょっと、かんべん……泣かせないでよぉ」

　涙目で笑うと、あひるも同じような顔で笑った。

　――いい人だなぁ、日向ひなたさんって。

　聡さといというか心の弱ったところにすんなりと入ってくるというか――人の痛みに敏感なんだと柚子は思った。だからこんなにも察しが良く、優しく受け止めてくれる。言動からどこかあっけらかんとした印象を抱いていたけれど、一方でそういう気の付く人なのだとも思った。

「次はぼくの番だね」

　柚子は慌てて居住まいを正した。

　――一語一句、もらさず聞かなきゃ。

　文ぶん七しちの記憶を取り戻す、その手がかりを得るため。それもあるにはあるけれど、何より自分の告白を受け止めてくれたあひるへの敬意としてそうすべきだと思った。

　あひるは手元のコーヒーで喉のどを潤してから、語り始めた。

「ぼくにも親しい先輩がいた。そして柚子ちゃんと同じように、その先輩が記憶を失った」

　柚子とは違い、その語り口には落ち着きがある。柚子はこっそり自分の幼さにへこんだ。

「具体的に先輩がいつ記憶を失ったのかはわからない。とりあえずぼくが先輩の記憶喪失に気付いたのは――学祭当日」

「……え」

　がくさい？

　文七のケースと同じ、学祭当日？

「柚子ちゃんにひとつ確認したいことがあるんだけど」あひるの視線には静かな興奮が込められていた。「柚子ちゃんの言ったガス事件はぼくもニュースで見たことがある。もう一度確認させて。柚子ちゃんの高校の学祭は十一月四日の土曜日に行われた。そうなんだよね？」

「う、うん」

「そう……ぼくの通ってる学園の学祭も、十一月四日に行われたんだ」

　柚子の中で何かが弾はじけた。急速に脳が回転を始める。

　そうだ。自分は知っている。あひるの百ゆ合り百ゆ合り学園とこちらの羽は原ばら羽ばね高校は昨年の二月に交流会を行った経緯があり、その交流の延長で学祭当日、羽原羽の体育館で学園の演奏会の模様が生放送で中継された。そして――

「私、知ってるっ。ニュースで見た！　学園でも学祭中に事件が起こったんだよねっ？」

「うん。放火事件」

　私立百合百合学園放火事件。柚ゆ子ずは記憶をたぐり寄せる。

　十一月四日午前十一時三十分に私立百合百合学園敷地内の学生会館にて出火。当日、学園琴部の演奏を観みに来ていた学生や一般客、他ほかにも施設内にいた者総勢九七二人が避難するという大惨事となった。出火原因は会館の庭の焼け跡から発見された夥おびただしい数のマッチ棒。明らかに放火を意図した犯行として警察は容疑者を捜している――

「わかるよね？　同じ日に同じ学祭という舞台で、同時刻に事件が起こった」

「そしてその日に記憶を失った人がいる……羽原羽にも百合百合にも」

　柚子は慄りつ然ぜんとした。奇妙よりも異常というべき合致。ここまでやられれば柚子にもわかる。

　あひるは頷うなずいた。

「多分間違いない。このふたつの事件と記憶喪失はどちらも、同じ誰だれかに計画されたものだったんだ。……ちょっと途方もない話だけど、そうとしか考えられない」

　沈黙が降りた。

　店内の騒音がふたりの間を埋める。

「ひょっとして、私たちはとんでもないことに巻き込まれているんじゃ……」

「……ひょっとしなくてもそれっぽいよね」

　柚子はくらくらと眩暈めまいを覚えた。

　――私はただ先輩の記憶を取り戻したいだけなのに。

　一体、何がどうなっているの？

「大丈夫？　顔青いよ」

「あ、うん……大丈夫」

「諦あきらめる？」

　……え？　ふと問いかけられた言葉に、柚子は意表をつかれた。

　あひるは真剣な眼まな差ざしでこちらを見つめ、

「なんかとんでもないものが相手だとわかった。それはもしかしたらぼくたちにも想像のつかないような、ものすごく巨大な組織とかなのかもしれない。これだけの規模のことをやってのけたんだよ？　宇宙人が地球を調査するためにやったって言われても全然不自然じゃない」

　そ、そうかな？とは思ったがあひるのプライドを尊重して黙っておいた。

「下へ手たに関かかわるとひょっとしてぼくたちも同じような目に遭うかもしれない。それどころか全身の血を抜かれるかもしれない」

　言っている内容こそアレだったが、

「だから柚ゆ子ずちゃんは諦あきらめる？」

　あひるのそれは柚子の瞳ひとみの奥底までを覗のぞき通すような、強い視線だった。

　きょとんと問いと視線を受け止めていたが――やがて柚子は噛かみ砕くだくようにあひるの言わんとするところを理解した。

　あなたの気持ちはそんなものなのか？

「諦めない」柚子はきっぱりと答えた。「たとえ誰だれが相手でも、私は諦めたりなんかしない」

　二ヶ月間、ずっと泣いてばかりだった。どうして自分がこんな目に、と理不尽を嘆いては不毛なことを繰り返してきた。仕舞いにはこの世のすべての人間が自分のことを忘れているという悪夢を見たことだってある。いっそのこと自分も記憶を失ってしまえばいいと思うこともあった。

　ずっと泣きっぱなしだった。今までも、さっきも。

　だから柚子は自分に命じる。

　――もう、泣くな。

　腹を括くくれ。

　先輩の気持ちを取り戻して、この想おもいを告げる。そのためだったら命を懸けたって構わない。

　そういう決意を、今ここでするんだ。

「日向ひなたさんだって諦めたりなんかしないでしょ？」

　にひ、とあひるは破顔した。

「柚子ちゃん。『日向さん』違う」

　柚子は微笑ほほえんだ。それは不敵な笑みに近い。

「あひるさん……ううん、あひるちゃん」

「オーケイ！」

　あひるは手を差し出した。

「一緒に誓おう。ぼくたちは誰にも負けない」

「絶対に挫くじけない。そして」柚子はその手を取り、「投げ出さない。諦めない。逃げたりなんかしない。……でしょ？」

　固く握手を交わし、そして同時に高らかに笑う。ちらちらとこちらを振り返る客のことなんてどうでもよかった。ものすごく嬉うれしくて楽しくて、柚子は涙が出るくらいに笑った。

　――私は闘うよ、ユー子。

　決意を胸に、柚子はもうひとりの自分に囁ささやく。以前ならば心が震えるような答えが返ってきたけれど――今はない。何な故ぜなら彼女は……ユー子は事件以来、柚ゆ子ずの中からいなくなってしまったから。

　昨年の夏、柚子は『ユー子』という幽霊とひとつになった。それからは自分の身体からだに確かな存在感を得、さらには周りの人々も彼女のことを「ゆず」ではなく「ゆうこ」と呼ぶようになった。彼女は大切な存在だった。

　しかし学祭の事件以来、クラスメイトたちは再び柚子のことを「ゆず」と呼ぶようになり、柚子自身もユー子の温ぬくもりを感じられなくなっていた。

　原因はわからない。でもひょっとしたらユー子がいなくなったのには、この事件が関係しているのかもしれない。だから柚子は取り戻そうと思う。文ぶん七しちの記憶も、あひるの先輩の記憶も、そしてユー子も。

　――この人と一緒に、私は闘うよ。

　だから待っていて。

　必ず迎えに行く。

「さて柚子ちゃん！」ひとしきり笑ってから、あひるが切り出した。「実はぼくは放火事件の犯人を知ってるんだ。名前も本人の口から聞いてるし顔も見てる」

　それが本当だとしたら極めて有力な情報だ。柚子は思わず身を乗り出す。

「警察には話したの？」

「話したよ、全部。でもかなり突拍子のない話だからあんまり信じてもらえてないかも。実際反応は半信半疑だった」

「どういう意味？」

「あー、……うん」あひるは歯切れ悪そうに頭をかき、「とても信じられないかもしれないけど……これは本当にあった話だから。柚子ちゃんには信じてほしい」

「信じるよ。あひるちゃんの言うことなら」

「ありがと」

　あひるは笑い、でもすぐに表情を引き締めた。

「ちょっとややこしい話だよ。……ぼくの先輩に霧きり島しま曜よう子こさんっていう人がいるんだけど――あ、記憶を失ったっていうのはその人のことね――、放火魔はその先輩の命を狙ねらってきたらしいんだ」

　柚子は目を剥むいた。

「命を……狙う？」

「うん。これはあるお姉さんに教えてもらったことなんだけど……とにかくぼくはそのお姉さんと一緒に先輩の元に駆けつけた。そこで放火魔に――彼女に会った」

「彼女って……放火魔は女性なの？」

「女の子だった。ぼくたちと同い年くらいの」

　柚ゆ子ずは驚く。自分たちと同世代の女子が放火をするというのは、ちょっと想像が及ばない。しかも明確に人を指して殺意を抱いている。あひるの前置きした通り突拍子もない話だった。

　が、

「続けて……？」

　柚子は疑わない。自分たちはとうに異常な事態に片足を突っ込んでいるのだ。

　あひるはほっとしたように頷うなずき、

「ぼくとお姉さんは彼女と闘ったんだ。先輩を守るために。そのときに彼女の名前を聞いた」

「名前」

「うん。なんか向こうが勝手に名乗ってた」

　おかしいよね、と苦笑してあひるはその名前を言った。



　むらさきつめくさ、と。



　柚子はぽかんとした表情で訊きき返した。

「むらさき……つめくさ？」

「うん。むらさきつめくさ」

「本当に――本当にそう名乗っていたの!?」

「あ、え？　うん。そうだよ。ど、どうしたの？」

　ごくりと生なま唾つばを飲み込む。偶然？　それとも必然？　いや、でも……迷いながらも柚子はそれを口にした。

「ガス事件の後に、私の学校で失しつ踪そうした人が、ふたりいるの」

　それは先ほど話さなかったこと。あひるは固唾かたずを飲んで柚子の言葉を聞いている。

「でも私の先輩や皆が記憶を失ったように、そのふたりは初めからいないことになってた。誰だれもふたりのことを覚えている人はいなかった」

「……」

「ひとりは去年の十月に転任してきたばかりの国語の先生。もうひとりはその先生と同じ時期に私のクラスに転校してきた女子」

　自分は今、的外れなことを言おうとしているのではないだろうか。疑心暗鬼に駆られて関係の無いものまで疑おうとしていないか。……いや。柚子は首を横に振った。すべてを疑おう。この奇妙な事件はそうでなくてはきっと乗り切れない。

　だから柚ゆ子ずは、意を決して言った。

「その失踪した転校生の名前が」

　自分の隣の席につき、それから自分とクラスとをつないでくれた大切な友達――

「紫むらさき露つゆ草くさっていうの」
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「ねえお姉ちゃん。私もうとっくに限界なんだけど」

「……ダメよ。今はまだ監視の段階。そういう指示だったでしょう」

「私は最初からこんな指示、納得してない！」

「……」

「確かに古こ都とゆかりの記憶は戻る気配がないよ。でも現に五十嵐鉄平いがらしてつぺいは動いている！　しっかりと記憶を残した状態で！　私たちにとっては十分に排除の対象じゃない！」

「たとえ私たちにとってそうであっても、内世界の総意としてはそうではないのよ。少なくとも今は」

「そんなのどうだっていいっ。私はお姉ちゃんに、お姉ちゃんの意志を訊きいてるの！　ねえお姉ちゃん、どうしちゃったのさ？　あの日からおかしいよ。お姉ちゃんはいつもだったらこんなの放ほうっておかなかったでしょ？　なのにあの日からおかしい。五十嵐鉄平と闘ったときからおかしくなっちゃったよっ」

「……関係ないわ」

「嘘うそっ。じゃあなんであの、滝たき本もと柚子とかいうガキのことを黙認してるの？　五ご寸すん釘くぎさんにも報告しないで、私にも口止めして！　ちょっとの間クラスメイトだったからって情が移ったんじゃないの!?」

「あの子は関係ない！　少し――黙りなさい」

「つっ」

「とにかく今は様子見の段階なの。滝本柚子が記憶を保持していたとしても、大局的に影響はない。あの子のことは無視なさい」

「…………もういいよ。お姉ちゃんなんて知らない。でも五十嵐鉄平が餌えさにかかったら私だって黙ってないから」

「……」

「ホラちょうど今、餌の近くにいるよ――」
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二月二十二日　　

午後四時四十五分



　センター試験が終わった。もう一ヶ月も前の話だが。

　結果？　結果か……あぁ、わかってるさ。試験を受けたのだから、当然結果は出ている。試験翌日の朝刊に載っていた模範解答で仮採点をし、学校の進路指導室のパソコンで志望校と照らし合わせた仮の合格判定もチェックした。その足で大学の二次試験の願書も提出済みだ。受験票もこうして手元にある。だからまぁ……それでいいじゃないか？　本番の準備は整った。二次試験も目の前。だからセンター試験の結果なんて、わざわざ口に出して言わなくても――

「大丈夫だよ、Ｃ判定でも受かる可能性はゼロじゃないから！」

　ゆかりの慰めるような声に、鉄てつ平ぺいは頭を抱えた。

「Ｃ判定……っ、Ｃ判定かよ……！」

「い、五十嵐いがらしくん!?」

　突然うずくまる鉄平を、ゆかりがおろおろしながら腕を引いて立たせた。その間も鉄平は「Ｃ判定……Ｃ判定……」と廃人のように繰り返し同じ単語を呟つぶやいている。

　ふたりはとある通りを歩いていた。辺あたりには頬ほおを撫なでる程度の雪がちらつき、それは暮れかけた灰色の空からゆらゆらと落ちてきてコンクリートの地面にすっと消える。肌寒い空気。

　鉄平はうなだれながらも歩きだし、軽く身震いした。フード付きのハーフコートを羽は織おっていたが寒いものは寒い。隣のゆかりも首に巻いたマフラーに口元を埋め、ジャケットのポケットに手を突っ込んで背中を丸めていた。「うー」と唸うなりながらツインテールの端に引っかかった雪をはたはたと払う。膝ひざ丈たけのスカートはとても寒そうだった。

　ふたりはつい先ほどまでとある大学の下見をしていて、今はその帰りだった。とある大学とは鉄平の受験校のことだ。差し迫る二次試験のために、交通機関の確認、会場の位置、会場である受講室の雰囲気諸もろ々もろを確認してきたのだった。公開日であったため他ほかの受験生もわんさか来ていた。

　――頭良さそうな奴やつ、いっぱいいたなぁ……。

　下見のときのことを思い出し、鉄平は歩きながら肩を落とした。下見に来ていた他の受験生たちは、鉄平のフィルターを通すと誰だれもが成績の良さそうな顔をしていた。心なし眼鏡めがね率が高かったような気がする。受験生ならば誰もが陥るような感覚なのだが、鉄平は自分の存在が場違いにすら感じてやるせなかった。

　ついでに鉄平をどん底に叩たたき落とすのが「Ｃ判定」というセンター試験の仮評価。

　決して合格の見込みがないというわけではない。一時期は模擬試験で「Ｇ判定」をマークしていた鉄平にしてみれば快挙とも言える。が、さりとて合格率が高いとも言えない。極めて際きわどい立ち位置で、考えれば考えるほど鉄てつ平ぺいの肩がどんどん低く下がっていく。

「それにしてもアレだったね。下見に来てた人たち、みんな大したことない感じだったね！　なんというかオーラ的に！　五十嵐いがらしくんなら向かうところ敵ナシだよ！」

　意味のわからないことを言ってフォローしてくるゆかりが、鉄平には痛々しくて仕方がない。オーラって何だ。

　鉄平の悩みは、もうひとつ。

「…………はぁ」

「え。な、なんで私を見てため息つくの？」

　困惑するゆかりには悪いがイイワケする気力も湧わかない。

　ゆかりの記憶も、相変わらずだった。

　学校は自由登校になっていたが、それでも三日に一度はゆかりに会うために登校した。電話やメールも欠かさなかった。さすがにデートの類たぐいは鬼家庭教師の茜あかねに阻まれていたためできなかったが、それでも自分なりに努力して何かしらの意思疎通は図るようにしてきた。

　けれどその努力も虚むなしく、事態は一向に好転しない。それらしい兆しも皆無。唯一の救いは仲だけは良くなっていっているということか。この期ごに及んでも告白の返事はもらっていないが。

「とにかくさ、寒いし風か邪ぜでもひいたら大変だし。早く帰ろ？　茜さんも待ってるよ」

　茜が待っている。その事実に鉄平の背負う空気はさらにどんよりと暗くなった。ふたりはゆかりのアパートに向かっていて、そこでは茜が待機している。試験までの残り少ない日数をいかに過ごすか茜とスケジュールを話し合う予定なのだが、どうせ信じられない勉強量の日程を組まれるだろうから足取りは重い。

　――こんなんでいいのかな、俺おれ。

　白い嘆たん息そくが宙で渦を巻いて消える。

　受験勉強の成果は芳かんばしいとは言えず、ゆかりの記憶も未いまだ取り戻せていない。いい加減焦りを覚える。でもどうしたらいいのかわからない。どの問題も具体的に何をどうすれば改善されるのか、鉄平にはわからないのだ。今さら勉強方法なんて変えられないし、他ほかにゆかりの記憶を取り戻す術すべも知らない。

　前が見えない感覚。未来は曖あい昧まい模も糊ことして捉とらえどころがなく、常に不安が胸の内に巣食っている。時々頭の中がごちゃごちゃになってわけがわからなくなることがあり、ひどいときはトイレで吐くこともある。

「……っ」

　歩きながら少し眩暈めまいを覚える。こうして思考の闇やみに落ち込み、気分が悪くなることはままあった。ゆかりに覚られぬよう、少しずつ歩調を緩ゆるめる。

　ふとコートの袖そでを引く手があり、鉄てつ平ぺいは足を止めた。

　振り返るとこちらを見上げるゆかりの瞳ひとみがあった。その目が少し潤んでいるように見えて鉄平は不意をつかれた。

「そんなに辛つらいのなら、受験校を変えればいいと思う」

　白い息と共に吐き出された提案に、鉄平は一時眩暈いつときめまいを忘れた。

「……変えないよ。これだけは譲れない」

「教えて」袖を掴つかむ手に、ゆかりはぎゅっと力を込めた。「どうしてあの大学なの？」

　どうして私と同じ大学なの？　ゆかりはそう訊きいていた。鉄平はちゃんとした志望理由を話していなかったことを思い出す。今までも訊かれる度にはぐらかしてきた。それは説明しにくいものだったから。

　ゆかりはうつむき、震える喉のどで言った。

「もしもそれが私と同じ大学に行きたい、ただそれだけの理由なら、私は受験校を変えた方がいいと思う。その程度の理由で無理することないと思う」

「違うよ、ゆかり」

　鉄平は首を横に振った。

「……いや、完全に違うってわけでもない。確かにゆかりと同じ大学に行けたらっていう下心がないわけじゃない。でもそれだけが理由じゃないんだよ」

　それは、記憶を操作される前にゆかりと交わした誓い。

　超マンモス企業ＫＯＴＯ、その次期社長の椅い子すを約束されたゆかり。そのような立場にある彼女との仲を認めてもらうためには、あらゆる努力をしなければいけない。想おもいの量だけでは絶対に認めてもらえない、それほど甘くはないということを鉄平は経験的に知っている。だからこそ努力ができる内は何でもしておきたい。ハイレベルの大学を目指すこともそのひとつだ。

　これは鉄平自身が決めた、鉄平自身がやり遂げるべきもの。

　絶対に譲れない。

「あの大学じゃなきゃダメな理由が、俺おれにはある」どんなに苦しくたって、そこは変わらない。「だから受験校は変えないし、滑り止めも受けない」

　ゆかりは袖を掴んでいた手を離し、それを握にぎり拳こぶしに変え、とん、と鉄平の胸に軽く当てた。

「だったら振り向かないで」

　鉄平は口を噤つぐんだ。

「辛つらいかもしれないけど。今は前だけを向いていて。気持ちを鈍らせないで」

「……」

「そういうひたむきな気持ちがきっと、五十嵐いがらしくんを導いてくれる」

　ゆかりはふっと微笑ほほえんだ。

「応援してるから」

　言って、こちらに背中を向けたかと思うとすたすた歩き出してしまう。ぽかんと立ち尽くしていた鉄てつ平ぺいは、慌あわててゆかりの背中に何か言おうとして――やめた。

　――俺おれは間違ってないんだな。

　どんなに道に迷っても、ただひとつ真実と信じられること。

　古こ都とゆかりという女ひ性とを好きになったということ。そのことに間違いはないと、心の底から思った。不安は完全になくなったわけではないけど、随分と楽になっている。

　胸が――熱い。

「ありがとう、ゆかり」

　ゆかりは肩越しに振り返り、薄く微笑ほほえんだ。

「元気出たかな」

「うん」

「ん！」笑顔で頷うなずいてから、ふと思い出したように、「そうだ。茜あかねさんにおつかい頼まれてたんだ。コンビニに寄ってもいい？」

「何ど処こへでもついて行きます」

　ゆかりはくすくすと笑った。

　たまらない幸福感が胸に満ちるのを、鉄平は確かに感じた。

　それからゆかりのアパートの近所でコンビニに立ち寄った。自動ドアをくぐると「いらっさいませぇ」という店員の舌足らずな声に迎えられる。温ぬくい空気が肌を撫なで、鉄平たちはほっと息をついた。

「カゴは？」

「ん。いる」

　あいよ、と鉄平は入り口に積まれていた買い物カゴを手に取った。するとゆかりが「私もっ」と取っ手の逆側を掴つかんできた。顔を見合わせてお互いにはにかむ。結局ふたりで一緒にカゴを持つことになった。

　ゆかりはポケットからメモを取り出すと、それを見ながらスナック菓子やお茶を次々とカゴの中に入れていった。菓子の量が妙に多い。茜め、太るぞ。蹴けられるから本人には決して言わないが。

　カゴが重くなってきたので、鉄平は心持ち自分に重量がいくように取っ手を持ち上げた。それにすぐに気付いたゆかりが、こちらを見上げてそっと微笑む。「一緒に持とうよ」と囁ささやき、空いている方の手の指先で、かすめるように鉄平の手に触れた。くすぐったさと照れ臭さが入り混じったような感触に鉄平は取っ手を下げた。

　そのとき、なんとなく、思った。



　――――別にこのままでも、いいんじゃないか？



　無理をして、苦しい思いをしてまでゆかりの記憶を取り戻さなくても――問題はないのではないか？　そんな考えが脳裏に浮かんだ。自分は今、十分に幸せを感じている。ゆかりの記憶が戻らなくたってこうして上う手まく付き合えているし、記憶の件は受験自体には関かかわりがなく、だから自分の努力次第でこの幸せは持続させられる。

　だったらいいんじゃないか？　記憶なんてなくたって。

　アレ、てか俺おれ、なんで記憶を取り戻さなくちゃいけないんだっけ――？

　ぞくり、と背中を冷たいものが走った。何か考えてはいけない、気付いてはいけないようなことに気付いてしまったような、そんな気が、した。

　思考を巡らせている間に、気が付けばレジの上に商品の入ったカゴを置いていた。店員が商品をスキャンしている前でゆかりが財布を取り出し中身を確認している。鉄てつ平ぺいはその様子をぼんやりと見ていた。

「一四五円が二点……一五八円が一点……」

　店員が商品の価格を読み上げるのを、ぼーっと聞く。

「一〇五円が二点……五八円が一点……」

　ふと、何かが引っかかった。でもそれが何なのかがわからず、鉄平は何気なく顔を上げた。

「合計で七一六円になります」

　すべての商品をスキャンし終えた店員は、今度はそれらを袋に詰めていく。鉄平の視線はその様子――というよりも店員に釘くぎ付づけになった。

　店員は黒のロングヘアに、上フレームの眼鏡めがねをかけた女性だった。口元には黒いホクロ。どこか幸薄そうな、げっそりと疲れた表情をしていた。

　ぽかんと立ち尽くす鉄平の様子に気付いたのか、ゆかりが「五十嵐いがらしくん？」と呼んできたが反応しなかった。

　店員の女性も鉄平の凝視に顔を上げ、戸惑ったように「な、何か？」とか細く訊たずねた。それには答えず鉄平は視線を下げる。店員の胸元に見つけたのは、店名のロゴ入りの名札。

　名札には『おおめだま』と書いてあった。

「なんでッ!?」

　ほとんどレジの上に乗り上げようかという勢いで、鉄平は店員の肩を掴つかんだ。店員は小さく悲鳴をあげて硬直し、傍らのゆかりも「へっ？」と喉のどがひっくり返ったような声をあげた。

「なんでお前がここにいんのッ!?」鉄平は興奮した面持ちで乱暴に店員『おおめだま』の肩を揺さぶった。「なんでコンビニでバイトなんかしてんのっ？　え、ちょっと待て、待てコレ。なんだコレ。どういうこと？　一体どういうことなの？　喜んでいいのか？　ひょっとして俺おれ、喜んでいいのか!?」

　まくし立てながら鉄てつ平ぺいはいささか混乱していた。今、目の前に大おお目め玉だまがいる。内界人がいる。それはどういうことだ？　何を意味している？

　――決まってるじゃねえか。

　自分が掲げていたもうひとつの目標が、叶かなう。自力でゆかりの記憶を取り戻すのではなく、内界人に記憶の《封印》を解除してもらう――それが叶うということ！

「はは、は……は」把握して、鉄平は、「あは、あははははははははははははははははッ」

　腹の底から爆笑した。

「い、五十嵐いがらしくん？　知り合いなの？」

「知り合いも何も、大目玉だぜ!?」ぐりんと頭を九十度回転させて振り返るこちらに、ゆかりが慄おののいて後ずさるが、鉄平はそれどころではない。「ここにおわすはあの大目玉なんだぜッ？　大ッ！　目ッ！　玉ッ！　なんだぜッ!?」

　自分でも信じられないくらいのハイテンションだ。ゆかりがびくびくと怯おびえ狼ろう狽ばいしているのも気にならない。いや本当なら気にしなければいけないのだが、でもやはり鉄平はそれどころではなかった。

「い、一体どうしたの……？」

「あ、あの！」

　割り込む声に、ふたりは同時に振り返った。

　店員『おおめだま』はふたりの視線に引きぎみになりつつも、期待と不安をない交ぜにしたような表情で訊たずねてきた。

「あ、あなたは私のことを知ってるのっ？」

　一斉に沈黙した。

　ふっと、鉄平は体温が下がるのを感じた。ゆかりは戸惑ったように鉄平と店員を見比べている。

　冗談はやめてくれ。鉄平はわなわなと唇を震わせながら、恐る恐る訊ねた。

「今、何て……？」

　彼女は胸に手を当て、切せつ羽ぱ詰つまったような顔で――言った。

「私、記憶喪失なんです」

　　　＊

　鉄平とゆかりが通されたのは、コンビニの奥の一室――事務室のようなところだった。

　随分と手狭な部屋だ。書類や束になった用紙類、「お土産みやげです」と紙の貼られた茶菓子などが事務デスクの上を占領している。防犯カメラのモニター、ファイルが詰め込まれた棚。足元にはダンボールが山積みになり、その横で電気ストーブが危なげに熱を放っていた。大おお目め玉だまに「どうぞ」と並べられた椅い子すに、鉄てつ平ぺいたちは大目玉と膝ひざを突き合わせて腰を下ろした。

「これ、よろしければ飲んでください」

　大目玉がふたりに缶コーヒーを差し出してきた。会え釈しやくして受け取るが鉄平はプルタブも開けずに手の中で持て余した。内心を整理するのに必死だった。

　――ひとまず、落ち着け俺おれ。

　慌あわてるのはまだ早い。ばくばくと高鳴る己の胸に、鉄平はそう言い聞かせていた。まずは詳しく話を聞いてからだ。

　ようやく出会えた機会。期待するのも落胆するのも、まだ早い。

　鉄平の隣ではゆかりが居心地悪そうにしていた。まったく事情もわからずについて来たのだから、困惑するのも当然だろう。鉄平の肘ひじの辺あたりをつつきながら、

「五十嵐いがらしくん……これ、どういう状況なの？」

「悪い、ゆかり。先にこの人の話を聞かせてもらえないか」

「……うん」

　鉄平は大目玉に向き直る。大目玉は緊張に強こわ張ばった表情で視線を受け止めた。

「お店の方は大丈夫なんですか」

「今は別のパートの方に代わっていただいています。その方は私の事情を知っているので」

「……とりあえずそちらからお話ししてもらえませんか」大目玉相手に敬語を使うのはどうも慣れないが、この場合は仕方がない。向こうも敬語なのだから。「俺の話はその後に」

　大目玉は頷うなずいた。



「二ヶ月前のことです。私は道端で気絶していたらしく、そこをこのお店のオーナーに助けられました。目覚めると病院のベッドの上で寝ていて……それが私の中の、最も古い記憶です」

「そのときにはもう記憶がなかったってことですか？」

「はい」

　大目玉は青白い顔で頷いた。

　自分の名前や素性、どうして道端で倒れていたのか――目覚めた彼女はまったく思い出せず一切の情報を失っていた。医者の診断によると、彼女が発症したと思われるのはいわゆる全生活史健忘という障害で、ご飯を食べる、用を足すなどといった基本的な生活行為については支障ないが、出生以来の自分に関する記憶が思い出せないというものだった。

「発症したと思われる」というのは、記憶障害の類たぐいがすべて自己申告によるものなので医者の側から断定することができないためだ。

　幸いにして大目玉を助けたのは、以前に彼女がバイトで勤務したことのあるらしいコンビニのオーナーで、そのときの履歴書が残っていたため『大おお目め玉だま』という名前を知ることができた。

「もっとも、履歴書に書かれていたのは嘘うその情報だったらしくて……学歴や職歴、住所などはすべてでたらめなものでした」

　警察に名乗り出ても、大目玉という名前の失しつ踪そう者の届け出はされていなかった。現在はオーナーの厚意で住み込みで働かせてもらっているが、ほとんど今の状況は天涯孤独と言っても過言ではなかった。いつまでも働かせてもらえるという保証もない。

「私は不安なのです……」大目玉はそっと胸に手を当てた。「もしかしたらこの名前すら偽りなのかもしれない……自分が誰だれなのかもわからないのです。どんな人間で、どんな人生を送ってきたのか。わからなくて、とても怖いのです」

　拠より所どころを知らず、頼れる連れもなく、己の身の内には多くの空白を抱えている。それは常に足元に穴が空いているかのような心こころ許もとなさ。

　時々街に出て行っては人々に呼びかけることもあった。誰か私を知りませんか。私という人間を何ど処こかで見たことはありませんか。記憶喪失なのです、誰か何か手がかりになるものを知っていませんか――そうした旨むねを書いた看板を掲げ、声こわ高だかに問いかけた。通行人の無作法に突き刺さる視線に羞しゆう恥ちを覚え、心が焼き切られそうになったことは何度もあったけれど、それでも声を張り上げ続けた。……しかし今なお成果はない。

　大目玉は顔を上げ、真まっ直すぐにこちらを見つめてきた。

「だから教えてください。私は一体――何者なんですか？　どうしてあんなところで気絶していたんですか？　あなたが知っていることならば何でもいい、私に教えてください」

　真実を求めて。

「……」

　そのような大目玉の真しん摯しな眼まな差ざしに、鉄てつ平ぺいはけれど沈黙した。

　むしろ――失望していた。

　――ぬか喜びってやつかよ。

　要するに大目玉も、失敗したのだ。

　十一月の事件で《反対派》の凶行を防ぐため羽は原ばら羽ばね高校側には越えち後ご屋やが来ていたが、百ゆ合り百ゆ合り学園側には大目玉が送られていたという。こうして大目玉が記憶を失って路頭に迷っているということはつまり学園側でも作戦は失敗に終わったということ。

　わかっていたはずだった。鉄平は学園生の霧きり島しま曜よう子こが記憶の操作を受けていたことを確認している。自おのずと大目玉に期待できないことは予想できたはずだ。

　ようやく事態が動いたと思ったのに……。鉄平は悔しさに奥歯を噛かみ締しめ、おし黙ってしまった。

「五十嵐いがらしくん」目だけで振り返ると、今度はゆかりが身を乗り出していた。彼女なりに感じ入るところがあったらしく、「私に詳しい事情はわからないけれど……五十嵐いがらしくんは何か知ってるんだよね？　だったらそれを話してあげようよ」

　何言ってんだ。鉄てつ平ぺいは言い返しそうになって、ぐっと堪こらえた。

　――『お前は別の世界の人間だ』なんて説明して、信じてもらえるわけがないだろ。

　けれど自分が大おお目め玉だまに出会い、こうして答えを求められているのは確かだ。何かを説明しなくてはいけない。でも、何を？　どうやって？　内世界のことを、知っていることを洗いざらい話せばいいのか？　無理だ。絶対に信じてもらえない。

　じゃあどうしたらいい？　咄とつ嗟さに言葉を紡げず、鉄平は口を噤つぐんでしまった。

「…………」

　居心地の悪い沈黙が訪れる。この沈黙を壊すのは自分の役割だとわかってはいたが、鉄平はどうしても迷いに囚とらわれ、答えに窮した。

　そのとき――

　なまなまっ！という声が沈黙を打ち破った。

　一斉に、足元を見下ろした。

　三人の足元に――ぬいぐるみが立っていた。

　それは猫を模したと思われるぬいぐるみだった。膝ひざ丈たけほどの身長にスマートですっきりとした胴体と四肢と尻尾しつぽを持ち、その上にはサッカーボールほどの大きさの頭が載っかっている。頭ず巾きんを被かぶった頭は目め尻じりが眠そうに垂れたデザインで、どこか脱力を誘うデフォルメをされていた。

「へ」

　そんなぬいぐるみが後ろの二本脚で立ち、呆あつ気けに取られる鉄平の脚に抱きついてきたのだ。ぬいぐるみなのに動物のように動き、なまなまと発声している――そいつの鳴き声は「なまなま」という語ご彙いでしか言語化することはできない。

　困惑はしたが、鉄平はこのぬいぐるみのことを知っていた。以前ゆかりが楽しげに話していたのを覚えている。大目玉のペット。名前は、

「小こ目め玉だま……？」

「な、何ですかコレ？」ゆかりが大目玉に訊たずねた。「動いてますよ。ぬ、ぬいぐるみなのに」

　大目玉は緊張していた頬ほおを緩ゆるめ、微笑ほほえんだ。

「その子は私が倒れているところに一緒にいたようなのです。それ以来こうして共に暮らしています。とても賢い動物ですよ」

「ど、動物なんですか!?」

「え？　どう見たって動物じゃないですか」

　ひとりピントの外れたことを言いながら、大目玉は小目玉を抱き上げた。小目玉はなまーと至福の顔で大おお目め玉だまの腕の中で丸まる。

「この子は私によく懐なついていて、きっと私が記憶を失う前に飼っていたのだと思います」

「飼うモノなんですか……？」

　ゆかりが疑問に思うのも無理はない。何せ別の世界のペットなのだから。

　大目玉は小こ目め玉だまの頭を撫なでながら言った。

「この子の名前、小目玉っていうんですね」

　鉄てつ平ぺいははっとするがもう遅い。大目玉がこちらを見つめ、

「あなたのお名前をお聞きしてもよろしいでしょうか」

「い、五十嵐いがらしです」

「五十嵐さん。この通りです」頭を下げ、「あなたの知っていることなら何でもいい、私にお話し願えませんでしょうか」

　手に汗を握にぎり、鉄平は視線を彷徨さまよわせた。それが――小目玉の上で止まる。

　小目玉の目が、真まっ直すぐに鉄平を見つめていた。不思議なことにそこに先ほどのような眠そうな印象はなかった。逆に強い意志と呼びかけを、そんなわけはないと思うのに鉄平は感じた。

　話してしまえよ――。

　耳鳴りのように鼓動が響いている。ダメだ。話せない。信じてもらえない。いやそれよりも。そもそも。



    

  
    
      



    

  
    
      　そもそもそれを話したら、話題は鉄平とゆかりの過去にも結びついてしまう。

　大おお目め玉だまが所属するＢＴＶ――もう潰つぶれてしまったらしいが――の企画は、鉄てつ平ぺいたちと密接に関かかわってきた。大目玉の過去を打ち明けるのならば、それに自分たちがどう関わってきたのか、その説明を避けることはできない。上う手まく誤ご魔ま化かせる自信が鉄平にはない。

　ゆかりも記憶を操作されている。そのことを、本人に言わなければならない。

　ずっと避けて通ってきたことだ。ゆかりにこれまでの経緯をすべて話すこと――それが自力で記憶を取り戻すのに有効なきっかけになるのはわかっていたけれど、鉄平はそれをしなかった。もしもそれで記憶が戻らなかったとき、そして信じてもらえなかったとき、今まで通りゆかりと付き合うことは難しくなるから。それは一種のリスクであり鉄平にとっての最終手段だった。

　君は記憶喪失で、記憶を失う前は俺おれと付き合っていたんだ……普通ならばそんな発言は電波頭がおかしいと受け取られても仕方がない。

　すべてを話すことに賭かけるか否か。成功すればゆかりは記憶を取り戻し、失敗すればゆかりはきっと鉄平を避けるようになる。

　――そんなリスクを背負うくらいなら。

　このまま黙っていてもいいじゃないか。浮かんだ思いに、鉄平は身震いを覚えた。

　たとえこの先ゆかりの記憶が戻らなかったとしても。今のままでも十分に自分たちは上手くいっている。じゃあ、それでいいじゃないか。問題はないじゃないか。イチかバチかなんて賭け、する必要ないじゃないか。

　自分でも正論だと思った。そうすべきだとも、思った。

　でも、じゃあなんで。

　――なんで、こんなにも震えが止まらないんだよ？

「――――くん。五十嵐いがらしくんっ」

　ゆかりの声に、鉄平はびくりと肩をすくめた。ゆかりがこちらの顔を覗のぞき込んでいた。

「どうしたの……大丈夫？　すごく顔色悪いよ」

「あ、あぁ」

「ねぇ、五十嵐くんは大目玉さんのこと知ってるんだよね？　じゃあやっぱり、話してあげるべきだよ。五十嵐くんだって思うでしょ？」

　表情を曇らせながら、ゆかりは言った。



「記憶がないなんて感覚、想像するだけでも辛つらいよ」



　……鉄平は疲れていたのかもしれない。日々の様々な問題に頭を悩ませ、ストレスを抱え、そしてその捌はけ口ぐちを心の何ど処こかで求めていたのかもしれない。

　だから。

　ひくっ、と頬ほおが引きつるのを我が慢まんできなかった。

　――ああ、辛いよ。

　辛つら過ぎて吐きそうなくらいだよ。

　皮肉な笑みが、どうしても口元に表れてしまう。それを見たゆかりが訝いぶかしげに眉まゆをしかめる。

　ゆかりの一言が。たった一言が――鉄てつ平ぺいの思考を粉々に打ち砕くだいた。代わりにひどく捨て鉢な思いが膨れ上がり、瞬またたく間に脳裏を支配した。たった今込み上げた感情は、ストレスの発露――苦労して作り上げた積み木をあっさりと突き崩すような、ちょっとした破壊願望にも似たものだった。

「……わかったよ。教えて、やるよ」

　ダメだ。やめろ。否定の声は、けれど無機質にしか響かなかった。

　大おお目め玉だまを見やる。とうとう話してもらえる――そうした期待がにじみ出ていた彼女の表情は、しかしこちらを見て強こわ張ばった。鉄平は大目玉の瞳ひとみに映る、投げやりな笑みを見つける。

「お前はこの世界の人間じゃ、ない」もう止まらない。「内世界っていう別の世界の住人で……ＢＴＶっていうテレビ局で働いていて、そのテレビの企画とかで何度かこっちの世界にやって来て、俺おれとお前はそのときに知り合って」

　大目玉の顔が徐々に困惑に彩られていく。

　そのことに暗い快感すら覚えながら鉄平は続けた。

「お前のライバルは槍やりヶが岳たけって女で、あいつはＯＴＶっていうテレビ局で働いていて、あいつも嫌がらせのようにこの世界にやって来て」

　大目玉が何度もゆかりに目配せしているのがわかった。

　彼は何を言っているのですか？

「お前と槍ヶ岳は争うように滅め茶ちや苦く茶ちやな企画を俺たちにふっかけて、そのせいで俺は命の危険すら負うこともあって――」

「すみません、大目玉さん。レジ出てもらえますか」

　事務室に顔を覗のぞかせた店員に、大目玉が慌あわてて立ち上がった。防犯カメラのモニターを見やるとレジの前に客が並んでいる。ちょ、ちょっと待っててくださいねと事務室を出て行く大目玉は、しかしどこかほっとした顔をしていたように思えた。小こ目め玉だまも飼い主を追ってなまなまと駆けていく。

　しん、と静まり返る事務室。

「…………どういうつもりなの？」

　鉄てつ平ぺいはごくりと生なま唾つばを飲み込み、浅く息を吐いてからゆかりに向き直る。

　ゆかりは眉み間けんに皺しわを寄せ、きつくこちらを睨にらんでいた。

「大おお目め玉だまさんは真剣に悩んでて、五十嵐いがらしくんにすがるような思いで相談したんだよ？　なのにどうして」

　その瞳ひとみは明確な怒りをはらみ、

「どうしてそんな意味のわからない話ではぐらかしたりするの？」

　突き刺さる。

　突き刺さり、鉄平を狂わせる。

「ゆかりも記憶喪失なんだよ」

「…………え？」

　もう、後戻りはできない。

「一昨年のイヴの日、ゆかりはテロリストに襲われた」

　突然に矛先を向けられ、しかもそれが随分と過去の話だったためか、ゆかりはぱちくりと瞼まぶたを瞬まばたかせた。

「さっき話した槍やりヶが岳たけって奴やつの最初の企画が、その事件。そしてそのときゆかりを助けたのが――俺おれだ」ここからは一気にまくし立てる。「それだけじゃない。去年のバレンタインの百ゆ合り百ゆ合り学園との交流会のときは、羽は原ばら羽ばねの校内に爆弾が仕掛けられたとか言われたから、俺たちで解体して回った。その翌月は百合百合学園で戦車に追いかけられた。六月には芥あくた川がわ小こ春はるとゆかりが婚約させられそうになって、俺はそれを止めるために会場に乗り込んだ。夏に俺の家が槍ヶ岳に燃やされたのは――この際どうでもいいか」

　現実にはいずれの事件も内界人の手により情報操作がされている。が、完全になかったことにされたわけではない。渦中に鉄平たちがいた点のみを隠いん蔽ぺいした上で、例えばイヴのテロ事件は機動隊が解決し、バレンタインの交流会は何事もなく行われ、婚約の件も破棄にされたなどというように事実関係を捻ねじ曲まげたものは残っていた。ゆかりもその捻じ曲げられた事件そのものならば知っているはずだ。

「そして去年の十一月、学祭」

　先ほどまでの自暴自棄を伴った、馬ば鹿かみたいな負の感情は今の鉄平にはなかった。

「俺たちは異世界の人間の都合で記憶を操作された。大目玉も奴らに記憶をいじられたんだと思う」ただただ、今は泣きたい気持ちだった。「ゆかりはそのとき記憶を《封印》させられた。だからゆかりは忘れてるんだ」

　気付いていたから。

「俺たちは元々付き合っていたんだってことを」

　ゆかりの表情が見る見る内に冷たく凍り付いていっていることに、気付いていたから。

　でも今さら止まれない。

「奴やつらの記憶操作は完かん璧ぺきなものじゃない。何かの拍子に記憶を取り戻すことがあるかもしれない。そのきっかけを作るために、俺おれは改めてゆかりに告白して――改めて付き合い始めようとした」

「……意味がわからないよ。ちゃんとイチから説明して」

「信じてくれ……俺とゆかりは元々付き合ってたんだ。去年の二月から」

　ゆかりの表情は変わらない。凍えるような瞳ひとみでこちらを見ている。

　鉄てつ平ぺいはとうに後悔していた。

「記憶を奪われて全部なかったことにされたけど――それまでは俺たち、ずっと付き合ってた。二月から十一月までの九ヶ月間、喧けん嘩かしたりもしたけど、ずっと付き合ってたんだよ！」

「……記憶をなくしたっていうのは、大おお目め玉だまさんの話だよ。私じゃない」

「だから、それは」

「五十嵐いがらしくん。本気で言ってるの？」

　鉄平は喉のどを詰まらせた。押し殺されたゆかりの声が、なのに耳じ朶だを強したたかに打つ。

「本気、だ」

　――言わなきゃよかった。

　ゆかりは目を細め、呟つぶやいた。

「本気、なんだ」

　――言わなきゃよかった！

　ゆかりはうつむき、かと思うとすくっと立ち上がった。あまりに流れるような動作だったため鉄平はつい黙って見送りそうになった。立ち去ろうとするその手を掴つかむ。

　振り払われた。

「……意味わかんない」

「信じてくれよ！」たまらず鉄平は叫さけんだ。「実際に、本当にそういうことがあったんだ！　なぁ今の俺の話を聞いて何か感じたことはないか？　何か思い出すことはなかったかっ？　聞き覚えは？」

「そんなの知らないよ!!」負けじとゆかりも叫び返してきた。「意味わかんないよ！　記憶を奪われた？　鉄平くんがテロリストと闘った!?　そんなの全然、意味わかんないよ！　だったらなんで他ほかの人は何も言わないの？　どうして私が記憶を失ってるって誰だれも言わないの？」

「他の皆も、俺以外は記憶を操作されてんだよ！　辻つじ褄つまを合わせるために！　特に俺らは渦中にいたから――写真もメールも全部消されて周りの奴らも記憶を操作されて……証明できるものなんて何もない。でも本当なんだよ！　俺は嘘うそなんてついてないッ！」

「私だって鉄平くんが嘘をついてるなんて思いたくないよっ。でもだからって信じられるわけないじゃない。異世界だとか私が記憶を失っているだとか――信じられないよッ!!」

「だからッ！」

　鉄てつ平ぺいは大きく、強く、そして痛々しく叫さけび、そして。

　力なくうな垂れた。

「だから俺おれは……信じてもらえないだろうから……とにかくゆかりの記憶を取り戻そうと、したんだ……」

　打ち明けるつもりはなかった。結果は見えていたから、頑かたくなに口を閉ざし続けるつもりだった。でも大おお目め玉だまに会って、期待が裏切られて、わけがわかんなくなって、すべてぶちまけてしまった。

　そしてここまであっさりと否定され、正気を疑われたのはショックだった。

「……もう、いい」

　顔を上げたときには、ゆかりは背中を向けていた。

「待っ――」

　手を伸ばしたときにはもう遅い。背中は事務室を出、鉄平も椅い子すの脚や床のダンボールに蹴けつまずきながら後を追った。

　え。あの、アレ――。レジで客をさばいていた大目玉のことも捨て置き、ふたりはコンビニの外に飛び出した。自動ドアが開いた瞬間に冬の冷気が頬ほおに叩たたきつけられる。

　いくつもの街灯の下を行き過ぎつつ鉄平は何度もゆかりの名前を呼んだ。背中はいつまでも振り返ってくれず、鉄平も強引に引き止めるのを躊ちゆう躇ちよしてしまい、ただただ後を追い続けるという状況が続いた。

　どれだけの時間、歩いたのかはわからない。気が付けばふたりは街まで出ていて、鉄平はとうとう我が慢まんできずにゆかりの手を掴つかんだ。

「ゆか――」

　甲かん高だかい音。

　ゆかりの振り向き様に頬を打たれた鉄平は、その拍子に氷の張っていた地面に足を滑らせ尻しりから派手に転倒した。後頭部を打ち衝撃に顔をしかめたのも束の間、はっとして身を起こしたときにはゆかりの姿は人込みの中に消えていた。

「だ、大丈夫ですか？」

　通りすがりの、ＯＬと思われる女性が手を差し出してくれたが、それを振り払って立ち上がる。ゆかりの消えたと思われる方向に駆け出すが――見つからなかった。

　人込みの中、鉄平は途方に暮れて立ち尽くした。

　――言わなきゃよかった。

　記憶はなくても、自分たちは上う手まくいっていた。確かな幸せを感じていた。

　――言わなきゃよかった。

　それで満足していればよかった。

「言わなきゃ……よかった」

　言わなければ、幸せでいられた。

　　　＊

　少年に手を振り払われたＯＬは、彼の背中を見送った後、踵きびすを返して逆方向に歩き出した。ある路地裏にすっと潜り込み、奥へと進む。光源と喧けん騒そうは遠ざかり奥へと行くごとに薄暗さは増していく。

　路地裏の奥にはひとり分の人影があった。

「どうやら私たちが手を下す必要はなさそうね」

　人影が言った。

　ＯＬは無言で顔の前に掌てのひらをかざす。掌の行き過ぎたときにはその顔は元の大人びたそれではなく別人の――少女のそれに変化していた。楕だ円えんの丸みを帯びた頬ほお肉に、左右で結われたツインテール。右分けの前髪。雰囲気こそ幼さを宿していたが、その体格は適度に引き締まっていた。

　一方の人影――こちらも少女だ。しかもその顔はＯＬに『擬態』していた少女と生き写しで、違う点といえばポニーテールの髪型と左分けの前髪くらいである。彼女は灰色の厚手のジャケットに黒のスカート、黒のブーツという格好をしていた。



    

  
    
      



    

  
    
      　ＯＬに『擬態』していた少女――紫むらさき詰つめ草くさは悔しそうに顔を歪ゆがめた。

「まだ……まだわからないよ」

「……」

　対し、もうひとりの少女――詰草の姉にあたる紫露つゆ草くさは、沈黙を返す。

　内世界と外世界との狭間に存在する、既に滅び去った『第二世界』。

　彼女たち姉妹はその世界の生き残りであり、世界間交流の反対勢力、その《過激派》の筆頭のグループに所属する者たちだった。

　険しい表情をする妹を、露草は悲しげに見つめていたが、やがて嘆たん息そくしジャケットの袖そでをまくった。そこにあるのは腕時計。

　逆の手でそれに触れると、彼女の姿は音もなくその場から消えた。

　ひとり取り残された詰草は、呪じゆ詛そのように呟つぶやく。

「私は……諦あきらめない」



　　　４



二月二十二日　　

午後五時四十七分



　その日の放課後も、あひると柚ゆ子ずはいつもの喫茶店で待ち合わせていた。

「やっぱり露草さんのことは誰だれも覚えていなかったよ。先生にお願いして調べてもらったけど、書類とかもそんなものないって。なんか『大丈夫か滝たき本もと』って心配された」

「ぼくも警察の方に学園と羽は原ばら羽ばねの事件の関連性を話しに行ったけど、あっちはほとんど上うわの空そらだったよ。紫露草なんて生徒は羽原羽に在籍していない、ソウサカクランはやめてくれ、って逆に怒られた」

　お互いに調べた内容を報告し合い、ふたりはため息をついた。

　席に面した窓からは、外の様子が窺うかがえる。早くも薄うす闇やみが覆い始める外は見ているだけで寒々しく感じられる。風に煽あおられ、コートの襟えり元もとをかき抱くたくさんの通行人を眺めながら、柚子は湯気の昇るココアを少しずつ味わって飲んだ。

「目の付け所は良かったはずなんだけど」あひるは手元のメモ書きに投げやりに線を引いて頭をかく。「絶対にイケルと思ったのになぁ」

「相手も容た易やすくない、ってことかな」

「そのようだね。事件当日、学園に『むらさきつめくさ』という少女が現れ、羽原羽高校には紫露草という女子が在籍していた。このことには間違いない。その足跡が掴つかめないんだとしたら、敵の情報操作の方が一枚上ということになるね」

　頷うなずき合い、そしてまた申し合わせたように嘆息した。

「どうしようか……」

「どうしようね……」

　柚ゆ子ずとあひるのふたりは、初めて出会った日から度々こうして落ち合うようになっていた。それぞれに調べたことを報告したり、現状を打ち明けたり――そこに義務的なものはなく、同じ目的を共有しているからこそ分かち合える楽しさと安心感もあった。

　今日は今まで最有力と思われていた手がかりに関しての報告をする日だった。柚子としては友達だった露つゆ草くさを疑うのは忍びなかったが、それがこの事件解決の糸口になるのであればそんなことも言っていられない。

　しかしそれも空振り。核心に限りなく近づいたと思われたのだが、そこから真相へとたどっていくのは難しそうだ。

　鼻と唇の間にシャープペンを挟んでいたあひるが、頭をかきむしった。

「あー、もう一度初めから考え直そっか。何でもいいから疑問点を徹底的に洗っていこう。ひょっとしたらそこにヒントがあるかもしれない」

　疑問点。柚子はむぅと腕を組んで考えてみる。

　疑問、と言われて真っ先に思い浮かぶのはやはり『何な故ぜ記憶を消されたのか』ということ。これが最大の謎なぞ。そしてそれをしたのは誰だれなのか。またはどんな組織なのか。少なくとも個人レベルでの事件ではないはずだ。

　その他ほかに疑問はないだろうか。今の自分たちでも正解にたどり着けるだろう疑問。

「……あ」

　あひるが「ナニナニ？」と身を乗り出してきた。

「これは前々から不思議に思ってたんだけど」

「うん」

「どうして私たちは記憶を消されなかったのかな」

「あぁ、それは答え出てるよ。ぼくの方はね」

　あっさりとあひるが言ったので、柚子は拍子抜けしたように「え？」と訊きき返した。

「んーと。事件のときのことをもう少し詳しく話すね」

　あひるが語ったのは、大おお目め玉だまと名乗る謎の女性の存在だった。

　学祭中に彼女が出会ったスーツ姿の女性は、あひるの先輩である霧きり島しま曜よう子この命が狙ねらわれていることを示唆した。そして放火事件の最中、あひるたちは曜子が“〝むらさきつゆくさ”〟という少女に襲われている場面に出くわし、辛からくもその少女を撃退した。

「その直後に、ぼくたちは黒スーツの男たちに囲まれた。黒スーツってあたりがベタベタだけど。んで」大目玉は彼らにあっさり気絶させられた。その寸前に、「大目玉さんがこの指輪をぼくに託した」

　あひるがそう言って右手を掲げると、その中指に鈍く光る銀のリングがはめられていた。

「これは推測だけど。多分この指輪がぼくを守ってくれたんだと思う。詳しい構造とかは全然わかんないけど――大おお目め玉だまさんの後すぐに気絶させられたぼくは、でも記憶は失っていなかったから。この指輪はそういうことなんだと思う」

　指輪が記憶を守る。突飛な話だが、事態が事態なのでさほど抵抗なく受け入れてしまう。

「……もしかしてその指輪で皆の記憶を取り戻すことは」

「できなかった」

　言われるまでもなく試したらしい。

「先輩につけてみてもらったけど、記憶は戻らなかった。ぼくの勝手なイメージなんだけど、この指輪はバリアみたいなものなんじゃないかと思ってる。記憶を奪おうとする力を跳ね返す盾みたいな。だから奪われて空っぽになってからじゃ、はめても意味がない」

「その大目玉さんという方は今……」

「多分柚ゆ子ずちゃんの考えている通りだよ。あれきり会えてない。あの人は真相を知ってるっぽかったけど、それを聞く時間なんてなかった。……もしかしたら奴やつらに」

　あひるはその先を続けなかった。柚子もあえて促そうとはしなかった。

　とにかく疑問点は残るが、どうやらあひるの記憶が消されなかった理由は大方説明がつけられそうだ。しかしそれでもなお、柚子の記憶が消されなかった理由がわからない。柚子にはあひるの指輪のような、盾になるものなどなかったはずだ。

「この指輪を託されたから……ぼくは諦あきらめ切れないんだ」あひるは指輪を見つめて、感慨深げに言った。「大目玉さんは指輪をぼくに渡す必要なんてなかった。自分で持ってればよかった。それをしないでぼくに託したのは、反射的な行動だったのかもしれない。ただぼくを守ろうとして――ううん、きっと頭で考えてもいなかった。それでもぼくを守ってくれたことには変わりないから……ぼくは諦めちゃダメなんだ」

　柚子はふと感じた。

「……私って思った以上にわがままなのかもしれない」

「ん？　どうしてさ」

「だって」

　大目玉という女性への義理立て。先輩を救いたいという気持ち。そのふたつを胸に、あひるはずっと諦めないでひとりで闘ってきた。柚子は少し自分を恥ずかしく思う。対する自分は、先輩の記憶を取り戻して気持ちを告白したいという極めて個人的な理由だ。誰だれかのためなんてまったく考えていなかった。それはとても利己的だと思う。

　自じ嘲ちよう気味に言う柚子に、

「ああ、うん……ちょっといいかな」あひるは苦笑しながら、「ぼくのしていることは、他ほかの人にとってはいい迷惑なんじゃないかって時々思うんだけど」

　突然の弱気なセリフに柚子は驚いた。

「そんなことないよ。あひるちゃんはこんなに頑張ってるじゃない」

「それは柚ゆ子ずちゃんも同じだけど。……でも冷静に周りを見てみなよ。ぼくたち以外に誰だれか不都合を感じている人がいる？」

　いるよ、と言いかけて柚子は言葉を飲み込んだ。

　……いない。

　誰もいない。

　文ぶん七しちは記憶を失っているけれど――でも当たり前に笑っている。記憶といっても何もかもを奪われたわけではなく、確かに自分たち１－｜Ａとの関係性は断たれたけれど、そのこと自体知らないのだから気に病むこともない。

　皆の日常は変わらなくて。変わったことも知らなくて。

　本当の意味で苦しんでいるのは、だから自分とあひるだけなのだ。

「ぼくのしていることは、傲ごう慢まんじゃないのかな」

「……ずっと考えてたの？」

「うん」あひるは弱々しく微笑ほほえんだ。「ずっと考えてた。波風立てるようなことしないで、イチからやり直すのもアリなのかなって。何度も思ったよ」

「私も死ぬほど考えたよ」

「考えちゃうよね」

「考えちゃうね」

「うん……」

　頷うなずき交わし、ふたりはうつむく。

　柚子は確かに感じていた。今自分たちは同じ思いを抱いている。同じ苦しみ、同じ悩みを打ち明け、共有している。

　だから――わかる。

　この思いが行き着く先を。

「それでも私たちは、やるんだよね」

　あひるは頷き返した。微笑みでもって。

「曜よう子こ先輩はぼくを救ってくれた。どん底まで落ち込んだぼくを引き上げてくれた」

「藤ふじ森もり先輩は私を救ってくれた。尻尾しつぽを巻いて逃げる私を引っ張り上げてくれた」

　それは大切な記憶。

　誰にも奪われたくない、宝物のような思い出。

　それを奪われたなら――意地でも取り戻す。

　ふたりで培った思い出は、ひとりで抱えるには重過ぎるのだ。

「なんだかんだこじつけても、結局ぼくも個人的な理由で動いてるんだよ」あひるは苦笑した。「それがわかっていても、やめられない。そうでしょ？」

　あぁ私ってバカだな、と柚ゆ子ずは思う。尻しり込ごみするなんて悪い癖だ。

　――私は先輩の記憶を取り戻したい。

　そして告白したい。それだけのために我がを通す。そこに理屈はいらないし正解不正解なんてモノも別次元の話。

　これは自分自身の闘いなのだ。

　本当にあひるの存在を頼もしく思う。ひとりではないということがこんなにも力強いなんて想像以上だった。

　頑張ろう。絶対に諦あきらめるもんか。

「……にしても柚子ちゃん」にひひ、とあひるがいやらしく笑った。「その先輩って、柚子ちゃんとどういうカンケイなの？」

「えっ」

　柚子は泡食った。見る見るうちに顔が紅潮していく。

「べ、別にそんな……ただの先輩後輩だよ？　本当だよっ？」

「怪しい。そのテンパり方は怪しいぞ」

「あ、あひるちゃんこそその先輩とどういうカンケイなのさ？」

「残念でしたー。曜よう子こ先輩は女性ですー。とするとやっぱり柚子ちゃんの先輩は男の人なんだね？　うーん、なるほど。なるほどねー」

「あ、あぅ」

　柚子は顔を真っ赤にして言葉を失ってしまう。後に続いた「……もっとも、恋愛に性別なんて関係ないけどね」というあひるの言葉を深く追及することもできなかった。

「ねえねえ、柚子ちゃんの先輩ってどんな人？　写真ある？」

「しゃ、写真なんてないよ」

　こう言った手前、定期入れは一生見せられないだろう。

「じゃあ名前は？　名前くらいいいでしょ？」

「え、えと……藤ふじ森もり文ぶん七しち、さん」

「文七さんかぁ。カッコいいの？」

　柚子がためらいがちに頷うなずくと、あひるが奇声をあげて悶もだえた。あひるのこういうところにはついていけないかもしれないとこっそり思った。

　ふと、柚子は何気なく窓の外に視線を移した。

「あ」

　窓を隔へだてたすぐそこで、高校生くらいのカップルが喧けん嘩かしていた。あひるがそちらに気付いて見やったちょうどその瞬間、男子の方が女子に頬ほおを打たれ、その弾はずみですっ転んだ。女子の方は脇わき目めも振らず人込みの中に消え、男子は差し伸べられた通行人の手を振り払ってその後を追っていった。

「うわー。ナマ修羅場だぁ……初めて見た」

　あひるの口調は呆あきれているのか感心しているのか、よくわからない。

「今の……」

「うん？　どうしたの」

「五十嵐いがらし先輩だ」

　今殴られていたのは、羽は原ばら羽ばね高校で公開告白を果たした五十嵐先輩だった。何度か校内で顔を見ているので覚えている。となると女子の方は古こ都と先輩か。

　そのことを話すと、あひるはおかしそうに笑った。

「すごいねー。全校生徒の前で告白かぁ。さすがにぼくも真ま似ねできない」

「だよね。でも上う手まくいってないのかな。すごい剣幕だったし古都先輩」

「うーん。頑張れ五十嵐先輩。…………いがらし？」

　あひるは突然眉まゆをひそめ、首を捻ひねった。「はて？　どっかで聞いたような」

「どうしたの？」

「いや、いがらしって何ど処こかで聞いたことがあるような気が……いがらし……」

　いがらしいがらしとぶつぶつ呟つぶやきながら、あひるはノートに『五十嵐』と綴つづってみた。飽きもせずにいがらしいがらしと呟き続ける。傍そばで見ていてちょっと病的だ。

「いがら――あ」



    

  
    
      



    

  
    
      　あひるはぽかんと口を開けて硬直した。

　あひるちゃん？と柚ゆ子ずが首を傾かしげる目の前で、

「いがらしッ!!」

　テーブルに拳こぶしを叩たたきつけて立ち上がった。

「ど、どうしたの？」

「そう、五十嵐いがらしだよ柚子ちゃん！　あぁもう、なんでぼくは忘れてたんだ!?」

　柚子が呆あつ気けに取られている間も、あひるはがんがんテーブルを叩いて「五十嵐五十嵐五十嵐だああー！」と叫さけんだ。

「あ、あひるちゃん？　落ち着いて」

「思い出したんだよ柚子ちゃん！」あひるは興奮気味に柚子の肩を掴つかんだ。「大おお目め玉だまさんも“〝むらさきつめくさ”〟も言ってたんだよその名前をッ！」

　がくがく肩を揺さぶられながら、柚子は聞いた。

「“〝いがらしてっぺい”〟って!!」



　　　５



二月二十四日　　

午後五時三十九分



　鉄てつ平ぺいは二の足を踏んでいた。

　それはゆかりのアパートへと向かう途中のこと。ゆかりとは喧けん嘩か別れをしてから何度もメールを送ったり電話をかけたりしていたが、メールの返事はなく電話にも出てもらえず、当然向こうからのコンタクトもなく、だから鉄平に残された手段は直接会いに行くことだけで――こうして外に出た。のに。

　なのに鉄平は、住宅地を横切る歩道の真ん中で立ち止まったとき、そこから一歩も動けなくなってしまった。

　コートのポケットに手を突っ込み、暗みがかる空気に白い息を吐く。どうしたらいいんだろうか。立ち尽くしたまま鉄平は考える。素直に謝ればいいんだろうか。でも何をどう謝るっていうんだ。

　真実を話しても、ゆかりには通じなかった。信じてもらうことは叶かなわず、記憶を取り戻すきっかけにもならなかった。だったらどうする。俺おれはこれからどうしたらいい？

　ひとつだけ考えがあった。それは今思いつく中で最良かもしれない選択だ。

　全部、嘘だったことにしてしまう。

　異世界だとか記憶喪失だとか、あのとき自分が口にしたすべてはでまかせだった。受験のことで頭がいっぱいでちょっとどうかしていた。大目玉さんにも謝りたい。ゆかりにはすべて忘れてもらった上で、改めて付き合ってほしい。あんなトンデモな発言、二度としない――

　こうした弁解を考えたとき、鉄てつ平ぺいにはそれに対する否定的な要素を見つけることができなかった。

　だってもう、きっとゆかりの記憶は戻らない。自分の言うことも信じてもらえない。必ず戻ると言っていた越えち後ご屋やも戻って来ない。槍やりヶが岳たけだって今はどうしているかわからない。誰だれも助けてくれない。助けを待つことにも疲れた。

　だったら他ほかに方法はないじゃないか。この先も記憶を失ったゆかりと付き合っていくためには、鉄平自身が他世界のことを忘れ、なかったことにしなければいけない。それが最も安全で安心のできる選択なのだ。

「それでいいじゃん……」

　――別に槍ヶ岳とか内世界とか関係なく、俺おれたちは幸せになれる。そういう努力をできる。だったら何も問題はない。下へ手たに波風立てたり事を荒立てたりする必要なんてないんだ。確かにやられっぱなしは悔しいけれど、悔しいだけだ。俺ひとりがそれを我が慢まんすれば。そうだ。そうだろ？

　今日に至る二日間、ずっとそのことを考えてきた。そしてある程度それで納得した。踏ん切りをつけ、ゆかりに伝えるため外へと出て来た。

　じゃあ、どうして俺の脚は動かないのだろう？

「お。冴さえねえ面つらはっけーん」

　声に顔を上げると――そこに意外な人物を見つけた。

　遠とお山やま茜あかねだった。

　ゆかり専属の家庭教師であり、短期的に鉄平の家庭教師も請け負っている、本業はＫＯＴＯ社員の女性。ゆらゆらと舞う粉雪を背景に、ダウンジャケットにくわえ煙草という相変わらずのスタイルで立っていた。

　なんでここに。彼女の姿を見てすぐ、めんどくさいな、と鉄平は思った。沸点が異常に低く反射的に手が出るような茜は、今のように心に余裕がないときは相手にするのが煩わしい。適当にかわしてしまおうと思った。

「こんばぐえっ」

　挨あい拶さつするそばから腹を前まえ蹴げりされた。適当にかわすどころの話ではない。鉄平は前まえ屈かがみに腹を押さえながら唸うなり声ごえをあげた。

「い、いきなり何するんスか……っ」

「はぁ？　どの口が言うんだ」不機嫌に言い放ち、茜はこちらを虫けらでも見るみたいに冷たく見下ろす。「お前、まず真っ先に私に言うことがあるだろ」

「……？」

「チッ。マジでクソガキだな」地面に唾つばを吐き捨て、「一昨日おとといはなんでサボった？　おかげで私の貴重な時間が待ちぼうけに終わったぞコラ」

　言われて鉄てつ平ぺいは思い返す。一昨日はゆかりのアパートで茜あかねとスケジュールの確認をする予定だった。それが喧けん嘩かのせいで有う耶や無む耶やになっていたのだ。

「人との約束は死んでも守る。そう親に習わなかったか。ついでに約束を破ったときはどうするって習った。もしかしてそれすらも習ってないってか？」

「……」

　低い声で脅され、鉄平はなんだかムカムカしてきた。それでなくても虫の居所は悪かったのだ。無言で睨にらみ返す。あ？と茜がますます目を細めたので条件反射で「ごめんなさいごめんなさいごめんなさい」と頭を抱えそうになるが、ぐっと堪こらえる。

　無言の睨み合い。

「……」

「……」

「……根性焼きって聞いたことあるか？」

「ごめんなさいごめんなさいごめんなさい」

　本能に刷り込まれた恐怖心は一日や二日ではなくならない。頭を抱えて謝罪の言葉を唱える鉄平を見下ろし、茜は嘆たん息そくした。

「まあいい……それより立ち話もアレだな。お前の家は喫煙できるか」

「あ？　できねえよ――あ、いや両親共に禁煙者なので僕にはどうにもこうにも！」

「じゃあ適当にぶらぶら歩くか。来い」

「え、俺おれは行くところが……あう！　あぅち！　やめて茜さん、痛い、マジ痛いって！」

　回まわし蹴げりで尻しりを執しつ拗ように攻め立てられ、鉄平は仕方なく茜の後に続いた。

　不思議とすれ違う人はなく、聞こえるのは遠くで鳴る車のクラクションとお互いの足音。足音は暮れかかる空に高く響き、それ以外の騒音は降る雪に遮さえぎられて遠ざかって聞こえる。この世に茜とふたりきりのような、そんな恐ろしい想像にかられて鉄平はぶるっと震えた。

「喧嘩したらしいな」

　呼気と紫し煙えんが混じった煙を吐きながら、茜の背中が言った。

「……ゆかりから聞いたんスか」

「いいや。でも態度でわかる。あいつが事情を説明しないのも、お前を悪者にしたくないからだろ」

「俺が全面的に悪いみたいな言い方ですね」

「違うのか？」

　鉄平は沈黙した。違わなくない。少なくともゆかりに非はない。でも。

　俺だって、何も悪くないだろ？

「んで？　そんな悪者の五十嵐いがらしくんは何ど処こに行くつもりだったんだ」

「……ゆかりのところッスよ。謝りに行こうと思って」

「何を謝るんだ？」

　また答えあぐねた。代わりに、

「あ、茜あかねさんは何処に行くつもりだったんですか」

「お前のところだよ」

　へ、と鉄てつ平ぺいはか細い声を漏らした。俺おれのところに？　何しに？　サボったことを叱しかりにか？　でもそれだけで茜が自分のところに足を運ぶとは考えにくい。

　足を止めた茜が、こちらを振り返った。

「お前に聞きたいことがあった。んで今のお前の顔を見たらますます聞きたくなった」

「どういう意味……」

「お前と会ってから、私なりにお前のことは見ている。付き合いは短いがそれなりに考えるところもあるし概おおむね理解しているつもりでもある。だからこれを機会に言わせてもらおうと思った」

「いや、だから何を」

「なんか我が慢まんしてないか？　お前」

　今度こそ何も言えなくなった。

「ふとしたときに、お前はひどく辛つらそうな顔をする。最初はそんなに勉強が嫌なのかと、私の教え方がそんなに嫌なのか生意気なガキだと思って腹が立ったが、どうやらそうじゃないらしい。お前はその顔をゆかりに見られないよう巧妙に隠していた。私にはそれががっかりというか失望しているような顔に見えた」

　茜は淡々と言葉を連ねる。冷静にこちらを見据え、ずかずかと心に立ち入ってくる。

「お前は何を我慢しているんだ？」

「……」

「言えないのか」

　言えないというよりは言いたくない――何な故ぜかそう感じた。茜にすべてを明かして叱られるのが怖い。

　――は？

　自分で自分に疑問符を付ける。なんで俺が、茜さんに叱られなきゃいけないんだよ？

　茜は短くなった煙草を律りち儀ぎに携帯灰皿に押し込み、また新しい煙草に火を点つけた。紫し煙えんが鉄平の顔に吐き出される。鉄平は眉まゆをしかめた。

「お前はこれからゆかりに謝りに行くと言う。また我慢するのか。ハッ、そんなんでゆかりに当たってちゃ世話ねえな」

「なっ。当たってなんかいないッ」

「じゃあなんでゆかりは泣いてるんだ」

　言葉を失う鉄てつ平ぺいに、茜あかねは容赦なく言い放つ。

「ゆかりはあれで賢い子だ。男に媚こびへつらうような馬ば鹿かなマネもしない。あいつには泣く理由があるんだよ。そして泣かせたのはお前だ。本当にお前に非はないのか？」

　確かにあのときの自分に感情的なところがなかったと、胸を張って言うことはできない。でもそこを責められるのは理不尽にも感じた。

　――何も知らないくせに。

　何も知らないからそんなことが言えるのだ。鉄平が今、どんな状況にありどんな苦しみを抱えているか知らないから――

「何かを我が慢まんして、上辺だけで謝るつもりなら、ヤメロ。帰れ。ゆかりを徒いたずらに傷つけるだけだ」

「……」

「お前が何を我慢してんのかはわからん。言いたくないならあえて聞かない。でももう少し、ゆかりに対してだけでも自分の気持ちに正直になっていいんじゃないのか」

　それができたらここまで苦しんでいない。

　皆の記憶が消された。越えち後ご屋やは待っていろと言った。でも奴やつは来ない。センター試験は思うような結果を出せなかった。ゆかりは記憶を取り戻さない。ゆかりは信じてくれない。

　だったら、もう。

「我慢するしかないんですよ……」病人のように暗い声で、鉄平は言った。「正直に全部話したから、俺おれらは喧けん嘩かしたんです。だったら……我慢するしかないじゃないですか？」

　そうしないと、ゆかりと一緒にいられない。自分に残された選択肢はただひとつ。

　これ以上闘っても無駄なのだ。

「俺はもう、何もできないんですよ……」

　目の前を闇やみが覆った。その闇が――茜の手が向かう先を、声もなく見送る。襟えり首くびを掴つかまれ、踵かかとが浮くほどの力で持ち上げられた。

　目前に茜の強い眼まな差ざしが突きつけられる。それはこちらが目を背けるのを許さない。

「私は気が短い方だ。同じことを何度も繰り返す変態趣味は持ち合わせてない」恐ろしく低い声。「だから簡潔に言っておく。お前が物事を考える上での大前提をな」

　冷たいその目は、鋭利な刃物のように鉄平の眼球をえぐる。

「お前は何がしたい？」

　眼球どころかそれを貫いて脳をぶち抜く。

「それが大前提だ。考えろ。お前は何がしたい？」

　わからない。

　鉄平は震えていた。みっともないくらいに震えていた。寒さのせいではない。これは決して寒さのせいではない。じゃあなんでだ？　なんで震えてる？

　わからない。わからない。

「……私が踏み込むのはここまでだ」

　嘆たん息そく。

「全部自分で決めろ。お前がしたいこと、お前がやるべきこと、お前が捨てるもの、お前が投げ出すもの、全部お前が決めて、お前が責任を取れ」

　それが男だろ。

　言って、突き放すように手を離した。放ほうり出された鉄てつ平ぺいの身体からだは無ぶ様ざまに尻しり餅もちをついた。

「これ以上ゆかりを泣かせたら殺す」

　鉄平は地べたに腰を下ろしたままうなだれ、足早に去っていく足音を聞いた。未練も情けも感じさせない硬質な踵かかとを打つ音が、遠ざかっていった。

　恐る恐る顔を上げた。

　そこにはもう、誰だれもいなかった。

「…………結局何が言いたかったんだよ、あんた」

　多分、鉄平は、また、期待した。

　茜あかねが現れたとき、嫌々ながらもものすごく期待した。この最悪な現状をなんだか無理矢理にでも打破してくれるような、突破してくれそうな、具体的な指針を示してもらえるような――そんな期待を抱いた。ケツを回まわし蹴げりでしばかれながらも変な意味でなく胸が高鳴った。



    

  
    
      



    

  
    
      　けれど茜あかねは偉そうに説教するだけだった。当然だ。茜は記憶喪失のことなんて知らない。

　――だから俺おれの苦しみなんて、わかってもらえない。

「我が慢まんするしかないって、言ってるだろ」

　全部なかったことにして。リセットして。何食わぬ顔でやり過ごす。それしかない。

　他ほかに何ができんだよ？

「教えてくれよ」

　俺はどうしたらいい？

「誰だれか教えてくれよ……」



　それから――長い時間が経過した。

　救いの手は差し伸べられない。それが現実。

　言い尽くせない様々なものを諦あきらめて、鉄てつ平ぺいは立ち上がった。淡く降る雪は、それでも肩に層を作るほど積もっていた。それらを払い、軽く身震いしながら来た道を引き返す。

　ゆかりのアパートでなく、自分の家へ。

　とても今の気持ちではゆかりに会う気になれなかった。今会えば、きっと自分は感情のままにゆかりに当たる。涙を止められない。だから、会わない。……これは『逃げ』だろうか。わからない。考えたくない。ただ歩く。家に帰る。今はそれだけ。

　雪の降る音がする。多分錯覚だろう。それはほぼ無音に近い。雪が空気を裂く音、地面に接触する音なんて聞こえるわけがない。だからこれは幻聴。心が空っぽで、あまりに凪ないでいるから、聞こえるとカンチガイしてしまう音。

　でもそんな音しか聞こえない。

　それ以外は何も耳に届かない。

「まだ帰って来ないのかなぁ」

「家族で出かけてるのかもしれないね」

　他に何も――

「こんなことなら文ぶんさんにケータイの番号聞いておけばよかった」

「……」

「ん？　あぁ、『文さん』って呼び方気に障さわった？　ちょっと馴なれ馴なれしかったかな。というか柚ゆ子ずちゃん、なんで未いまだに『藤ふじ森もり先輩』なの？　もっと親しげに呼ばないと距離は縮まらないかにー」

「よ、よけいなお世話かにー」

「……無理して真ま似ねなくてもいいんだよ？」

　会話を、鉄てつ平ぺいは呆ぼう然ぜんと聞いていた。

　自分の家の前に、少女がふたり、いた。

　ふたりは寒そうに手に息を吹きかけながら、玄関の前で肩を寄せ合ってうずくまっていた。誰だれだ？と思ったが片方の少女には見覚えがあるような気がした。

　どくん、と心臓が跳ねるのを聞く。

　ふたりはコートを着ていたが、その襟えり元もとから覗のぞくリボンや膝ひざ丈たけのスカートですぐにわかった。彼女らはそれぞれ羽は原ばら羽ばね高校、百ゆ合り百ゆ合り学園の制服を着ていた。

　どくんどくん、と心臓が跳ね躍っている。動どう悸きが止まらず呼吸がつかえて上う手まく息ができない。

「あ」

　少女のひとりが――羽原羽の制服を着た方が鉄平に気付いてあたふたと立ち上がった。

「い、五十嵐いがらし先輩ですか!?　３－｜Ｃの五十嵐鉄平先輩ですか!?」

「そう、だけど……」

　喉のどがカラカラに渇いている。頭が上手く働かない。

「私、１－｜Ａの滝たき本もと柚ゆ子ずと申します！」少女は名乗り、しどろもどろまくし立てた。「あのその、本当は学校でお訪ねしようと思ったんですけど、先輩は普段登校してないらしいし、だっ、だったら直接お家うちを訪ねようと思って、でも住所を知らないものだから藤ふじ森もり先輩にお聞きして、でも私今先輩に警戒されてて、なかなか教えてもらえなくて、でもなんとか食い下がって、今日の放課後にようやく聞き出して――」

「柚子ちゃん柚子ちゃん。それ関係ないから」テンパる滝本柚子を押おし止とどめて、隣の少女が冷静に言った。「落ち着いて。ぼくが話すから」

「う、うん」

　学園の制服を着た少女がこちらに向き直った。

「五十嵐先輩。ぼく、私立百合百合学園の日向ひなたあひると言います」

　名前に聞き覚えはない。けれどその学園の名前は――

「単刀直入にお聞きします」

　日向あひると名乗る少女は、真しん摯しな眼まな差ざしで訊たずねてきた。

「先輩の周りで集団記憶喪失みたいなこと、起こっていませんか」

　ナニコレ。

　夢？

　状況を飲み込めない。ナニコレ。ナニイッテンダコノコタチ。

　意味不明。なのに、

「起こってる」鉄平の口は動いていた。「起こってる……ッ」

　泣きそうになっていた。

「みんな、記憶喪失になっちまった……ッ！」

　柚ゆ子ずとあひるが顔を見合わせる。ふたりの頬ほおは目に見えてわかるほど赤く火ほ照てり始め、同時に鉄平を振り返り詰め寄ってきた。

「ぼ、ぼく、曜よう子こ先輩の記憶を取り戻したいんです！」

「わ、私、藤ふじ森もり先輩の記憶を取り戻したいんです！」

　同時に言って、同時に頭を下げた。

「「だからお願いです協力してくださいッ!!」」

　鉄てつ平ぺいの頬が、ひくっ、と歪ゆがんだ。

　――これ、本当に夢じゃねえの？

　現実なのか。幻を見ているのではないか。

　――だって『曜子』先輩だぜ？　『藤森』先輩だぜ？　どうしてそんな、俺に都合のいい名前が出てくるんだ。

　鉄平は必死に否定の声をあげる。なのに口は動く。勝手に問う。

「どうして君たちは、記憶が……」

　あひるが上体を起こしこちらに右手を掲げた。その中指で光る指輪。

「この指輪は大おお目め玉だまという女性がくれたものです。多分ぼくはこれに守られたんだと思います」

　おいおい、今度は『大目玉』かよ。俺の妄想はとことん御都合主義だな。

　注目はまだ頭を下げ続けている滝たき本もと柚子に移る。柚子はこちらの視線に気が付くと顔を上げ、首を横に振った。

「私は……何な故ぜ記憶が残っているかわからないんです。あひるちゃんみたいに具体的に守ってくれる何かがあったわけじゃないんですけど」

「君は確か」鉄平は記憶を探る。名前に聞き覚えがあった。「夏に、文ぶん七しちが関かかわった子だよな」

「はい。先輩にはとてもお世話になりました」

「じゃあ、君を守ってくれたのはアレじゃないのか」

「え？」

「君とひとつになったっていう……Ｕ子っていう幽霊。彼女が君を守ったんじゃないのか」

　鉄平が知る限り、滝本柚子という少女にある『特別』は、その一点。槍やりヶが岳たけをしてその正体がわからないと言わしめた存在――Ｕ子。理解を超えた存在だからこそそんなこともあり得るのではないかと、急速に冴さえ始めた頭で思った。

　彼女は初め、何を言われたのかわからなかったようだ。きょとんとしてから、徐々に意味を噛かみ砕くだき瞳ひとみを見開いて言った。

「あの事件から……皆が私のことを『ゆず』と呼ぶようになりました……」うわ言のように呟つぶやく。「そして私は……彼女の存在を感じられなくなってた……」

　柚ゆ子ずは大粒の涙をこぼして崩れ落ちた。慌あわててあひるが抱き止めると、柚子は彼女の胸でわんわん泣き始めた。

「ユー子がっ……私わらひの代わひに」

「柚子ちゃん？　どうしたの？　どうしちゃったの……」

　あひるももらい泣きしたように涙ぐんでいた。意味はわからなくても柚子が深く悲しんでいることを理解して、強く友人の頭をかき抱いた。

　鉄てつ平ぺいは相変わらず立ち尽くしていた。

　ふたりに聞きたいことはたくさんあった。教えてもらいたいことは山ほどあった。ひょっとして俺おれって滝たき本もとさんとニアミスしてた？とか、日向ひなたさんは霧きり島しまさんや大おお目め玉だまとどんな関係なの？とか。

　けれどそんな中で、最優先で聞きたいことがあった。

「答えてくれないか」

　泣き顔を、ふたりは鉄平に向けた。

「諦あきらめようとは……思わなかったのか」

　自分と同じ境遇にあったのなら、同じ苦しみを抱えているはずだった。同じ迷い、同じ辛つらさ、同じ涙をずっと飲み込んできたはずだった。

　だから鉄平は聞きたかった。

　――俺はもう諦めたのに。

　ふたりはまだ諦めてないのかよ？

「ぼくたちは絶対に諦めません」

　答えは力強く、芯しんの通ったものだった。

　友人の涙を受け止め、自身も泣いているのに――あひるはとても気高い瞳をしていた。

「他ほかの誰だれが望んでなくたって構わない。誰かが『ほっとけよ』とか言っても悪いけど聞こえない。時々ヘコたれそうになるけど、そんな弱音は無視する。わがままだって？　知ったこっちゃないよ」

　それはずっと鉄平が悩んでいたこと。

　しかし目の前の少女はそんな悩みすら軽々と越えていく。

「ぼくたちは本当に先輩のことが好きだから。ただそれだけだから。絶対に諦めない。投げ出さない。逃げたりなんかしない。先輩と作った思い出は、先輩と一緒に抱える」

「だから私たちは」

　涙と鼻水でぐしゃぐしゃの顔で、ずびびと洟はなをすすって、柚ゆ子ずは言った。

「自分勝手と言われようとも、闘い続けます」



『お前は何がしたい？』



　今なら鉄てつ平ぺいにもわかる。茜あかねがわざわざ自分を訪ねた理由。

　――茜さんは、チャンスをくれたんだ。

　自分がもう一度立ち上がる機会を。罵ば倒とうして示してくれた。

『お前は何がしたい？』

　俺おれは何がしたい？

　今なら、答えられる。

「決まってんじゃん……」

　鉄平は歯を食いしばり、拳こぶしを固く握にぎり締しめ――

　それを己の頬ほおに叩たたきつけた。

　何度も何度も叩きつけ、殴った。

「え――」

　突然の自傷行為に柚ゆ子ずとあひるは仰天して抱き合った。涙も引っ込んだ瞳ひとみをまん丸に見開き、鉄平の行動を見つめている。

「……あぁ、全然痛くねえな。こんなんじゃ足りない。でも頭は冴さえてきたかな」殴るのをやめ、軽く呼吸を整えてから、鉄平は抱き合うふたりに頭を下げた。「ごめん」

「え？　え？」「な、何ですか？」

「俺、今からどうしても行かなきゃいけないところがあるんだ」死んでも走らなければいけない場所がある。「君たちのように、俺にも救いたい人がいる」

「救いたい、人……」

「詳しいことは明日――いや明日は無理か。明後日あさつて。明後日滝たき本もとさんの教室に行くから。今日だけは――ちょっと俺に時間をほしい」

　沈黙が訪れた。

　鉄平は頭を下げ続ける。

「今すぐじゃなきゃダメなんですか？」

「今すぐじゃなきゃダメなんだ」

「救える、んですか？」

　鉄平は勢いよく頭を跳ね上げた。びくりと柚子とあひるが仰のけ反ぞる。

「俺を誰だれだと思ってる」

「え、……い、五十嵐いがらし先輩……？」

「そうだ。五十嵐。五十嵐鉄平だ」

　思い出せ。自分という人間が今まで乗り越えてきた理不尽を。

『五十嵐鉄平』が成してきた軌跡を、思い出せ。

　すると自然と唇の端が釣り上がる。唇が凶暴な形を得る。

「やると言ったらやる」

　それは、ニヤリという笑み。



『全部自分で決めろ。お前がしたいこと、お前がやるべきこと、お前が捨てるもの、お前が投げ出すもの、全部お前が決めて、お前が責任を取れ』



「――――上等だ」



　　　６



二月二十四日　　

午後六時四十一分



　走る。鉄てつ平ぺいは走る。がむしゃらに。気分は最高潮に高揚。今の自分に敵はいない。雪の冷たさも冬の凍えるような寒さも激しい息切れもつるつるに滑る道路も暗くら闇やみがかる空気も何もかもが相手にならない。無敵だ。

　ほどなくしてゆかりのアパートにたどり着く。チャイムを鳴らす。出ない。鳴らす。出ない。携帯電話を取り出す。発信履歴から電話番号を拾い通話ボタンを押す。コール音。出ない。コール音。出ない。でも鉄平は知っている。聞こえている。今自分が見つめる扉の向こうから、着信音が響いているのを。携帯電話を耳に押し付けたまま、空いている手でチャイムを押す――

　不意に、携帯電話のコール音が途絶えた。

　耳元を微かすかな息遣いがくすぐった。

『……近所迷惑だよ』

「今玄関の前にいる」

『知ってるよ』

「開けてもらえないか」

『イヤ』

「じゃあこのままでいいから聞いてくれ」

　沈黙。返事はない。ただし小さな物音を聞いた。ケータイを通した音と玄関のすぐ向こうでした音が重なった。目の前の扉を隔へだて、すぐそこにゆかりがいる。

　けれどドアは閉ざされたまま。

　――前にもこんなことがあったな。

　バレンタインとホワイトデーのとき。前者は閉じ込められたゆかりを救うため、後者は自ら閉じこもろうとするゆかりの手を掴つかむため――いずれも自分は扉をぶち破った。

　そして今も。

　――俺おれはこの扉を突破する。

　全力で走った後なので息が切れていた。鉄てつ平ぺいは深呼吸して身体からだを落ち着けてから、おもむろに切り出した。

「まず、謝る。一昨日おとといは取り乱したりしてごめん」

『……』

「でも、それでも言うよ。俺は何ひとつ嘘うそはついてない」

『……私が記憶をなくしていて、その前は五十嵐いがらしくんと付き合ってた、って話？』

「うん」

　頷うなずき、鉄平は瞼まぶたを閉じた。何な故ぜ今の今まで気付かなかったのだろう、と思う。

　越えち後ご屋やに「知らないフリをしていてください」と言われた。必ず戻って来るから、それまでは記憶を失ったフリをと。でも待つことに痺しびれを切らした自分は、内界人の再来を見越した上で全校生徒の前でゆかりに告白した。でも記憶喪失のことはどうせ信じてもらえないだろうから、彼女が記憶を取り戻すきっかけを求め続けた。結局すべてを打ち明けてしまい、その結果やはり信じてもらえなくて、だから「ゴメンあれ嘘」と弁解しようと思った――

　いろいろと間違っていた。何もかも間違っていた。

　だからずっと、頭にモヤがかかったようにスッキリしなかった。

　知らないフリ？　記憶を失ったフリ？　我が慢まん？　弁解？



　――――そんなの、この俺にできるわけがねえだろうがッ!!



　五十嵐鉄平という人間の性格を測り間違えていた。自分はそんな器用なことができる男ではない。

　日向ひなたあひるが言っていたではないか。

『先輩と作った思い出は、先輩と一緒に抱える』

　ゆかりと作った思い出は、ゆかりと一緒に抱える。当たり前だ。それを二歳も下の後輩に教えられるなんてバカか俺は。それを小利口に『知らないフリ』だぁ？　できるわけないだろ。

　お前は何がしたい？　皆の記憶を取り戻したい。他ほかには？　こうなる原因を作った奴やつをぶん殴りたい。何より？　そして何よりゆかりと一緒にいたい。ゆかりと同じ思い出を共有して、同じ思い出を作っていきたい。

　全部叶かなえる。

　それが俺おれだ。

　腹の底から力が湧わき上がってくるのを感じる。ここ最近なかった感覚だ。取り戻した。俺は無敵だ。鉄てつ平ぺいは頷うなずき、瞼まぶたを見開いた。

「ゆかりは今、記憶を失ってる」視界にあるのは、玄関の扉。ゆかりの心の壁。「今は信じてもらえないと思う。とても信じられないと思う。でも、本当のことなんだ」

　それを越えろ。

「一昨日おとといは話し方が悪かった。感情的にもなり過ぎた。だから今度はもっと落ち着いて、腰を据えてゆっくりと話そうと思う。俺らがふたりで経験した、ゆかりの忘れてしまった思い出を。俺は全部、ちゃんとゆかりに語りたい」

　ゆかりの記憶を取り戻すため具体的に何をすればいいのか、何が最善で正解なのかは今もわからない。それを教えてくれる親切な人もいない。だから自分の考え得る手段すべてを用いて挑む。

　事情を打ち明け、過去を語り、今まで一緒に歩いた場所を再び訪れる。やることは今までとさして変わりない。しかしそれだけが今の自分にできること。

　ならば飽くことなく繰り返すだけだ。ゆかりが記憶を取り戻すまで――地道に挑み続けるのみ。

　絶対に諦あきらめない。諦めなければなんとかなる。経験がそう語っているから、それを信じる。今までに足りなかったのは覚悟。もう――立ち止まらない。

『……無理だよ。信じられない。今も何を言われてるのか全然わからない』

　当然の反応だ。焦るな。

「ならまず、聞いてくれるだけでいい。信じられないのは当然なんだ。ただ少しだけ俺の話に付き合ってほしい。気長にやらせてもらえないか」

『無理だって。記憶喪失なんて絶対に信じられない。……そんなことより、どうするの？』ゆかりの声は、何な故ぜか焦っているかのように上ずって聞こえた。『それよりも受験はどうするの？　二月だよ？　わかってるの？』

　その声は大きく、扉とケータイの両方を介して耳に届いた。

『明日は二次試験の前期日程なんだよ？』

　知っている。だからこそ鉄平は、今日の内に何が何でも《安心》がほしい。

　冷静に試験が受けられるように、ゆかりと続けられるという《安心》がほしいのだ。

『勉強、してるの？　Ｃ判定なんだよ？　がけっぷちだよ。こんなおかしなこと話してる場合じゃないんだよ。五十嵐いがらしくんの大事な将来を決める試験なんだよ。まさか諦あきらめたの？　だからそうやって、げ、げん、現実逃避してるの？　はっきり言ってみっともないよ。もっと大切な、やらなきゃいけないことがあるのに、それから目を背けて、そんなのみっともないよ。こんなことしてる場合じゃないのに。こんなところでこんな会話してる場合じゃないのに。大事な大事な試験なのに……っ』

　いつの間にかゆかりの声は湿り気を帯びていた。

　まるで泣いているかのように。

『私は五十嵐いがらしくんと同じ大学に行きたいんだよ……！』



　その程度の理由で無理することないと思う――。



　鉄てつ平ぺいは口元を手で覆った。別に誰だれかに見られているわけではないから隠す必要はなかったのだが、つい反射的に押さえてしまう。唇が緩ゆるむのを我が慢まんできなかった。

　――あぁ俺おれ、やっぱりゆかりのことが好きだ。

　この状況にもおかしさが込み上げてくる。こんなに近い距離で、たった一枚のドアを隔へだてて携帯電話で痴ち話わ喧げん嘩かなんかしているのだ。馬ば鹿か馬ば鹿かしいにもほどがある。超愛してるぞゆかり。

　こちらの様子を知る由もなく、ゆかりが叫さけぶ。

『そんなことよりも、もっと明日のことを考えて！』

「なんかカンチガイしてないか、ゆかり」

『カンチガイなんかしてないよ！　とにかくこのことは後回しにしようよ。今は受験のことだけを考えようよ。五十嵐くんが落ちちゃったら、私、嫌だよ……』

「受験生に《落ちる》は禁句だ。……じゃなくて、やっぱりカンチガイしてる。俺の話を聞いてくれ」

『記憶喪失のことだったらもういいよ！　そんなの後にして――』

「ゆかりッ!!」

　息を飲む声が、聞こえた。

「同じ問題なんだ」

『え……』

「受験のことも、俺の将来も、ゆかりの記憶喪失も、そして俺らの関係も――全部同じ、ひとつの問題なんだよ」

『どういう……』

「全部、俺おれがゆかりと一緒にいるために乗り越えなきゃいけない問題なんだ」

　沈黙が返ってきたが、構わず続けた。

「ゆかりと付き合うのを認めてもらうには、たくさんの努力がいる。今目指している大学はその第一歩だ。だから志望校は意地でも変えないし絶対に受かってみせる。俺の将来だってとっくに決めてんだ。俺は自分の力で上に上ってゆかりと肩を並べる。誰だれにも釣り合いが取れてないなんて言わせない」

『な、にを……』

「記憶喪失も。ゆかりが記憶を失うまで俺たちはいろんなことを話して、いろんなことを約束した。俺おれはそれを全部叶かなえる。だから覚えていてほしい。見ていてほしい。……思い出してほしい」鉄てつ平ぺいは微笑ほほえんだ。「そして俺はゆかりを傷つけた。だから今、それを謝るためにここにいる」

　とても優しい気持ちが胸に満ちている。

「ひとつだって後回しになんかできない。俺がゆかりと一緒にいるためには、全部乗り越えていかなくちゃダメなんだ」

　やっとすべてがわかった気がする。

　やりたいこと、やるべきこと。そのすべてを把握した。我が慢まんする必要なんてない。何かを諦あきらめることもない。望むものを望むままに手に入れる、そのための努力をする。それでいい。それで正解なのだ。

　長い沈黙だった。けれどいくらでも待てると思った。全部はっきりしているのだから、

　慌あわてず騒がず立ち向かい続けていけば、それでいい。

『…………時間を、ください』

　やがて、ゆかりは言った。

『まだ私も混乱してるから……落ち着いて考える時間をください』

　うん、と鉄平は頷うなずく。闘いは始まったばかり。覚悟はすでにできている。

　長い闘いになろうとも、絶対に諦めない。そう誓った。

『今は、上う手まく返事ができないの。会えない。考える時間をちょうだい……』

「わかった。でもこれだけは言っとく。俺はいくらでも――」

『そしてその間は受験のことだけを考えて。お願いだから』

「……なるべく、頑張る」

『ゼッタイ、だよ』

「ああ」

『…………今度、連絡する。明日の試験、頑張って』

　鉄平が何か言う前に、通話は打ち切られた。

　……こんなもんだよな。最初は。

　苦笑がこぼれる。気が付けば全身に汗をかいていて、それはここまで走って来たからという理由だけではなさそうだ。緊張していたし、興奮もしていた。どっと疲れを覚えて、それはすぐにその場を動けないほどのもので、声を漏らさぬよう細く緩ゆるく息をつく。

　本心を言えばどかんと一発逆転劇といきたい。でも現実はそう甘くない。そこまで上う手まくできてたらここまで苦労はしない。

　焦っちゃダメだ。ゆっくりやろう。ゆっくり地道に、



「………………………………………………………………………………………だい、すき」



　鉄てつ平ぺいは、

　顔を上げ、

　ドアを見つめた。

　視線はドアノブに移る。金属の鈍い光沢。吸い寄せられるように手が握にぎる。

　回る。

　引く。

　開いた。

　軋きしむ音。ゆっくりとドアが開き、隙すき間まから温かい空気を感じた。揺れる前髪。

　薄暗い玄関先の床に、ゆかりがへたり込んでいた。涙目でこちらを呆ぼう然ぜんと見上げ、ぱちくりと瞬まばたいている。

　かすれた声で、彼女は問うてきた。

「なんで……？」

「かぎ、あいてた」

「……いまの」

「きこえた」

　……

　……

　ぼんっ、と音が出そうなほどの勢いで顔を真っ赤にすると、ゆかりは立ち上がった。

「ち、違う！」

　一歩後ずさって、

「違う、そんなつもりじゃ、違うの、もう帰ったと思って、油断して、じゃなくて、だって五十嵐いがらしくんが、あ、あんなことっ、言うから、あんなに嬉うれし、じゃなく、て、ず、ずるいこと、言うから、ずるい、うっかり、ずるいからっ」

　うるさいと思った。

　だから玄関に乗り込み。

　その首筋に手を回し。

　引き寄せ。

「んっ」

　唇を塞ふさいだ。

　目の前にゆかりの見開いた瞳ひとみがある。唇にはひどく乾いた感触。生暖かい吐息で唇の表面を撫なぜられた瞬間、後頭部に痺しびれが走った。首筋に触れた手でゆかりの髪をかき上げる。近過ぎる距離で、見つめ合う。

　ゆかりの手は膝ひざの上でぱたぱたともがいていたが、やがて力を失ってだらりと垂れた。ゆっくりと瞳を閉じ、抵抗をやめた。

　鉄てつ平ぺいは酔い痴れた。

　口づけの時間は長いようで短かった。惜しみながら顔を離したとき、ゆかりの顔はとろんと蕩とろけていて、彼女ははっとそれに気付いて慌あわてて頬ほおを染めてうつむいてしまう。鉄平の方も正気ではなかった。動どう悸きが凄すさまじい。熱に浮かされたかのように思考が麻痺している。今口を開けば何を言い出すか自分でもわからない。

「五十嵐いがらしって呼ぶな」

　勝手に口が動く。

「下の名前で、呼べ」

　薄暗い中でもわかるほど、ゆかりの顔は赤い。自らの手で肩を抱き、うつむき、震えながら、それでも顔を上げてそっと囁ささやいた。彼女も熱にのぼせたように。

「てっぺい、くん……」

　鉄平はくらくらと眩暈めまいを覚えた。

　ヤバイ。ヤバ過ぎる。

　これ以上ここにいたら、何をするかわからない。



    

  
    
      



    

  
    
      「連絡する」

「うん……」

　ゆかりがぼんやりと頷うなずくのもまともに見ず、鉄てつ平ぺいは踵きびすを返して玄関を飛び出した。

　ほとんど逃げるように。



　――ヤバイマジヤバイマジでヤバかった俺おれ!!

　全身の細胞が熱く騒いでいるのがわかった。冬の夜風すら涼しく受け止めてしまうほどの熱。火ほ照てる頬ほおに掌てのひらを当て、深呼吸をして落ち着かせる。なんて思い切ったことを。殴り返されてもおかしくなかった。

　でもゆかりも悪い、と鉄平は思う。ゆかりがあんなことを言うから、頭が真っ白になって、わけわかんない内にあんなことになっていた。思い返すとまた冷めかけていた熱がぶり返してしまう。うー、と鉄平は頬をぱんぱん叩たたいた。

「切り換えろ。あとは根気だ」

　覚悟はできた。ついでにキスもしてしまった。スタートは上々。このまま駆け抜ける。

　ほとんど走るような速度で歩く。驚くほど気分がいい。あんなにもかすみ、現実感の無かった視界が、今は隅々まで冴さえ渡っている。今なら何でもやれるような、そんな無敵感が身体からだ中に満ち満ちている。

　――何度でもやってやる。

　外灯の照明が薄ぼんやりと夜よ闇やみを照らしていた。放射状の光に反射し、さらさらと輝き落ちる粉雪の中、鉄平は固く決意する。

　何度でも挑戦する。

　絶対に諦あきらめない。

「うしっ。とりあえず今日は勉強、だ！」

　とにもかくにも明日は二次試験の前期日程である。こちらも打開しなければならない現実問題。これに落ちては元も子もない。

「よし、やるぞ――」両腕を掲げ、宣言した。「俺は絶対にやってやる！」



「それは困るよ」



　それは。

　外灯の照らされていない、暗くら闇やみの中から放たれた声だった。

　鉄平はバンザイの状態で硬直し、その格好のまま声のした方を振り返る。

「…………マジ？」

　鉄平の見つめる先、闇の中から現れたのは――ひとりの少女だった。

　まとうは灰色の厚手のジャケットに黒のスカート、黒のブーツ。身長はゆかりよりも若干低いように感じる。左右に結われたツインテールに右分けの前髪。頬ほお肉は楕だ円えんの丸みを帯び、どこか人ひと懐なつっこい微笑ほほえみを浮かべていた。

　そして少女の手には、小振りの金属バットが握にぎられていた。

「おいおい……」

　今日は本当にどうなってんだ。千客万来じゃねえか。そう呟つぶやく鉄てつ平ぺいの声は、震えていた。

「マジかよっ」

　歓喜に震えていた。

「私の名前は紫むらさき詰つめ草くさ」

　少女はバットの先をこちらに向け、言った。

「アナタを殺しに来たよ」



　　　７



二月二十四日　　

午後七時三十九分



　このときを待っていた。

　この日が来るのを、死ぬほど焦がれていた。



　鉄平が記憶を失っていないことに勘付かれれば、危険が及ぶ――

　それを知っていてあえて鉄平がゆかりに告白した理由。痺しびれを切らしたというのもそのひとつだったが、それとは別に目的があった。

　ゆかりたちの記憶は、厳密に言えば《消された》のではなく《封印》されたというもの。その《封印》を解除すれば記憶は取り戻せる。ならばどうすれば解除することができるのか。

　簡単である。とても手っ取り早い方法がある。

　それを施した内界人たちに解除させればいい。

　だから鉄平は待っていた。

　鉄平の記憶または命を排除するため、改めて内界人が接触を図ってくるのを。

　ずっと。ずっと――

「待ってたぜぇ」

　奥歯を痛いほど噛かみ締しめ凶悪な笑みを浮かべ、鉄平は低く漏らした。興奮が止まらない。瞳ひとみを見開き、右手を左の肩口に回して強く握る。そうして自分を戒いましめておかないとどうかなってしまいそうだった。

　息を吸って、吐く。鉄平は少女に問うた。

「紫詰草……お前ってそんな名前だったっけ？」

「去年アナタが顔を合わせたのは、紫露つゆ草くさ。私の姉よ」

「双子か？　全然見分けがつかねえな」

「そういう『擬態』をしているから」

　言われて鉄てつ平ぺいは思い出す。昨年の十一月、拳こぶしを交えた紫露草という少女が言っていた。自分は『第二世界』の生命体だと。

『第二世界』――『第一世界』である内世界の介入により《自壊》し、滅び去った世界。そこに棲せい息そくする生命体は複数体にして一個の意思で統一行動するモノで、故ゆえに何者にでも姿を変えられる――正確には見る対象に誤認させる――『擬態』という能力を有していた。

　紫むらさき詰つめ草くさはその、内界人の手により救い出された数少ない生き残り。《自壊》を繰り返さないため、外世界と内世界間の交流に反対する過激派のひとりだ。

　その彼女を「姉」と呼び『擬態』していると言うのなら、この少女も『第二世界』の生命体だということだ。

「姉の次は妹ってか。忙しいったらありゃしねえな」

　挑発に、けれど詰草は余裕の笑みを崩さない。

「お姉ちゃんはお姉ちゃんで忙しいの。今日は私が相手してあげる」

「そりゃどーも。にしては随分と遅えんじゃね？　俺おれが記憶なくしてないってこと、まさか今の今まで気付かなかったわけじゃないだろ」

「うん。もちろん気付いていたよ」でも、と詰草は肩をすくめ、「アナタは試されていたの」

「試す？」

「世界間の交流に反対する組織は、ふたつ存在する。記憶を消して穏おん便びんに済まそうとする一派と、アナタたちの存在自体を奪おうとする一派。私たちが属しているのは後者なんだけど」

　紫姉妹は、その使命に失敗した。

　あれほど大掛かりな事件を起こしてなお、目的のひとつも果たすことができなかった。このミスに乗じて穏便派が勢力を増し、過激派は一時身を引くことになった。

　事件後、数日を要したが、穏便派の扇動の下もと、槍やりヶが岳たけたち内界人に関かかわったことのある外界人の記憶の《封印》は完了した。それにより世界間交流についての処理は落ち着いたかのように見えた。

「けれど五十嵐いがらし鉄平。アナタは記憶を失っていなかった」

　そこでまた議論が起こる。

　五十嵐鉄平に再度記憶を失わせるか、殺してしまうか。どちらを取るか。

「なかなか結論は出ない。だから妥協案が出されたの」

「妥協案？」

「試験期間を設ける。……アナタが接触した大おお目め玉だま、あれは私たちが用意した餌えさ」

　監視を続けた上で、五十嵐鉄平いがらしてつぺいが記憶を失った大目玉と出会うとどうなるかを試したのだ。そこで何か憂慮すべき問題――例えば大目玉が記憶を取り戻すなど――があれば、即刻五十嵐鉄平は処分する。もしも問題がないのであれば、放置する。要は《自壊》の脅威に足り得なければいい。大目玉はそれを観察するための、慎重を期した上での撒まき餌えだった。

「そしてアナタは餌に食らいついた。そのときの様子を検討した結果――」

　問題なし。そう判断が下された。

　再会を契機に大目玉やゆかりが記憶を取り戻すこともなく、鉄平にとっても完全に手はなくなった。監視自体は継続して行うが、記憶を保持しているのが彼ひとりならば問題という問題も起こらないだろう――そう結論付けられたのだ。

　当然鉄平は首を傾かしげた。それでは何な故ぜ、詰つめ草くさは自分の前に現れたのか。

「でも問題が起きてしまった。やっぱりアナタは処分しなければいけない対象だった」

「どういうことだ？」

「今、古こ都とゆかりが記憶を取り戻しかけている」

　……

　……

　……は？

　　　＊

　鉄平が立ち去った後、ゆかりは再び床にへたり込み、茫ぼう然ぜんと中空を見つめていた。精気を吸い尽くされたかのように全身を脱力させ、ぽかんと口を開けている。

「キス、されちゃった」

　なんだか身体からだがふわふわとしている。悪くない。とても悪くない気分だった。五十嵐くんの唇、乾いてた。リップクリームでも勧めようか。そんな的外れなことを思う。

　そっと自分の口に、指先で触れた。

「……おかしいな」

　初めてされた気がしない。

　いままでキスなんてしたこともされたこともなかったはずだ。なのに初めての経験にしては、自分の身体は反応がおかしかったように感じた。恥ずかしい分析だが――お互いの唇の形を知っていて、どのくらい頭を傾ければきれいに合わさるか、それを身体が知っていた。そんな感じだった。

『俺おれとゆかりは元々付き合ってた。去年の二月から』

　ゆかりは改めて冷たい扉を見つめる。その向こうに鉄てつ平ぺいの姿を求めるように。

「ホント、なの？」

　自分は。

「本当に私は……記憶喪失なの？」

　ゆかりはよろよろと立ち上がり、玄関のドアを開けた。途端に頬ほおを叩たたく寒風。目を細め、外へと出た。

　答えを探すために。何かに導かれるように。

　　　＊

「完全に記憶が戻るのも時間の問題。これに鑑かんがみるに、アナタは他ほかの人間の記憶すら取り戻してしまうかもしれない。それは殺すに足り得る理由」

　だからアナタを、今ここで殺す。

「私は嬉うれしいよ」詰つめ草くさはニコニコと笑う。「むしろこのときを待ち侘わびてたよ？　そうでなくたって私はアナタを殺すべきだと、ずっと思ってた。お姉ちゃんは様子見様子見うるさかったけど、そんなのおかしい。《自壊》の二次的な現象を引き起こす、その可能性が一パーセントでもあるものは全部壊すべきなんだ。徹底的に、何もかも抹しょ……」

　長々と述べていた詰草は、しかし表情を消して言葉を切った。

　何な故ぜなら、

「……うへ」

　鉄平が、

「へへ、へへへ」

　笑っていたから。

「へへへへへへへへへへッ！」だらしなく頬を緩ゆるませてニヤけながら、笑い声をあげ始めたのだ。「うへっ、うへへへへへへっ、ぅげほっ、ぐっ、うは、うははははははははッ!!」

「……な、何？　キショいんだけど」

　腹を抱え、呼吸困難に陥るほどの激しい哄こう笑しように、詰草は頬をひくつかせて後ずさった。

「な、なんで笑うの？」

「なんでってお前、笑いが止まらねえんだよ！　ぶはッ」

　さすがに癇かんに障さわったのか詰草は眉まゆをしかめた。

「……馬ば鹿かにしてるの？」

「違え違え、そんなんじゃねえよ。んで？　結局アナタハ何シニ来タンデスカ」

「だから、アナタを殺しに」

「あぁゴメンゴメン。やっぱいいわ。喋しやべんなくていい。そっちの事情なんてどうでもいいんだったよ。いやぁ悪い。手間かけさせたな。もう口閉じてていいぞ。ぐふっ！」

「……」

　もはや詰つめ草くさは呆あつ気けに取られている。

　それもどうでもいい。鉄てつ平ぺいは自分でも不思議に思うくらいテンションが上がっていた。

　――いや、何これ？

　何なのだこの『無敵感』は。

　笑いながら、杞き憂ゆうにしかならない不安すら覚えた。つい数時間前まではどん底まで落ち込んでいたのに――なのにこの状況は何なのだろう。

　茜あかねが現れ、記憶を失っていない後輩が現れ、ゆかりが記憶を取り戻しかけている。そして目の前には焦がれていた待ち人。

　すべてが自分に味方している。今なら何でもやれる気がする。流れが来ている。不可能はない。できないことはない。しつこいようだが無敵だ。

「お前は何も喋しやべんなくていいよ。要するにこういうことなんだよな？」笑い過ぎて痙けい攣れんすら起こす腹を押さえ、鉄平は不敵に頬ほおを歪ゆがめた。「お前をボコボコにぶん殴れば、ゆかりの記憶は完全に元に戻してもらえる――だろ？」

「死ねよクソガキ」

　詰草は短く吐き捨て、地を蹴けった。金属バットを腰だめに構えながら。

　両者の開いていた十数メートルの距離は一秒足らずで埋められた。一瞬で――凄すさまじい速度で目前まで肉迫する詰草を、鉄平は冷静に観察していた。

　否。

　接近を、高揚し充血する双そう眸ぼうと凶暴な笑みで凝視していた。

　――………気がしねえ。

　眼前で詰草は大きく力強く踏み込み、上半身を回転させるようにバットを横に薙なぎ払う。右側から弧を描いて迫る強烈なプレッシャーに、けれど何ら恐怖を覚えなかった。鉄平の眼めは鮮明にバットの軌跡を捉とらえている。

　――負ける気がしねえッ！

　甲かん高だかい衝突音。

　確かな手て応ごたえ。が、詰草は目を剥むいた。

　バットを受け止めたのは鉄平の腹や腕ではなく、右足の靴底だった。

「なっ――」

　受け止めた足を通してバットからもたらされる浅い痺しびれも、今の鉄平にはちょうどいい刺激でしかない。前まえ蹴げりでバットを押し弾はじくと驚きよう愕がくに動きを止めていた詰草がバランスを崩して上体を仰のけ反ぞらせる。鉄平は振り上げていた右足をそのまま前方に深く深く踏み込ませ、さらに左手で詰草の上腕を捕まえる。

　同時に腰を捻ひねるように繰り出された右拳こぶしが詰草の脇わき腹ばらに埋没していた。

　苦く悶もんの呼気が詰草の口からこぼれ落ちる。

　拘束を維持したまま再度拳こぶしを腰だめにするところへ、詰つめ草くさの肘ひじがこめかみを打ち据えた。視界が真横に振動。しかし鉄てつ平ぺいは手を離さず、その握力に詰草が短い苦く鳴めいをあげた。

「っこのッ」

　二度目の肘打ち――が、それは空くうを切った。

　寸前で手を離していた鉄平は前傾姿勢をさらに深く沈み込ませ鋭く足をさばく。ほとんど地面を這はうような体勢で肘打ちの下をかいくぐり、そして下方からえぐり込むように拳を打ち上げる。

　それも空を切った。

　後方に飛び退のき距離を取った詰草は、バットを投げ捨てステップを刻みながら体勢を整える。顎あごの下にかすり傷。首元を伝う赤い筋を拭ぬぐいもせず微かすかな笑みを浮かべる。

「なるほ――」

　微笑は凍りついた。

　彼女のすぐ鼻先で、鉄平が跳躍していたから。

「え」

　視界のほとんどを黒い影に支配され――鉄平の跳とび蹴げりが鼻はな面づらに叩たたき込まれる。

　詰草は声もなく仰のけ反ぞり背中から地面に叩きつけられた。その横でまるで受け身のことを念頭に置いていなかった鉄平が左半身からまともに落下した。衝撃は痛みよりも先に痺しびれを伴い、強こわ張ばった呻しん吟ぎんがこぼれる。が。

「ふ。へへへ」

　よろよろと、鉄平は含み笑いをしながら立ち上がる。左肩を手で押さえてはいるが、その面に凄せい絶ぜつな笑みを浮かべ、仰向けに呻うめく詰草を見下ろした。

　――何でもできる。

　今の自分に敵はいない。突き抜けた無敵感。激しい衝動に鉄平は昂たかぶっていた。

　昨年の十一月。詰草の姉である紫むらさき露つゆ草くさと対たい峙じし、相当の苦戦を強いられた。その妹であるならば実力は伯仲していると考えられる。

　にもかかわらず、鉄平は負ける気がしない。

「どうしたよ？　そんなもんか」

「ぅ……か、は」

　詰草は肘を立て、よろめきながらも立ち上がろうとする。

「こんなもんじゃねえぞ」鉄平は吐き捨てた。「俺おれはこれからお前を潰つぶす。徹底的に壊してやる。そして返してもらうぜ」

　うつむいた詰草の肩が、震えている。

「ゆかりの記憶を」

　がばっ、と詰草が顔を上げた。

　それを見た鉄てつ平ぺいは目を剥むき、後ずさった。

「ふ」

「おま――」

「ふふふふふふふふふふふふふふぁあはははははははははははははははははははははッ!!」

　爆笑していた。

　瞼まぶたを最大まで見開き、露出した眼球は真っ赤に充血し、唇は大きく引き裂かれ端が吊つり上あがり、睫まつ毛げは細かく振動し――紫むらさき詰つめ草くさは狂気を思わせる笑い声を爆発させた。

「あはははははははははッ」

　今度は鉄平が慄おののく番だった。狂気の爆笑を前にし、あれほど燃え上がっていた熱が冷め始める。

「なんで、」

　問おうとした瞬間、視界がひっくり返った。足首を掴つかまれ引きずり倒されたのだと知るのは、背中から転倒した後にこちらを見下ろす詰草の顔を発見したときだった。

「私を――壊す？」

　外灯の照明を背にしているせいで詰草の顔は暗く隠れている。しかしその口元が歪ゆがみ白い歯が輝くのは見えた。

「じゃあ、アナタは――何？」

　起き上がろうとしたところを、額を踏まれて押さえられた。後頭部が地面に衝突し一瞬意識が飛びかける。

「アナタが壊そうとしているのは――何？」

　足でボールでもつくように、ブーツの靴底が容赦なく鉄平の頭に叩たたきつけられた。跳ねるように鉄平の頭が地べたと靴底を往復する。

「世界、世界でしょ？　世界が壊れる一因を――アナタが担ってるんだよ？」

　詰草は鉄平の服の襟えりを掴んで持ち上げた。その細い腕からは想像もつかないような膂りよ力りよくで顔の間近まで引き寄せられた。されるがままの体ていで薄目を開いた鉄平は、驚いて身じろぎした。

　詰草はまだ笑っていた。鼻血を流しながら。

「私たちの世界――『第二世界』が《自壊》した。これがどういう意味かわかってる？　どうして私たちがアナタたちにこだわるのか、わかっているの？」

　笑いながら、

「私たちは家族を失ったんだよ!?」

　泣いていたのだ。

「アナタたちの概念でいう『他人』、そんなものは私たちの世界には存在しなかったよ。ひとつの意思で通じ合い、生きてきた。同じ命を共有していた。『家族』だった!!　なのに『第一世界』の奴やつらがやってきた途端に疎通ができなくなった――回線がぶつ切れたみたいに何もわからなくなった！　そして皆殺し合った！　誰だれもが誰が何を考えているのかわからなくなって、不安にかられて――ただ、ただ、殺し合った！」

　笑顔は崩れない。ただ滂ぼう沱だたる涙が溢あふれて止まらない。

「私とお姉ちゃんはそれを見ていた。見ているしかなかったんだよ！　あんな経験はもう嫌なの、繰り返したくないの！　内界人のいいように利用されているのはわかってるよ、でもあの《自壊》を繰り返さないためだったら私は何でもする、私たちは何でもやるッ――だから誓ったの」

　元は同じ意思を共有していた『第二世界』の生命体。内界人の手により《自壊》から救い出されたふたつのそれは、互いに誓い合う。

「私たちは姉妹になろう。姉妹として、同じ願いを果たそう」

　そして姉妹のように容姿を真ま似ねし、姉妹のように名前を持った。『第二世界』の生命体にも寿命はある。先に生まれた露つゆ草くさが姉となり、それより遅く生まれていた詰つめ草くさが妹となった。

「ふたりで《自壊》を防ぐためなら何でもする――そう、誓ったの！」

　そのためなら人を殺すのも厭いとわない。

　どんなことでもやり遂げてみせる。

　内世界の存在やその一端に触れた、五十嵐鉄平いがらしてつぺいや古こ都とゆかりたち外界人。彼らの背景にはＫＯＴＯという超企業が存在する。いつかそこから内世界の技術が流出し外世界を破滅へと追いやる事態が起こるかもしれない。その可能性がある。

　あくまで可能性の話だ。必ずしもそうなるとは限らない。

　それでも。少しでもその可能性があるのならば。

「私たちはすべての可能性を潰つぶすよ」

　その要因足り得るものを――鉄平たちを殺す。

「だから、死んでよ」

　詰草は笑う。泣き笑う。

「お願いだから……死んで？」



　ぺし、と鉄平の平手が詰草の額を打った。



「な、に……？」

　それは触れるよりも多少強いくらいの、弱い接触。けれど詰草の言葉を止め、放心させるだけの印象を彼女に与えた。

「とりあえず離せよ」

　言われるまま、詰つめ草くさは襟えりから手を離した。離した、というよりは力が抜けた、という方が正しいかもしれない。

　とっ、と鉄てつ平ぺいは地面に着地した。そしてわずかに視線を上げた。目の前の少女は強こわ張ばった笑みを浮かべている。それは何な故ぜ鉄平の言葉に従ってしまったのか自分でもわからない、そんな戸惑いを抱いているようにも見えた。

　そう。少女なのだ。

『擬態』の姿とはいえ、紫むらさき詰草は少女なのだ。鉄平を軽々と持ち上げるような力を持っていようとも――彼女の意志が、その姿を作ったのだ。

　この姿そのものが、紫詰草という命を表している。

「なんで俺おれにそんなことを話すんだ」

「え……」

　粉雪の舞う中。

　ふたりはごくごく近い距離で向き合い、立っていた。

「お前にはお前のやり遂げなきゃいけないことがあるんだろ。だったら黙って俺を殺せばいいじゃねえか。なんでわざわざ説明する？　どうしてお前ら姉妹はそうやってだらだらと喋しやべるんだ」

「それは――」

「イイワケしてんだろ？」

　詰草の笑顔が凍りついた。

「自分にはこれこれこういう事情があるんです、だから仕方ないんです――って、俺にイイワケしてんだろ？」

「……してないよ」

「俺に形だけでも納得させるために、そんなイイワケをしてんだろ？」

「してないよ！」

「じゃあなんで笑う!?」

「……っ」

「どうしてそうやって誤ご魔ま化かすみたいに笑ってんだよ？　説明して、笑って、自分の感情押し殺して、無理矢理納得させようとしてんだろ？　俺も――自分も！」

「違う！」

「じゃあなんで笑うんだよ。なんで泣くんだよっ？　なんでそんな――」

　鉄平は吼ほえた。

　届くように。届かせるために。

「血でも吐きそうなくらい苦しそうな顔してんだよ!?」

　それは見るまでもなくわかることだった。

　詰つめ草くさは終始笑っていたけれど、そこに喜きの感情などはなく、ただただ悲しげで――涙はその押し殺そうとしていた本当の感情。

　そして今、詰草の顔には一片の笑みも残っていなかった。鉄てつ平ぺいの罵ば倒とうを受けたときから笑顔は瓦が解かいし、叱しかられた子供のように眉まゆ尻じりを下げ、

「してないよ!!」

　泣き喚わめいていた。

　溢あふれ、ぼろぼろとこぼれる涙。それを間近で見つめる鉄平の目は、揺るがない。

　静かに、強く――詰草を射抜く。

「お前は自分のしていることに納得なんかしてない。だから迷いがある」

「違う違う違う！」

「違うって言うなら証明してみろよ」真っ向から睨にらみ合い、鉄平は挑発した。「俺おれをここで殺して、証明してみせろよ」

　詰草は駄々をこねるように泣き喚きながら拳こぶしを振り被かぶった。右足を後方へとさばき、上体を沈め、右手を腰だめにする。攻撃への準備動作は驚くべき速度で行われ拳は放たれた。それは真まっ直すぐに鉄平の胸元へと吸い込まれる――

　より早く、鉄平の拳が詰草の顔面を殴り飛ばしていた。

「これはテメエのクソ姉にも言ったことだ――耳かっぽじってよく聞けよ！」地べたに投げ出される詰草に、鉄平は上から言葉を叩たたきつけた。「俺とゆかりの未来を邪じや魔まするなら、そんな世界はくそくらえだッ!!」

「う」詰草は這はい上がるように四つんばいになりながらこちらに突進してきた。「わああああああああああああああああッ」

　大粒の涙と血が宙を舞う。

　ふたりは衝突した。



　――違う。

　五十嵐いがらし鉄平の頬ほおを打ち据える。仰のけ反ぞる彼は、しかし一歩も退ひかずにこちらの額に頭突きをかましてきた。揺れる視界。意識が歪ゆがむ。

　――私は迷ってなんかいない。

　必ず遂げると誓った思い。

　これまでもひたすらに、がむしゃらにその誓いを行使し続けてきた。振り向かず、前だけを向いて、ただ突き進んできた。

　――私はお姉ちゃんとは違うんだ。

　姉である露草のように、迷いを抱いたりなどしない。

　詰草は負けじと頭突き返した。耳元で鐘を打ち鳴らされたかのような衝撃――今度は少年の足元が覚おぼ束つかなくなる。

　自分は振り向かない。何な故ぜなら、

「私はすでにヒトを殺してる!!」

　この一件とは別に、内世界の人間をその手にかけている。反対派の人間のある指示により。何人も何十人も。

「なのに引き返したら」ここでそのことを後悔し、引き返しでもしようものなら。「それは奪った命への冒ぼう涜とくだッ！」

「ンなクソ理論――」五十嵐鉄平いがらしてつぺいは鼻血を迸ほとばしらせながら歯を食いしばり、「俺おれの知ったことかよ！」

　詰つめ草くさの鼻はな面づらに拳こぶしを叩たたき込む。詰草は後ずさりながらも瞳ひとみは閉じていない。下からすくい上げるように爪つま先さきを打ち上げ少年の顎あごを蹴けり上げた。

　尻しり餅もちをつく少年の顔面を、詰草はさらに蹴り抜いた。返す脚で踵かかとを胸に叩き込――もうとして、その足首を捕らえられた。

　その掴つかんだ足首を支点に鉄平は立ち上がり、詰草の懐ふところに飛び込む。

「お前らの事情なんてどうでもいいッ」

　足さばきによる小さな遠心力で詰草の脇わき腹ばらを殴打した。詰草は腹の奥底から内容物が込み上げるのを覚えた。

「たとえお前らのやっていることが、」

　顎下から突き上げるように頭突きを食らい、

「正しかろうが、」

　頭を後ろに倒されたところで襟えり首くびを掴まれ、

「俺が間違っていようが、」

　ハンマーを叩きつけるように握にぎり拳が詰草の眉み間けんを叩いた。

「どうでもいいッ!!」

　凄すさまじい腕力で殴られた詰草は民家の外壁に衝突し、そのままずるずると腰を落としていった。鼻から下が血に染まり、苦しげに呼吸を繰り返す。

　その瞳は弱々しく目の前の少年を見上げていた。

「世界が滅んじまっても、知らねえ」

　鉄平は血液と痰たんの混じった塊を吐き捨て、言った。

「俺は俺とゆかりのために全力で闘う。それだけだ」

　――ちくしょう。

　ちくしょう。ちくしょう。ちくしょう。

　詰草の視界が歪ゆがむ。

　涙で、歪む。





　壁にもたれたまま動かなくなった詰つめ草くさを見下ろし、鉄てつ平ぺいは荒々しく息をついた。

「さあ約束だ。ゆかりの記憶、戻してもらうぞ」

「そんな約束……してない、んだけど」

「うるせ。敗者は勝者に従うのがルールだろ」

「ひどい、りふじんだね……」

「俺おれはいつもこれ以上の理不尽に遭ってる」

　血まみれの顔をうつむかせた詰草は、そのまましばらく動かなかった。もしかして気絶しちゃった？と不安になった鉄平が身を屈かがめたとき、すっ、とその左腕を差し出してきた。

「な、何だよ」

「とけい」

　詰草のジャケットの袖そでから、腕時計が覗のぞいているのが見えた。

「はずして」

　目は伏せたまま、ぼそりと呟つぶやかれる。

　何かの罠わなかと思ったがそれきり詰草は動く様子がない。仕方なく鉄平は恐る恐る腕時計に触れた。するとそれはあっさりと外れ、地面に落下するところを慌あわてて受け止める。

「つけて」

「……これが記憶を取り戻す装置なのか？」

「いいから。つけて」

　何なんだよ一体、と口を尖とがらせながらも鉄平は従った。どうやら付ける人間によってバンドが伸縮するらしく、それはぴったりと鉄平の左腕にはまった。一見して腕時計のようだったが、文字盤がなく、長針、短針、秒針――それらに加えて短い針がもう一本、小さなフェイスの中に収まっていた。そしてフェイスの側面には極小のつまみのような、またはスイッチのようなものが付いている。これが記憶を――。

　……鉄平は気付いていなかった。

「そのスイッチを――」

　詰草の口元が、笑みを浮かべていたことに。



「いがら――鉄平くん！」



　呼び声に、鉄平は驚いて振り向く。

　そこには息を切らし、防寒具の類たぐいも羽は織おらず駆けて来るゆかりの姿があった。

「どうして」

「本当なの!?」

　薄氷の張った地面の上を危なげに走りながら、ゆかりは叫さけぶ。

「本当に私は――記憶喪失なの!?」

　鉄てつ平ぺいは感極まって泣きそうになった。

　――長かった。

　自分の努力は無駄ではなかった。

　もうすぐ取り戻せるのだ。

　自分とゆかりとで培った思い出を。

　ふたりの元に取り戻せるのだ。

「ゆかり――」

「スイッチを、おして」

　低い声。肩越しに振り向く。詰つめ草くさは未いまだ顔を伏せたまま。

　唇だけが動いている。

「とけいの、スイッチを、おせば、はんいないの、たいしょうしゃの、きおくの《ふういん》が、とける」

　時計のスイッチを押せば、範囲内の対象者の、記憶の《封印》が解ける――。その言葉は確かに鉄平の耳じ朶だを打った。

　ゆかりの記憶が戻る。それを思うだけで胸が高鳴った。これを押せば。記憶が。戻る。鉄平の頭の中はそのことでいっぱいになり――だから気付かない。詰草の口調が妙に機械的で淡々としていたことに。気付かない。

「鉄平くん！」

　ゆかりはすぐそこまで来ている。

「ゆかり――」

　鉄平はそれを愛いとおしく見つめながら、

　腕時計の小さなスイッチを、



　押した。



    

  
    
      


【intermission】





　新しん城じよう括くくるがその感覚に囚とらわれたのは、街中で信号待ちをしていたときだった。

　気晴らしにショッピングに出かけた、昼下がりの街並み。休日ということもあってかたくさんの人々で溢あふれていた。手をつなぐカップル、家族連れ、休日にもかかわらずスーツ姿のサラリーマンやＯＬ、街頭アンケートの女性など――

　そんな人込みの中。

　括の目が、ある一点で止まった。

　それは道路を挟んだ向こう側。多くの人が信号待ちで立ちつくす中で、あるひとりにだけ括の視線は縫い付けられた。走る自動車を気だるそうに眺めていた――とある男性。

　――え。

　それはほんのささやかな違和感。何かが、括の胸の内で騒ぐ。

　男性は明らかに括の記憶にない人間だった。知らない顔。なのに――胸が騒ぐ。

　喜びに、高鳴っている。

　信号が青になり、人々が一斉に白線を渡り始める。括もそれに引きずられるように足を前に出した。同じように歩く男性。互いの距離が近づくにつれ、括の心臓は鼓動を激しくした。

「――――」

　すれ違う、その刹せつ那な。

　男性は括の視線に気付き、わずかに首を傾けた。

　括は思わず口を開いて。

「――――」

　でも言うべき言葉を知らなかった。

　男性もまた視線をそらし、すれ違っていった。

「……」

　対向の歩道までたどり着いた括は立ち止まり、振り返る。

　人込みに紛れてしまったのか――そこに先ほどの男性の姿はなかった。

「……あれ」括はぽつりと呟つぶやいた。「何な故ぜ、でしょうか」

　括の頬ほおを、一筋の雫しずくが伝っていた。

　どうして自分が泣いているのかわからず、人目に気付いて慌あわてて拭ぬぐって。

　括は再び歩き出した。



    

  
    
      


【第２話・エスケープ上等！】

In“〝The ××××××”〟



　　　１



　意識が覚かく醒せいして真っ先に行ったこと――正確には行わないように肉体に命じたこと。それは身じろぎをしないこと、特に瞼まぶたを開かないようにすることだった。覚醒と共に生理的に見開こうとする瞼を強引にねじ伏せ、足の爪つま先さきから頭の天てつ辺ぺんに至るまであらゆる動きを封じ、その状態で己の置かれている状況をでき得る限り理解することに努めた。

　まず――自分は仰向けに寝ている。背中には硬い感触。寝台……それとも床の上に寝かされているのだろうか。幸運にも手足は拘束されていないようだ。身体からだは動くだろうか。麻痺などはないだろうか。こればかりは実際に動かしてみないことにはわからない。

　他者の気配。右側にひとり、足元の方にもうひとり。話し声からして前者は男、後者は女と思われる。瞳ひとみを閉じた状態で感じ取れる気配はこのくらい。彼らはこちらが目覚めていることに気付いていない。

　とりあえずこんなところだろうか。

　それでは行動を開始しよう。

　目を開けた瞬間、視界が白光に塗り潰つぶされた。これは瞳を閉じていた段階から瞼の表面に光を感じていたので予想できた事態である。照明の光に目が慣れるまでは数秒を要する。よって視覚には頼らない。ただ気配のみを追う。

　跳ね上げた拳こぶしを右手側にいた男に闇やみ雲くもに叩たたき込む。確かな手て応ごたえとくぐもった悲鳴からして上う手まく脇わき腹ばらに入ったらしい。それによって自分の寝ている高さ――少なくとも床ではなく寝台らしき物の上にいるだろうことを知った。

「――っふ」

　背中を持ち上げ。両脚を畳んで上体に引き寄せ。寝台との接触面――支点を首の裏に移動。腹の上に溜ため込んだ脚を一気に解き放つ。足元からこちらを取り押さえようとしていた女は壁際まで蹴けり飛ばされた。――うん、多少の痺しびれは感じるが動きに支障はない。

　即座に起き上がる。視界が若干復活しているのを確認。白い部屋。天井の光源は壁や床に反射し、目覚めたばかりの自分にはなかなかきつい。目に映るものはどれも霞かすんで見えたが、人の形程度ならば認められる。腹を抱えてうずくまる男。胸を押さえて壁にもたれる女。そしてもうひとり――こちらは背後から覆い被かぶさる影を見てその存在に気付いた。

　棒状の影が振り下ろされる寸前で、真後ろへと旋回。男の横よこ面つらに裏うら拳けんを叩き込む。吹き飛ぶ男を尻しり目めに視線を巡らせると、第一打を浴びせたばかりの最初の男が注射器を手にこちらへと迫っているところだった。寝台に手をつきその顔面を蹴けり抜く。注射器が床に叩たたきつけられて砕くだけ散り、中の液体が飛び散った。男がもんどり打った上に寝台から飛び移る。こちらの全体重を心臓の真上に受け男は悶もん絶ぜつした。撃墜一。

　もうひとりの男が警棒のような物を振りかざして襲いかかってきた。が、視界の端に女が部屋を飛び出そうとするのを見つけてそちらに疾走。女は「ひっ」と悲鳴をあげるそばから背中を蹴倒され顔面から床に転倒した。その後頭部に踵かかとを落とし完全に沈黙させる。撃墜二。

　刹せつ那な、左半身に衝撃。後ろから振り下ろされた警棒が左の肩口に食い込んでいた。痛みと痺しびれに強こわ張ばる全身の筋肉を叱しつ咤たし、腰を落としながら足をさばいて反転。一八〇度回転した先、目の前に男の腹。身体からだごと傾けて下方から拳こぶしを突き上げ、股こ間かんのアレを打つ。敵は同性ならば誰だれもが同情に値するだろう絶叫をあげて昏こん倒とうした。撃墜三。

　他ほかに対象がいないことを確認。ようやくひと心地着いた。顔をしかめながら左肩を揉もむ。

「やれやれ……相当鈍ってますね」

　室内を改めて見回す。

　ここは診察室のようなところだろうか。にしては閑散としている。内装はすべて白一色。薬品と思われる小瓶が並べられた棚、自分が寝かされていたマットのない寝台。無力化させた男や女は皆白衣を着ていた。

　姿見を見つけ、そこに映る己の身を改めた。病人が着るような薄手の白い服――違和感を覚えた。自分にはこういうのではなく「デキル女」スーツでないと張りが出ない気がする。赤みがかったおかっぱ頭に赤フレームの下縁眼鏡めがね。裸足だった。自分の名前を頭の中で反はん芻すうしてみる。うん、ちゃんと思い出せる。頭は正常。

　自分の名前は――槍やりヶが岳たけ。

　にひっ、と笑顔を浮かべてみる。輝く白い歯。うむ健康。しかし袖そでをまくって見てみると随分と痩やせたように思える。二の腕の辺あたりに注射の痕あとを見つけた。

「……」

　普段は別の部屋に閉じ込められていたはずだった。そこでは度々気を失うことがあり、その現象には首を傾かしげていたが、どうやら気絶している間はこの診察室に自分は運ばれていたらしい。そして何らかの物質を投薬されていた、と、こういうことなのか。考えてみれば確かに体調不良に陥ることは何度もあった。それは薬の副作用だったのか。

　――どうして私は目覚めたのでしょう？

　本来目覚めないよう処置を施されているはずの自分が、にもかかわらず覚かく醒せいしたのは何な故ぜか。意識を失わせる薬物に抗体が出来ていた？　それで説明はつくのか。

　不可解な点は多い。しかしそれを検討している時間もない。

　とにかくここから脱出しよう。

「いい機会です」ぺたぺたと出入り口と思われるドアに向かいながら、槍やりヶが岳たけは緊張感のない、わりと気楽な口調で呟つぶやいた。「真実を知るために、歩き出してみましょうか」

　頭の片隅で、これまでのことを思い起こしながら――



　一体どのくらいの間、そこに閉じ込められていたのかはわからない。目覚めたときには槍ヶ岳はその白い部屋にいた。

　白い部屋の構造と機能には、他者による意図的なものを感じた。槍ヶ岳が時間の感覚を失うよう、窓のない部屋に閉じ込め、照明は常に煌こう々こうと天井で輝き続け、食事の出るタイミングにも規則性をなくしている――そんな意図を。

　食事は不意に部屋の片隅に現れた。音もなく、何もない空間にふっと湧わいて出る。内容は変化のない一パターン。それが朝食なのか昼食なのか夕食なのか区別することも叶かなわない、無個性な一品。それでも時間の感覚を取り戻すため部屋の隅を見つめ、一分一秒を数えながら食事が現れるのを待ったこともある。しかし結局どれもバラバラの時間差で現れ、仕舞いにはふと振り返ったときに部屋の逆側の隅に食事がぽつんとあるのを発見するなんてこともあり、それ以来時間の把握に関しては諦あきらめた。

　白い部屋に扉は存在しない。白い壁、白い天井、白い床が槍ヶ岳を全方位から取り囲んでいた。トリックアートのように視覚的に狂わせられる何かでも存在しなければ、見た目通り正方形型の部屋だ。狭いとは感じなかったが、それは調度品の類たぐいが存在しなかったためだろう。ひと通りのものが揃そろっていればきっと窮屈に感じられていた、そういう広さだ。

　この部屋にあるのは、槍ヶ岳という人間だけだった。他ほかには何もない。寝具の類すらなかったので寝るときはいつも床の上で、だから始終身体からだの節々が軋きしんで痛い思いをした。食事も手で鷲わし掴づかみできる物に限られ、それを食べるのに用いる食器類は添えられていない。白い床にぽつんと食事が現れそれを手で口に運ぶ――。



　異常ともいうべき構造をした、この白い部屋に閉じ込められてからほどなくして、槍ヶ岳は気付いた。自分は排はい泄せつをしていない。

　もちろん食事もしているし、たとえしていなくても尿意や便意くらいは覚えるだろう。実際それらを感じてからそれをする施設がこの部屋に見当たらなくて愕がく然ぜんとしたことがある。人間の尊厳を失うような行為を決意しなければいけないのかと頭を抱えたときに、ふと気付いた。いつの間にか便意がなくなっていたのだ。

　それは一度となく起こった。どうしても我が慢まんできず困り果てたとき、ふと尿意も便意もなくなっていることに気付くのだ。違和感は徐々に大きくなっていく。自分はここに入れられてから一度も排泄を行っていない。食料を摂取しているのにもかかわらず。

　その謎なぞを解くヒントは、不意に訪れる『気絶』にあると推測した。槍やりヶが岳たけは時々――いやしばしばと呼んでも差し支えのない回数で、何の前触れもなく『気絶』することがあった。まったく不意のタイミングにそれは訪れ、槍ヶ岳の意識は遠くなる。ひどいときには気を失ったことすら気が付かず床の上で目覚めることもあった。さらには激しい嘔おう吐と感に襲われ、あまりの苦しさに『気絶』することも。

　槍ヶ岳は思う。実は自分は、規則的に『気絶』させられているのではないだろうか。決まった時間に薬物かはたまた体内に埋め込んだ何かの装置により自分を失神させる。そしてその間に腸の内容物を排出し、他ほかにも諸もろ々もろの掃除を行う……ここで示した『掃除』とは文字通りこの部屋の掃除だったり、槍ヶ岳の身体からだを洗ったりという意味での掃除である。その証拠に、部屋の汚れ（主に槍ヶ岳の涎よだれや抜け毛、食い散らかしだ）が気が付くとなくなっている。何時間経たっても身体から異臭が発せられることがない。部屋も身体も清潔さを保ったまま。清掃業者が現れたことも風ふ呂ろに入った覚えもないのに、だ。

　馬ば鹿か馬ば鹿かしさに笑ってしまう。誰だれかが自分を閉じ込め、定期的に食事を運び、自分を気絶させた隙すきに部屋を掃除したり自分の身体を洗ったりしていると？　そのあまりに滑こつ稽けいな想像に槍ヶ岳は笑った。不気味さよりもややこしさにおかしさを感じてしまう。

　不可解なことは多々あった――が、そんな槍ヶ岳にもわかることがあった。

　どうして自分がこの部屋に閉じ込められたのかを。

　これは刑罰なのだ。

　白い空間に何日も閉じ込められれば、常人ならば容易に狂う。これはそういう罰であり、自分はそれに相当する罪を犯したということ。槍ヶ岳はこの世界の拘束機関にそういった刑罰が存在することを、知識として知っている。

　目に見えぬ看守は、槍ヶ岳が狂うのを待っている。狂うほどの苦しみを味わわせる罰。これはつまりそういう状況なのだ。自分は罪を犯し、罰を受けている真っ最中。

　罰はこれだけではない。

　もうひとつの罰とは――槍ヶ岳の記憶を奪うこと。

　もちろん彼女は自分がどういう人間なのか知っている。何ど処こで生まれどんな過去を過ごしどんな仕事をしてきたのか、そしてその都度どんな感情を抱いてきたかを隅々まで思い出すことができる。名前だって忘れてはいない。

　ただ思い出せないのが、その『仕事』に関してだ。

　どのような『仕事』だったのか、それは知っている。ＯＴＶというテレビ局でリポーターをしていた。……していたはずなのだが、そこで具体的にどんなリポートを行ってきたのかがどうしても思い出せない。それだけではなく職場の同僚の名前や顔の一切を忘れている。

　この忘却が他者から操作されたもの、つまり刑罰の一種であることももちろん知っていた。これは主に危険な知識や思想を持つ犯罪者を対象に行われる刑罰である。罪の重さを意識させる云うん々ぬんよりもこれから先に同じようなことが起こらなくするための、再発防止を優先させた処置だ。自分に施されたのはこれだろう。

　つまり自分は、忘れさせられた『仕事』の中で、何か犯罪を起こしたのだ。危険と思われる知識や思想を持ち、だから記憶を奪われてこの『牢ろう』につながれた。

「困った話です……」槍やりヶが岳たけは本当に困って呟つぶやく。何な故ぜなら、「一向に狂う気配もありませんし」

　掌てのひらを見つめて嘆たん息そくする。時間の感覚はなくなってしまったが、かなり長い間閉じ込められているのは事実だ。しかしなかなか自分は狂うことがない。平静を保ち続けている。吐き気を催したり気を失ったりと体調は万全ではないが、基本的に意識は乱れていない。なのでどうも罰を受けているという実感が湧わかない。

　――私は正常です。

　となると、いろいろと考える余裕が生まれてくる。

　考えるから、いろいろと気になってきてしまう。

「私はどんな罪を犯したのか……」

　知りたくなってしまうではないか。

　きっと自分が失っている記憶はこれだけではあるまい。失っていることにすら気付かない記憶が、きっとある。もっとたくさんの、大事なことを自分は失なくしてしまっている。

「知りたいですねぇ」

　天井を見上げ、自分を監視しているだろう人間たちに向けて、呟く。

「私、槍ヶ岳という人間が一体どんな罪を犯したのか――」

　　　＊

　診察室の外は真まっ直すぐに伸びる通路だった。壁も床も天井もすべて病的なほどに白で塗り尽くされ、監獄と同様に窓の類たぐいはひとつとしてなく、人工の照明光が内装の白に弾はじかれて全体が淡く輝いて見える。目の慣れない内は幻想的な、しかし慣れてくると逆に無機質な感触を覚えた。

　鉢合わせする人間は誰だれも白衣を着ていて、第一声はたいてい「そこで何をしている」か悲鳴かのどちらかだった。その度に診察室で拾った警棒で黙らせて通り過ぎていく。

　――見取り図が欲しいですね。

　何度か分かれ道を折れて進みながら、槍ヶ岳は考えた。この施設に関して自分は何も知らない。ただの刑務所のような施設だと思っていたがそれにしては白衣の人間が多い。何ど処こをどのように行けば外に出られるのか、窓ひとつ見つけられないこの状況では見当もつかない。

　それと、受刑者のリスト。

　見つけられれば僥ぎよう倖こうだ。そこに彼女の知りたい情報が載っているはず。

『槍やりヶが岳たけ』という人間が一体どういう罪を犯したのか。

　十中八九それは冤えん罪ざいだろうけれど。槍ヶ岳は確信して頷うなずく。自分のような完かん璧ぺきな人間が罪など犯すはずがない。犯したとしてもきっとバレないように上う手まくやるはずだ。記憶はないがそれだけは自信を持って頷ける。どうせ何かの陰謀に違いない。だから脱走しても問題ないはずだ。うむ。

　などと考えているとまた白衣の男と出くわした。五人目にもなると殴るのも鬱うつ陶とうしく思えてくる。足元を軽く払って転がし、警棒で激しく太ふと股ももを打ちつけて無力化させた。悲痛な声をあげて悶もだえる男の顔面を踵かかとで踏みつけ、槍ヶ岳は施設の見取り図と受刑者リストの在あり処かを訊たずねた。

　男は頑かたくなに口を閉ざすので、ニッコリ笑って教育してあげた。一分足らずで男は泣きながらとある事務室への道順を教えてくれた。

　通路を何度か折れ、たどり着いたのはデザインといえるデザインのない平へい坦たんな扉。『第三事務室』のネームプレートを確認し扉を開ける。そこも白い配色の内装はそのままに、最低限の調度品を揃そろえたという一室だった。デスクと一体型の端末が四つ、向き合い肩を寄せ合うように並び、壁には背の高い書棚が埋め込まれていた。起動中の端末は一台。そこに座っていた白衣の女性が顔を上げて目を剥むいた。

「あなたは……ッ」

　槍ヶ岳は一歩で助走を取り、跳ぶ。起動していないノート型の端末を踏み折りながらデスクに着地し、咄とつ嗟さのことで硬直している女の頬ほおに左右の方角から同時に掌てのひらを叩たたきつけた。目を白黒させる女の頭を両手で挟んで捕らえ、ニヒッと笑った。

「や、やめへ……こ、殺さないへ」

　涙目で訴える声は、頬をサンドイッチされているためくぐもっていた。

「アナタに拒否権はありません。よろしいですね？」

　女は青白い顔で口を噤つぐむ。よろしい、と槍ヶ岳は頷き、デスクの上から飛び降りて素早く女の背後に回った。その肩から覗のぞき込むように顔を出し、女の顎あごを撫なでる。

「この端末で」と、正面のディスプレイを示し、「私に関するデータを引き出していただきたいのですが」

　女は動かない。

「引き出して」槍ヶ岳は女の口に指と警棒を割り込ませた。びくりと震える舌を指先で柔らかく撫ぜ、その指を噛かみ切られないよう警棒を轡くつわのように噛ませる。耳元に唇を寄せて優しく囁ささやいた。「いただきたいのですが」

「へ、へほ……」

「従っていただければ悪いようにはいたしません」舌先を指で軽く摘まみながら、左手を白衣の胸元に潜り込ませた。ぴくぴくと痙けい攣れんする耳たぶにもう一度囁ささやく。「このまま舌を引っこ抜かれるのと……××××されるのと、どちらがお好みですか？」

　白衣の下では槍やりヶが岳たけの左手がアレなことになっている。

　白衣の女は耳まで紅潮し、がくがくと頷うなずいた。端末のタッチパネルに指を走らせる。口に指を突っ込まれたままなので端からよだれが垂れた。

　ディスプレイがナンバーの羅列で埋め尽くされる。画面をスクロールさせ『No.132249』で停止。

「ゆひでふへてくだふぁい」

　指で触れてください。槍ヶ岳は女の口から指を抜き、唾だ液えきで濡ぬれたそれでナンバーの表示に触れた。すると受刑者No.132249の容姿や年齢、経歴などが電気信号として脳内へと送り込まれてきた。基本的な記憶は残っているのでそれらの情報は既知だ。問題は罪状と詳しい職業内容で……

　しばらく情報を吟味していた槍ヶ岳は、顔をしかめた。

「……『秘匿secret』？」

　視線で問いかけると、女はおどおどと答えた。

「あ、あなたの罪というのは複雑なのです……今までこの世界にはなかった種類のもので」

「その複雑な罪というものについて説明願えますか」

「それは……」

　青い顔で女は口を閉ざす。槍ヶ岳もこれは容易には口を割れないだろうと見越していた。記憶を操作されている――つまりそれは覚えていてもらっては困るようなものなのだ。本人には特に情報取得に関して強力な規制がかかっているのだろう。事務室の場所を聞き出すようにはいかない。

　ならばいい。自分で直接調べた方が手っ取り早い。

「では次に、私と同じ罪状の者をピックアップしてください」

　女は表情を凍らせた。それを見て槍ヶ岳は当たりをつける。

　記憶の操作。それは主に思想犯に多い刑罰である。そういった思想類に関連した犯罪者に単独犯は少ない。必ずと言っていいほど『仲間』がいる。その予想は当たったわけだ。

「ここは素直に従った方がいいですよ。従わない場合、私はアナタの顔を砕くだく」

「……ッ」

「早くしてくださいな。私には時間がありません」

　迷うように視線を彷徨さまよわせるも、やがて女は諦あきらめて何人かの受刑者を槍ヶ岳に紹介した。槍ヶ岳は先ほどと同じように情報を取り込み、彼らの名前や居場所を知る。

「施設の見取り図も」

　ここまで来ると女も抵抗する気を失ったらしい。何度か切り替えられた画面に触れると、槍やりヶが岳たけは瞬またたく間に施設の構造を脳内で把握していった。

　頭の中で展開される平面図をそらんじていると、いくつか空白があることに気付いた。ぴんと来たので訊たずねてみる。

「この空白の中に、ひょっとして記憶操作に関する設備があるのでは？」

「……わかりません」しかし首を横に振られた。「私は末端なので……そこに何があるのかは存じておりません」

　ふむ、と槍ヶ岳は思考する。どうやらこの施設のすべての人間がすべてを理解しているわけではなさそうだ。規模も決して小さくない。記憶は早い内に取り戻したいが、ひとまずは脱走を優先させることにしよう。

「最後に質問させてください」

　まだあるのか、と女は泣きそうな顔になった。

「私は今の今までアナタのような白衣を着た人物としか出会っていない。ここはただの刑務所ではなく、何かの医療や実験施設のようなところ、またはそのような役割も持たせた場所なのではないですか？」

　また何か核心を突いたらしい。女は「う、ううぅ」と呻うめくばかりで答えられないでいる。

　槍ヶ岳がさらに突っ込んで訊ねようとしたとき、電子音が響き渡った。それは施設中で鳴っている警報らしく、続く放送でNo.132249の脱走と至急警戒態勢に入ることが警告された。にわかに部屋の外が騒がしくなる。

「……まあ、思ったよりは遅かったですね」

　槍ヶ岳は肩をすくめ、部屋を飛び出した。

　施設の略図は理解した。

　次は仲間捜しだ。



　　　２



「何か鳴っているよ、ハヤミちゃん。うるさくておちおち寝られやしないね」

「……」

「脱走だって。No.132249って誰だれなんだろうね。気になるね」

「……」

「あー、退屈だなぁ。脱走って言っても僕らには関係ないんだし。何か面白いことないかなぁ。センセーショナルな事件とか起こらないかなぁ。はっきり言って刺激が足りないよねぇ。ハヤミちゃんもそう思わない？」

「……」

「捕まってからもう二ヶ月以上にもなるけどさ、娯楽がないんだよここは。多分こうやって僕らを退屈死させるのが奴やつらの目的なんだとは思うけど。自然死さ自然死」

「……」

「ねえハヤミちゃんも何か喋しやべってよ。どうしていつもそうむっつり顔なの？　もしかしてそのむっつり顔って『擬態』で固定してたりする？　ねえ。ねえったらぶらほっ」

「……」

「ひ、ひどいよハヤミちゃん！　なんでいきなり殴らぼへっ、ぐっ、ぶっ、ぼっ」

「……」

「ちょ待ぎょりぶっ」

　　　＊

「だ、脱走ですよ一いち太た郎ろうさん！」

「らしいですね」

「一体誰だれが……あっ、あっ、もしかしてやーさんじゃないですか!?　そうですよ、きっとそうですよ！」

「だといいですね」

「そうに違いないですって！　このようなところから脱走できる方なんてやーさん以外にあり得ません！　さすが私のやーさんデス！」

「そうですね」

「どうしてそのように呑のん気きに構えているのですかっ？　これは朗報ですよチャンスなのですよ!?　これで私もようやく陰気な男とふたりきりの密室から脱出できるかもしれないのですよ!?　あぁ、囚とらわれの身になってから二ヶ月以上――長かった、本当に長かった……っ！」

「私も嬉うれしいです」

「……そこで肯定されると女としての尊厳が非常にアレなのですが」

「自意識過剰ですね」

「……」

　　　＊

　内世界から外世界へ。外世界から内世界へ。いずれの場合も『第二世界』を経由しなければ世界を渡ることはできない。ただしその分の利点はある。『第二世界』から他世界へと移動する際の、その座標の自由選択。それが可能になるのだ。

　同世界上のＡ地点とＢ地点。その間にあらゆる遮しや蔽へい物があろうとも、Ａ地点から『第二世界』へ、『第二世界』からＢ地点へと渡ることで瞬間的な空間跳躍が可能になる。もっとも内世界においては犯罪防止のため、ある程度の規制がなされているが。

　この施設における監房は、脱獄を防止するためそういった機能を有していた。槍やりヶが岳たけが囚われていた、出入り口の存在しない部屋――そこに運ばれていた食事もその機能によるものだ。囚人の出入りも然しかり、外部の操作なしには外に出ることは叶かなわない。

　施設には、その移動の受け入れ先である専用の個室があった。槍やりヶが岳たけは事務室で得られた地図でそこまでたどり着くと、装置を操作して目的の囚人たちを彼女のいる個室へと移動させた。

　移動させたのだが。

「…………」

　目的の人物たちは全部で四名。ふたつの監房にふたりずつ収容されていた。当然こちらから強制的に移動させたので、向こうにしてみれば唐突な出来事ではあったのだが――

「ちょ、ハヤミちゃ、やめ、うご、べぼぼっ」

「……」

　ひと組は目の前で、何な故ぜか一方がマウントポジションを制してもう一方を無言で殴り続けているところだった。組み敷かれ殴られているのは体格の痩やせ細った男性で、髪は後ろで束ねてまとめているがところどころ跳ねてしまっていてそのせいか不精な印象を受ける。殴られながらも、かけている丸眼鏡まるめがねが砕くだけない点が不思議だった。殴られる度に醜い悲鳴をあげている彼は、先ほど得た情報と照らし合わせれば――『一いつ本ぽん釣づり』という人物。

　その男性を真上から殴打しているのは『ハヤミマコト』という名前の青年。銀色の混じったオールバックの頭髪に鋭角的な骨格をした顔立ち。彼は嫌々汚きたならしい物にでも触れるかのように表情を歪ゆがめ、その引き締しまった肉体をもって「ハヤ、ハヤミちゃぶっ」拳こぶしを振り下ろしていた。

　そしてもうひと組はというと、

「前々から疑問だったのですが、一いち太た郎ろうさんは私のことをどう思っているのですか？　ひょっとして異性とすら見られていないような気がするのですが」

「異性というか、どうとも思っていません」

「……っ」

　食えない痴ち話わ喧げん嘩かをしている男女。

　熊くまのような巨体と長身の持ち主である男性に、背の低い女性が食ってかかっている。男はザンギリ頭で野生動物のような面をしているくせに、穏おだやかに唇の端を吊つり上あげてぴょこぴょこと跳ねて抗議する女性を見下ろしていた。

　女の方は幼児体型と呼んでも差し支えのないような小柄な体格をしているが、情報から槍ヶ岳は彼女が自分より二、三歳下の成人女性であることを知っている。おかっぱ頭にレンズの分ぶ厚あついビン底眼鏡。槍ヶ岳をそのままミニマムにしたような女性である。今は顔を真っ赤にさせて――少し涙目になっている――何やら喚わめいていた。

　前者の男は『一太郎』。後者の女は『越えち後ご屋や』。

　計四名。いずれも槍ヶ岳と同様の薄手の服を着た囚人で、さらに彼女と同じ罪状を抱える者たちだ。

　二組とも空間跳躍をしたことに気付いていないのか、槍やりヶが岳たけを無視して何やらやり合っていた。しばらくは様子を見て気付いてもらうのを待っていたが、やがて諦あきらめてぱちぱちと手を叩たたいた。

「ハイ注目ー」

　ぴたり、と四人は動きを止め――殴られ続けていた一いつ本ぽん釣づりについてはいつの間にか動かなくなっていたが――一斉にこちらを振り返った。槍ヶ岳はにこやかに手を振った。

「皆さんこんばんはデス」

「や、やーさん!!　やっぱり脱走したというのはやーさんだったのですねっ」

　呆ほうけていた越えち後ご屋やが見る見る内に破顔し、こちらに飛びついてきた。なんとなく本能が働いて槍ヶ岳はさらりとかわす。

「ど、どうして避けるのですかっ？」

「危機感を覚えました。記憶はありませんが私の本能がアナタを拒否したのでしょう」

　何気にきついことを言われたのだが、越後屋はそれよりも驚いたように瞳ひとみを見開いた。

「記憶が……ない？」

　槍ヶ岳は眉まゆをひそめた。他ほかの三人を見回すと同じように驚いた顔を見せていた。

「どういうことです？　アナタたちも記憶を操作されているのではないのですか？」



    

  
    
      



    

  
    
      　自分と同じ罪を被かぶせられたのならば（ここではあえてそう表現する）、自分と同じ刑罰が科せられているはずだ。この四人も自分のように記憶を操作されているものだと思っていたのだが。

「僕らの記憶はいじられていないよ」ごふっ、とひとつ咳せきをして、未いまだにハヤミマコトの下敷きになっていた一いつ本ぽん釣づりが言った。どうでもいいが頬ほおの辺あたりが赤く腫はれ上がり否でも嫌けん悪お感を催すような顔になっている。「多分槍やりちゃんは、世界間交流の一番の立て役者とも言うべき立場だったから、その罪の重さに対応して記憶を操作されたんじゃないかな」

「世界間交流……？　よくわかりませんが私が最も偉い人物だったわけですね」

「いやそういう意味じゃないんだけど」

「よくあの部屋から出られましたね」一いち太た郎ろうが言った。「一体どうやって？」

　槍やりヶが岳たけは扉の方を振り返った。微かすかにだがばたばたと足音が近付いてくるのが聞こえる。

「私もいろいろとアナタたちに聞きたいことがあります。詳しいことは移動しながらにしましょう」

　一本釣が頷うなずき、

「そうだね。ここは久しぶりに再会できた喜びに浸りたいところだけど、ゆっくりしてる場合じゃないね。……ハヤミちゃん、そろそろ退どいてくれないかな？」

「ディレクター」と一太郎が一本釣に話しかけ「アナタはきっと足手まといになるでしょうからここで死んでいきなさい」

「……一太郎、それが実の父親に向かって言うことかい？」

「父親。ハッ」

「何な故ぜそこで笑う。しかも父親をディレクターと他人行儀に呼ばないでよ。父親を父親と呼ぶことも孝行なんだよ？　ねぇハヤミちゃん？　ぐふっ！　どうして殴るのさ!?」

　槍ヶ岳は若干後悔を抱きつつあったが、とにもかくにも一同は部屋を出た。



　腰を屈かがめ、滑るように敵の懐ふところに潜り込む。半円を描いて足元を蹴けり払い、体勢を崩したところへえぐり込むようなボディブロー。相手の転倒のため拳こぶしに圧のし掛かかる体重を腰の遠心力で押し戻し弾はじき飛ばした。黒服の男は背中からまともに床に叩たたきつけられる。

　槍ヶ岳はそこで動きを止めなかった。通路の奥で拳けん銃じゆうを構えている敵がいる。これも黒服。どうやら彼らがこの施設の警備員らしい。

「止まれ！」

　警告の声。しかし従う理由を槍ヶ岳は知らない。むしろ深く上半身を沈ませて前傾姿勢で疾走する。威嚇射撃だろう、踏み込む爪つま先さきのそばで火花が弾けるが、それでもなお彼女は怯ひるまなかった。

　男の構える拳銃の射線がやや持ち上がる。狙ねらいは――肩？　それとも頭？　いずれにせよ問題はない。槍やりヶが岳たけは腰帯に挿していた警棒を抜いて槍のように投とう擲てきした。警棒は水平に放たれ拳けん銃じゆうを弾はじき、槍ヶ岳は武器を失った男が青くなるのを見ながら組み伏せ、即座に意識を失わせた。

　息をつく間もなく通路の向こうから続々と警備の人間がやって来る。舌打ちして立ち上がる槍ヶ岳の前に、ぬ、と大きな影が過よぎった。

「ここは私に任せてください」

　一いち太た郎ろうである。彼はその巨漢を活いかして突貫し、ショルダーからのタックルで並み居る人々を薙なぎ倒していった。真まっ直すぐに突き出された拳こぶしが相手の脇わき腹ばらの骨をへし折り、全身を吹き飛ばして激しく床に転がす。前まえ蹴げりで胸を打たれた警備員がそのまま壁に押しつけられ泡を吹いて悶もん絶ぜつした。振り向き様に裏うら拳けんで殴られた警備員は顔面が凹へこんだ。

　正に野生の熊くまがその圧倒的腕力で人間を蹂じゆう躙りんするかのような猛攻だった。それを遠巻きに眺め、槍ヶ岳は息をついて肩をすくめた。

「彼は職業の選択を誤っていますね」

　先ほど得られた情報により、槍ヶ岳、一いつ本ぽん釣づり、一太郎、越えち後ご屋やの四名はそれぞれ同じテレビ局ＯＴＶに勤めていたことがわかっている。槍ヶ岳はリポーター、一本釣はディレクターを務め、彼の実の息子である一太郎は少々特異な仕事をし、越後屋は槍ヶ岳の後輩にあたる。

　一太郎の特異な仕事とは、別世界への出張的な役割だ。

「……世界間交流」

　ＯＴＶが局を挙げて放送してきたのが《ザ・外界ウォッチング》という番組である。リポーターの槍ヶ岳が外世界――別名『第三世界』――に赴おもむき、現地人にぶっつけ本番で企画に参加してもらうという内容だ。

「それが最近、問題として取り上げられるようになってしまったのさ」

　槍ヶ岳の横に立ち、一本釣が言った。

『第二世界』の《自壊》を受け、世界間交流に反対する声の増加。当初より組織立って反対していた一派の扇動により、ＯＴＶ関係者等らの逮捕。記憶や情報の操作等の外界人への事後処置――

「気に食わないですね」槍ヶ岳は肩をすくめ、言った。「私には何が悪いのかサッパリです。世界間交流、大いに結構ではありませんか」

「《自壊》の再発を危き惧ぐする、というのは僕も行き過ぎているとは思うけど、実際他世界を滅ぼした経験があることには違いない。慎重を期すべきだという意見はわからなくもないよ。曲がりなりにも……僕たちのいた世界のことだから」

　遠い目をする一本釣を、槍ヶ岳は横目でちらりと見るだけで何も言わなかった。

　一本釣は内世界のテレビ局のディレクターという立場にあるが、彼は元々『第二世界』の人間である。この一件に『第二世界』の《自壊》が深く関かかわっているだけに何かしらの感慨を抱くのも当然だろう。

「でもやっぱりこのやり方は気に食わない。鉄てつ平ぺいちゃんたちも今いま頃ごろどうしてるのか心配だし。ＯＴＶの責任者として、僕は一歩も引く気はないよ」

「……」

　自分はどうだったのだろうか、と槍やりヶが岳たけは考える。一いつ本ぽん釣づりの言うように世界間交流に反対する声は理解できないわけではない。自分は一体どのような思想でもって、その声と闘っていたのだろうか。

　一本釣、そして彼が内界人の女性との間にもうけた一いち太た郎ろう――そのほかに、このメンツの中には『第二世界』の生命体がもうひとりいる。彼は唯一ＯＴＶに属さない人物。

　それがハヤミマコトだった。

　一太郎が並み居る警備員たちを片っ端から殴り飛ばすのを見守る一行の後方で、ハヤミはひとり立ち尽くしている。先ほどから一言も発することなく、頑かたくなに口を閉ざしていた。それでも槍ヶ岳たちの後をついて来るあたりは何か思惑があるのだろうが、如何せん無表情に徹しているのでその胸中は測り難がたい。

　ハヤミマコトが犯した罪は、槍ヶ岳のそれとはやや趣おもむきが異なっている。未遂に終わったが、彼は外界人の殺害を図った正真正銘の犯罪者だ。他世界との関わりを持った、という点で言えば共通しているとも考えられるが、世界間交流という観点から言えば全く違う。

　そういえば、と槍ヶ岳は思い至る。何な故ぜこの四人はふたつの『牢ろう』に分けられて収容されていたのだろうか。同業者であり同じ罪を抱える一太郎と越えち後ご屋やはまだ説明がつけられるかもしれないが、一本釣とハヤミについては罪の種類が違う。同じ世界の生命体だから、なのか？

「やーさん！」口元に手をやって考え込む槍ヶ岳の背中に、越後屋が抱きついてきた。彼女は涙を浮かべ、あぁ、と震える吐息を漏らす。「やーさん、記憶がないというのは本当なのですかっ？」

「ええ本当の話ですよ離れろクソアマ暑苦しい」

　早口に吐き捨てたのだが、しかし越後屋はぞくぞくして恍こう惚こつの表情を浮かべた。

「その毒舌っ！　やはりやーさんは記憶を失ってもやーさんです！」

　さすがに受刑者リストの資料には『越後屋はマゾヒストである』という記述がなかったので、この反応には面食らった。なるほど身体からだが拒否反応を示すはずだ。

　槍ヶ岳が越後屋を殴り倒す横で――それでも越後屋は快感にむせび泣いていたが――、一本釣が「うーん」と首を傾けた。

「どうして槍やりちゃんだけ記憶が操作されてるんだろうね」

「その点も含めてこれからいろいろと調べたいと思っています」頭を足あし蹴げにした後輩が悶もだえているのが鬱うつ陶とうしい。「ひとまずこの施設から脱出することが先決ですが」

「そうだね。それには賛成だ」

　疑問や不可解な点は多い。それらは立ち止まって憶測を働かせていても詮せん無なきことだ。ひとつひとつしらみ潰つぶしに解き明かしていくしかないだろう。

　――私の記憶が戻ればすべての答えが出る、とも考えられますね。

　今はそのための努力に徹しよう。

　一いち太た郎ろうはなおも警備員たちを蹂じゆう躙りんしていた。それを遠巻きに眺めていた一いつ本ぽん釣づりが感慨深く呟つぶやいた。

「それにしてもウチの息子は強いなぁ。とても僕の血を引いているとは思えないや」

「恐らくそれは真実なのでしょう。きっと母が当時付き合っていた別の男おっと失礼」

「い、今一太郎が果敢に闘いながら何か恐ろしい事実を暴露しそうになってたよハヤミちゃん!?」

「……」

「あの、やーさん……はしたないお願いだとは承知しておりますが、その、もう少し強く――あはぁッ」

　……人材に関しては非常に心細いが。

　ふと槍やりヶが岳たけは思った。

「その世界間交流の反対派についてなのですが」

　ハヤミの胸元にすがっていた一本釣が振り返る。槍ヶ岳は彼に訊たずねた。

「反対派の中心人物というのはどのような方なのでしょうか。立場的にこれから対たい峙じすることは避けられないと思うのですが」

「……そうだね。彼女とはいつか向き合わなければいけないね。気は進まないけど」一本釣は何な故ぜか陰のある表情で言った。「彼女の名前は五ご寸すん釘くぎ。反世界間交流の最高責任者だ」

　　　＊

　五寸釘という女性について、公おおやけに知られていることは少ない。

　世界間交流の反対派、その組織の中でも実質的な最高権力を持つ人物ではあるが、政治的に表立って動くことはない。反対派のトップとしては別の人間を立たせているし、そもそも彼女は内世界における個人を証明する物――外世界でいう戸籍のような物――を一切持たない。故ゆえにこそ何ものにも縛られず行動することができる。常にひとつの目的を掲げ、そのためならばあらゆる犠牲を厭いとわない。その信念を伴った頑固な姿勢にはついて行こうとする者が身分を問わず多い。

　個人を証明する物がない、だから一般には彼女の名前は知られていない――が、反対派に限らず世界間交流に深く関かかわっている者ならば誰だれもが彼女の名前を知っていた。

　反対派の存在は五寸釘あってのものと言っても過言ではない。



　イエロー系の明るい配色の長髪。リッチウェーブの施された頭髪は全体的に軽い印象がある。すっきりとした輪郭を描いた卵型の顔立ちがとても魅力的な笑顔を浮かべている。が、それは見る者の心を癒すのでなく激しくかき立てるような、妖あやしい魅力に満ち満ちたものだ。さらに執しつ拗ようなほど白で塗り込められた室内で、彼女のダークスーツはとても異彩を放っていた。

「対象は転移室から第三区画病棟へと移動するようです」

「よろしい。引き続き人員を投入、上う手まく誘導するように。薬物の投与は完了しているのだな？」

「はい。槍やりヶが岳たけが動き出した時点で、こちらの判断で投与は終えています」

　いい判断だ。部下の報告を受け、五ご寸すん釘くぎは頷うなずいた。

　とある一室である。壁一面を覆うほどの巨大なスクリーンに、複数の画像が重なるように展開している。端末の設置されたデスクに座るのは白衣の人間。その後ろに五寸釘が腕を組んで立っていた。

　スクリーンに映し出された画像では、五人の人物が廊下と思われる場所を走っている。黒服の警備員たちと接触する度にこれを無力化し、確実に進んでいる模様。

　囚人の脱走である。普通に考えれば非常事態なのだが、端末を操り指示を出す白衣に焦りの色はなく、スクリーンを見つめる五寸釘に関してもその表情に陰りはない。

「呼び出されたときは少々驚いたが」五寸釘が言った。「問題はない。予定通りのことを行うまでだ」

　槍ヶ岳の脱獄は完全に予想外だった。薬物の投与中に覚かく醒せいしたとのことだが、過去を振り返ってもそれは前例のない話だった。つくづく彼女の存在は不可解で不ふ愉ゆ快かいだ。それを思い五寸釘の笑みが多少歪ゆがむが、すぐに思い直して元の形を取り戻す。

　結果的に思惑とは別の形で事態が動いてしまい、不安要素はあるが――大局に影響はない。前々から“〝仕込み”〟は概おおむね完了している。これ以上突発的なことでも起こらない限り、計画通りにいくだろう。

「反世界間交流運動の最終段階」

　ようやくここまでたどり着いたな。そうこぼし、五寸釘は画面の中の五人に語りかけた。

「存分に踊ってもらうとしよう」



　　　３



　槍ヶ岳以下五人の脱獄者は廊下を走っていた。

「にしても槍やりちゃん、妙に大人しいよね」肩を並べていた一いつ本ぽん釣づりが思いついたように口にした。「いつもだったらもっとこう、自分の手を煩わすよりは他人を操る方に長たけてるっていうか。無意味に人を貶けなすというか。とにかくこんなに行動的で口数の少ない槍やりちゃんは初めて見るよ」

「そうなのですか？」当然槍やりヶが岳たけは首を捻ひねるしかない。「記憶がないのでアナタたちとどのように接していたのか、私にはわからないのですが」

　ふたりの会話に越えち後ご屋やが割り込んできた。

「一いつ本ぽん釣づりさん、何を仰おつしやるのですか。やーさんもニンゲンなのです、記憶喪失に憂いて平静を欠いてしまうことだってあります！　でもやーさん、ご安心ください。この私が必ずややーさんの記憶を取り戻してみせます何な故ぜなら私はやーさんのことが大好ぐぶお」

「そうそう、そういう越えつちゃんに空中回まわし蹴げりを叩たたき込むみたいなところとかさ。いつもだったらもっと陰湿に目め潰つぶしで黙らせるのが槍ちゃんのイメージなんだけど。あ、でも、いくら殴られたり蹴けられたりしてもああやって越ちゃんが笑顔で追いかけて来るのはいつも通りだね」

「ディレクターがキモイのもいつも通りですね」

「だから一いち太た郎ろう？　さり気なく父親を貶おとしめるのはやめてよね？　ホラ、越ちゃんが思いの外ダメージが大きかったらしく遅れ始めてるよ。肩を貸してあげなさい」

「お断りします」

「別に貸していただかなくても結構ですが一太郎さんはどうして私に冷たいのです!?」

　脱走中だというのにこの気楽なムード。これがいつも通りだというのなら記憶など取り戻さなくてもいいかもしれない、と槍ヶ岳は思わないでもない。

「……いつもより大人しい、か」

　果たして本当にそうなのだろうか。槍ヶ岳にはわからない。

　失った記憶は、ＯＴＶに就職以後のもの。それ以前のものなら問題なく残っている。その過去から判断するに――自分は元々このような人間だった。無口で、何をするにしても自分の手でなくては気が済まなかった。

　ＯＴＶでの経験が、自分を変えたのだろうか。わからない――

　廊下を駆ける列は、施設の敷地を把握している槍ヶ岳が先行する形でできていた。その半歩後ろを一本釣、「お、下ろしてください！」と赤い顔で喚わめく越後屋をなんだかんだ言いつつも背負う一太郎、そして最後尾にハヤミマコトがつけて来ている。

「うー……ここから脱出した後はどうするんですか？」

　越後屋が訊たずねた。結局一太郎の背から下りるのは諦あきらめたらしく、素直に揺られている。

「他世界へと移動します」槍ヶ岳が答える。「ここは恐らく内世界にある施設です。社会的にも敵対者が多いこの世界では態勢を立て直しづらいと予想します。一いつ旦たん外世界なりに避難するべきでしょう」

　一いつ本ぽん釣づりが言った。

「その考えには反対しないけど、この施設内にも移動できる装置はあるんじゃないのかな」

「確かにその可能性はあります。しかし私が得た施設の地図は、完全でなく空白が多い。それらをひとつひとつ当たっていくのには時間が足りません。そもそも囚人を移動させる専用の移動装置はありましたが、脱走防止の性質を考えてそれ以外の装置は存在しないと思った方が妥当かと」

「ふむ。外に出て移動手段を確保したほうが早いってことだね」

「その通りです」

「そうと決まれば早いです！」越えち後ご屋やが声をあげた。「とっととここから脱出いたしましょう！」

　一本釣は走りながら肩をすくめた。

「越えつちゃんは槍やりちゃんがいるとテンションが違うよね……」

「それもありますが、私は約束したのです」

「約束？」

「ええ。必ず戻ると――五十嵐鉄平いがらしてつぺいと約束しました」越後屋の表情が、憂いを帯びる。

「約束を果たすのに、随分と時間がかかってしまいました。彼は今、きっと孤独な闘いに挑んでいる……急がなければいけません」

　そうして越後屋が語ったのは、槍やりヶが岳たけの知らない過去だった。

　今までＯＴＶの企画に関かかわってきた外界人たちを守るため、越後屋は外世界へと派遣された。しかし越後屋は五ご寸すん釘くぎの手に捕らえられ、外界人の彼らは命こそ奪われなかったものの、記憶を再《封印》されてしまった。ただひとり五十嵐鉄平だけが記憶を保持したまま――。

　越後屋は悔しそうに唇を噛かみ、

「私は何もできなかった……」

「人の背中で感傷に浸るのは勘弁していただきたいですね」

　そう、あっさりと口にしたのは一いち太た郎ろうである。

　越後屋は目を丸くし、きー！と一太郎の首を絞めるが、その太い首はびくともしない。されるがままにしていた一太郎がおもむろに言った。

「君ひとりが背負い込むことはない」

「……え」

「私は、君がこの施設から脱出しようとあらゆる手を尽くしていたことを知っています。確かに私たちは出遅れてしまいましたが、だからこそその遅れを取り戻す努力をしましょう。助けられなかったと悔やんでいるのは、君だけじゃない」

　槍ヶ岳は一太郎の情報を思い起こす。彼はＯＴＶの連絡役として外世界に常駐していた。外世界のある企業の社長の秘書を務め、故ゆえに特別な思い入れも強いはず。

　守れなかったと言うのなら、それは越えち後ご屋やだけに限った話ではない。ここにいる槍やりヶが岳たけも一いつ本ぽん釣づりも、そして外界人と直接関かかわっていた一いち太た郎ろうも然しかり。自分たちＯＴＶのメンバーは外界人を守り切れなかった。

「君はひとりじゃない。だからこそ皆で、この遅れを取り戻す。そういう努力をしましょう」

　しばらく言葉を失い揺れる背中を見つめていた越後屋は――やがて目を伏せ、ぎゅっと一太郎の頭を抱いた。一太郎は何も言わなかった。

　え、何この甘い空気？とキョトキョトしている一本釣は無視し、槍ヶ岳は思う。

　――私は何のために、こうして走っているのだろう。

　自分が囚とらわれていた理由はすでにわかっている。脱走の当初の目的はそれだった。今はなんとなく流れに身を任せて彼らと共に行動している。もちろん自分に着せられた罪に納得できないというのもあるが、さほど強く何がしたいというのは実際はなかった。

　そう。私はどうしたいのでしょう？

　越後屋のように助けたい人物がいる、というわけでもない。記憶を取り戻せばその限りではないかもしれないが――とにかく今の自分には動機が薄いように感じられる。

　混乱しているのかもしれない。自己の記憶ではなく情報という形でもたらされる過去に。

　――記憶を失う前の私は、何がしたかったのだろう。

　槍ヶ岳がそんな物思いにふけりながら走っていたとき、

「……これは罠わななんじゃないのか」

　ぼそりと呟つぶやかれた言葉に、一同は思わず足を止めた。

　一斉に振り返る先――ハヤミマコトが無表情に視線を受け止めて立っていた。ここに来て初めて喋しやべる彼に、戸惑いを覚えつつも槍ヶ岳は訊たずねた。「罠、ですか？」

「何もかも上う手まくいき過ぎている」ハヤミは睨にらむように槍ヶ岳を見つめ返した。「槍ヶ岳。お前はどうやってあの部屋から抜け出すことができた。あれは俺おれの目から見ても外に出ることの叶かなわない空間だった。なのにお前はこうして脱走し、俺たちのことも救い出してみせた。そして今のところ大きな障害もない」

「……」

「上手くいき過ぎてんだよ。俺にはこれが罠としか思えない」

「ハヤミちゃん」一本釣が口を挟んだ。「君は何が言いたいんだ。もしかして」

「もしかしてもクソもねえよ」

　ハッ、と鼻で笑い、ハヤミは吐き捨てた。

「この女が、何らかの罠に俺らを誘い出そうとしてんじゃないかって言ってんだよ」

「そんなわけがありませんッ!!」誰だれよりも早く否定の声をあげたのは越後屋だった。一太郎の背中の上から喚わめき散らす。「やーさんが私たちを裏切っていると言うのですか!?」

「裏切っているかもしくは偽者かのどちらかだな」

「ふざ、ふざけないでくださいっ！　私にはわかります、今ここにいる人物は紛れもなくＯＴＶの槍やりヶが岳たけ先輩です！　何ど処こからどう見ても正真正銘の本物です！　そしてやーさんは決して私たちを裏切らない、私はそのことを知っています！」

「……ハヤミちゃん、さすがの僕も君の言い分には賛同できないよ」

「じゃあその釈明を本人にしてもらおうじゃないか」

　抗議する越えち後ご屋やと一いつ本ぽん釣づりを軽くかわし、ハヤミは言った。

「……」

　彼女を知る者には非常に珍しいことだが――槍ヶ岳は答えに詰まった。

　ハヤミの言っていることは、もちろん身に覚えがない。自分は自分が『槍ヶ岳』という名前の内界人であることを知っているし、裏切っているつもりも毛頭ない。

　ただ自分でも気にかかっていることがひとつだけあった。

　自分は何らかの薬品を投与させられていた、ということ。

　それが一体何なのか、果たしてハヤミの言い分と関連はあるのか。現段階では知る由もない。だから胸を張って答えることができないでいた。

　答えに窮する槍ヶ岳に代わって、越後屋が身を乗り出した。背負っている一いち太た郎ろうは迷惑そうだったが。

「怪しいと言うのなら、この中で最も怪しいのはハヤミマコト、アナタなのではないですかっ？　私たちの中で本当の犯罪者はアナタだけなのですから、裏で五ご寸すん釘くぎとどんな手を組んでいるのかわかったものではありません！」

　これにはハヤミではなく一本釣が反はん駁ばくした。

「越えつちゃん、昔罪を犯したからと言って今も重ねて罪を犯すという考え方は、僕はあまり好きじゃないな。そもそもハヤミちゃんは僕とずっと同じ部屋にいたんだよ、五寸ちゃんと接触する機会がない」

「一本釣ディレクターは二十四時間常にハヤミマコトを監視していたのですか？　目を閉じて睡眠状態に入ることはなかったのですか？　ディレクターが収容される前は？　機会ならいくらでもあります！」

「それでもハヤミちゃんが僕らを裏切っていると証明できるものは何もない。無む闇やみに疑いの目を向けるのはやめようよ、越ちゃん」

「仲間だという保証もないがな」

「ホラ！　今何か意い味み深しんなこと言いましたよコイツ！　やはりハヤミマコトは怪しい！　よってやーさんは無実！」

「やれやれ……一太郎、お前も何か言ってやっておくれ」

「私はディレクターが怪しいと思います」

「息子よ！」

　真剣な話をしていたはずなのに、いつの間にか緊張感のないただの言い合いになっていた。記憶が戻って事態も落ち着いたらこの方たちとは縁を切ろう、と改めて思う槍やりヶが岳たけだった。

「ハヤミマコト。アナタが私を疑うのも無理からぬことです」

　全員が槍ヶ岳を振り返る。一いつ本ぽん釣づり、越えち後ご屋や、一いち太た郎ろうの三人は驚いたように、ハヤミはニヤニヤ笑いながら「ほう」ともらした。

「私には疑いをかけられるような要素が多い。まずアナタたちがふたりずつ収容されていたことに対し、私はひとりで囚とらわれていた点。加えて」槍ヶ岳は袖そでをまくって注射の痕あとを皆に見せた。

「このように何らかの薬物を投与されていたようです。それが何なのかは未いまだ定かではない。そして私だけが記憶を失っている。明らかに不可解な点が『槍ヶ岳』という人間に集中しているのです。私は自信をもって自分が無実であることを主張することはできません」

「やーさん……」

　悲痛な顔をする越後屋に、槍ヶ岳は微笑ほほえみかけた。

「だからこうしましょう。皆さん、警備員の方々から分ぶん捕どった拳けん銃じゆうはお持ちですね？」

　例外なく頷うなずく。一同はこれまで接敵してきた相手からそれぞれ拳銃を奪っていた。ひとり一いつ挺ちよう、槍ヶ岳に至っては二挺を所持している。越後屋は丸腰だった。

「よろしい。では私はこの二挺の拳銃を放棄します」と、それらの拳銃を越後屋の手に押し付けた。「もしも今後私が何か怪しい行動を取るようなことがあったら、または私が裏切っていると確実に証明できるようなことがあれば、躊ちゆう躇ちよなく私の身体からだを撃ち抜いてください」

「え、そ、そのようなことはダメです！」

　拳銃を手に慌あわてふためく越後屋を微笑みで制し、

「信頼とは時としてリスクと引き換えにして得るものです」

　一同の顔を見回し、槍ヶ岳は言った。

「一いつ旦たんはこの条件下で私を信頼していただけないでしょうか」

「……いいだろう。悪くない」ニヤリといやらしく笑い、ハヤミは腰帯に挿していた銃を抜いて銃口を槍ヶ岳に向けた。「俺おれはためらいなく撃つぜ」

「望むところです」

「……参考までにお聞かせ願えないでしょうか。ハヤミさん」口を挟んだのは、一太郎だった。「これはハヤミさんが我々の信頼を得るための質問です」

「何だよ」

「アナタは脱走してどうするつもりなのですか？」

　答えにはわずかな間があった。ハヤミは言いにくそうに目を伏せ舌打ちした。

「……借りを返さなければならない奴やつがいる」

「それは――」

　ハヤミは唐突に銃口を一いち太た郎ろうに向けた。「退どけ」

　一太郎が通路の端に後退するのと、その拍子に背中の越えち後ご屋やが壁に挟まれて「ぐぇ」と呻うめくのと――ハヤミの拳けん銃じゆうが火を噴くのとが、ほぼ同じタイミングで起こった。

　通路の奥で警備員の身体からだが吹き飛ぶのを視界に捉とらえると、槍やりヶが岳たけはそちらに向かって駆け出した。真後ろを追う気配と足音を背に、突進する。複数の警備員たちが通路をふさぐ壁となり、こちらに一斉に拳銃を構え始めた。

　――止まるな。

　立ち止まればただ銃の的になるだけ。ならばいっそのことそこへ飛び込んでしまった方が早い。そういう無鉄砲というか猪ちよ突とつ猛もう進しんというか、とにかくそのような戦闘方法を何な故ぜか槍ヶ岳は知っていた。

　――誰だれかがこんな闘い方をしていたような気がする。

　記憶がないにもかかわらず、自分が誰かのやり方を模倣しているという感覚があった。

　そしてその感覚は妙に心地良く、力強く胸を鼓こ舞ぶした。

　銃声が通路を駆け抜ける。それは前方の警備員たちによるものでもあり後方の仲間たちによるものでもあった。複数の銃声、火花と硝しよう煙えんがあらゆる感覚を麻痺させ、それが余計に槍ヶ岳をひとつの意志に集中させた。

　――ただひたすら、ぶちのめすのデス。

　低く、低く。両者の弾幕をかい潜くぐり、四肢を用いて這はうように肉迫。最初に接触した警備員の手から拳銃を叩たたき落とし、顎あご下したを蹴けり上げる。仰のけ反ぞり倒れそうになるところをさらに突き飛ばしそれを追うように疾走。仲間の身体が壁になり、他ほかの警備員たちは銃口を向けつつも引き金を引くのをためらった。

　人体の盾から飛び出し手近の警備員の懐ふところにタックルをかます。馬乗りになったところで鼻はな面づらに握にぎり拳こぶしを叩きつけた。その背後に回ろうとしていた警備員の横よこ面つらを、そこまで猛進してきていた一太郎が蹴り飛ばした。そいつは別の警備員と縺もつれ合って転倒する。包囲された一太郎は回転するように立ち回って威嚇。その背中にしがみついていた越後屋が「ひゃああああああ」ぐわんぐわん揺れていた。

　残りの警備員は五人。肩を押し合いへし合いするように通路に密集している。同時に槍ヶ岳や一太郎に向けられる銃口は、しかし幾つかが火花をまき散らして宙に弾はじき飛ばされた。

　一いつ本ぽん釣づりとハヤミマコトの仕業である。ふたりは混戦から離れた位置で肩を並べて構え、同じタイミング、同じ拍子でハンマーを起こし引き金を引く。二発ずつ同時に放たれる凶弾のことごとくが警備員たちの拳けん銃じゆうを叩たたき落とし、または太ふと股ももや肩に衝突。撃ち返す者はいたものの冷静さを欠いたそれはあらぬ方向に流れていく。警備員が撃たれ、衝撃で転倒するところを槍やりヶが岳たけや一いち太た郎ろうが四肢を踏み叩いて沈黙させた。

　硝しよう煙えんの立ち込める中、目に見える範囲での敵はいなくなった。しかし遠く響いてくる足音に、槍ヶ岳たちは怯ひるむことなくその聞こえる方角に向けて駆け出した。

「……上う手まくいき過ぎているのは」

　相変わらず一太郎の背で目を回している越えち後ご屋やが、ぽつりと漏らした。

「皆さんが強過ぎるためでは……？」

　　　＊

　ダークスーツの肩に、ファー付きのロングコートを引っかける。両手に厚手のグローブをはめ、ハイヒールからブーツに履き替える。外は冷える。これくらいの準備はしておきたい。

　身に着けた物は、すべて黒い。この世界に赴おもむくときは必ず黒のファッションを身にまとうことに決めていた。他世界でもなるべく黒の混じった服装を選ぶようにしている。何ど処こかのとあるリポーターとの類似に苦笑してしまうが、彼女のは個人的嗜し好こうから来るファッションだ。自分とは違う。

　――これは私なりの、喪も。

　内界人の介入により滅びてしまった世界への、謝罪。黒をまとうことで常にそれを意識する。忘れてはならない。一生涯喪に服し続けることが、彼女――五ご寸すん釘くぎが自分に立てた誓いだった。

　白く長く遠く続く廊下を、黒の衣装で闊かつ歩ぽする。すれ違う白衣の所員たちが立ち止まり敬礼するのに、歩みは止めずに手を振って応こたえる。優秀な人員たちだ。恐らく計画も上手くいくだろう。

「上手くいかせてみせる」

　それが自分の悲願。今だけでなくこれからも、死ぬまで叶かなえ続けなければならない願い。予想外だった槍ヶ岳の脱走もただの通過点に過ぎない。このようなところでつまずいている場合ではないのだ。

「それが私の償いだ」

　白い廊下を、五寸釘は歩く。足取りに迷いはない。黒い染みのように白を侵食する。

　それが一生拭ぬぐえないだろう五寸釘の咎とがなのだ。

　　　＊

　幾人もの敵を排し、幾つもの扉を抜けた先――

　施設の外に脱出することに成功した一同を待っていたのは、しかしすでに崩壊した世界だった。

「そんな……」

　越えち後ご屋やの呻うめく声は、負の空間に吸い込まれる。

　そう、それは圧倒的な質量の負だった。

　闇やみ。闇。闇。完全な闇が彼らの前に広がっている。施設から漏れる照明の光が辛かろうじて周囲を照らしていたが、それは切断されたように数メートル先で闇に飲まれている。何も見えない――のだが、大気の流れで理解する。この闇の向こう、などというものは存在しない。この先には何もない。

　肌寒い。見上げれば空もどす黒く塗り潰つぶされている。空気も重く感じた。塵ちりのような粒子が宙を漂い、視界が霞かすむ。何とも言い難がたい酸性の異臭が鼻び腔こうを刺激し、息苦しくむせそうになる。

　地面は何かの液体で濡ぬれていた。粘液性のある、不快な感触をもたらす液体だ。くるぶしが浸る程度の、深さとも言えない深さだったが、それが見える範囲の地面を完全に覆っている。施設の放つ光が液体の表面で弾はじかれ鈍く輝いていた。

　そしてそれは、黒い。濁っているというのではなく、黒いのだ。黒い液体。槍やりヶが岳たけが手ですくってみると、どろどろと粘りながらこぼれ、掌てのひらには細かい何かの粒子が残った。

　槍ヶ岳はこれが何なのか知っていた。ここが何ど処こなのかも。

　内界人ならば知らない者はいないだろう。

「『第二世界』……」

　そこは『第二世界』だった。

《自壊》により崩壊した世界。死の異臭が漂い、自然光を失ったため常に闇が世界を閉ざし、地表はかつて存在していた生命体たちの体液により巨大な湿地と化している、あらゆる生命が死滅し呪のろわれた大地。

　槍ヶ岳は背後を振り返り確認した。暗くら闇やみの中、淡い白さでぼうと輝く建物。

「ふはっ」ハヤミマコトが吹き出すように笑った。「悪趣味もいいとこだなぁオイ。まさか『第二世界』に刑務所を作るたァな」

　槍ヶ岳には、彼がわざと軽口を吐いているようにしか聞こえなかった。その声こわ音ねは明らかに怒気をはらんでいる。

　ふと見ると、一いつ本ぽん釣づりが無限に広がる闇を白い目で見ていた。低い声で、呟つぶやく。

「正気か……五ご寸すんちゃん」

　ハヤミマコトと一本釣は『第二世界』の生命体である。その胸中は計り知れない。

「……どうしますか」一いち太た郎ろうだけが表面上は平静を保っていた。「これでは他世界に渡ることはできません」

　槍ヶ岳たちは、この施設が内世界にあるものだと思い込んでいた。内世界であれば世界間を移動するための装置は幾らでも見つけられる。

　が、ここは『第二世界』だ。そのようなものがあるはずがない。

「じゃ、じゃあこの施設の人間はどうやって移動を……」

「そのための装置があるか、はたまた各自が携帯機を所有しているかのどちらかでしょう。もちろん後者の場合は、施設内にいる間は何ど処こかに保管して、ね」

　越えち後ご屋やと一いち太た郎ろうのやり取りを聞きながら、槍やりヶが岳たけは唇を噛かんだ。盲点だった。どうしてこの可能性に気付かなかったのだ。これならば最初から施設内を探索した方が早かった。普段の私ならばこのようなミス――

　はっ、と我に返った。普段の私？　何だそれは。どんな私だそれは。

　――錯乱してますね、私。

　どうにもこうにも調子が悪い。記憶がなくても自分が何処かおかしいということくらいはわかる。思考が上う手まく形にならない。あやふやな感じがなくならない。

「うっ……」

　ぱしゃ、という水音に振り返ると、越後屋が口元を押さえ片かた膝ひざをついていた。

「どうしたのです？」

「なにか……いきなり具合が悪くなって」

「ああ、それはきっと、この空気中に漂う瘴しよう気きにあてられたせいだね。慣れてないとこれはきつい」

「……そう言うディレクターも、顔が青いですよ」

「え？」と指摘を受けた一いつ本ぽん釣づりが、いきなりがくりと膝を折った。這はいつくばるように地面に倒れる。「アレ？」

　異常は彼らだけではなかった。一太郎やハヤミでさえも、次々と膝を屈していったのだ。各おの々おの額や胸を押さえ、苦しげに呼気を漏らした。

　ひとり、槍ヶ岳だけが正常だった。

「何……一体どうしたのですっ？」

　ハハッ。空気を裂いて、笑い声が響いた。

　槍ヶ岳が見やる先、闇やみの向こう――そこから人影が浮かび上がった。

　肩にコートを羽は織おった、全身黒ずくめの女だった。嘲ちよう笑しようと言うべき笑みを浮かべ、こちらを細目で睥へい睨げいしている。

　一本釣が呻うめくように言った。「五ご寸すんちゃん……っ」

　この女が――槍ヶ岳は身構える。

　身長は自分と同じくらいだろうか。出るところが出ているスタイルが妙に癇かんに障さわる。女は特に肩に力を入れるでもなく、リラックスした状態で立っていた。

　この女が、世界間交流に反対する一派の実質的なトップ――五寸釘。

「気分はどうだ。一いつ本ぽん釣づり」見目麗しい容姿に反し、五ご寸すん釘くぎは乱暴な口調で言った。「最悪だろう？　安心しろ。じきに楽になる」

「それは、どういう……」

「さて槍やりヶが岳たけ」

　五寸釘は一本釣を無視し、槍ヶ岳を見やった。

「状況は絶望的だな」

「……」

「逃げ場はない。頼れる仲間たちもこのザマ。貴様はこれを、どう打開する？」

　どう打開するも。

　この状況でやれることは、ひとつしかない。

「アナタがいなくなれば、反対派組織はどうなりますか」

「ふむ。そうだな……」五寸釘は顎あごに手を当て、「私は何事も自分の手で処理しないと納得できない癖があるらしい。故ゆえに部下が把握し切れていない事柄が多い。私の後を継ごうとする者は何人も現れるだろうが、そう簡単には立て直しは利かないだろう」

　五寸釘はこう言うが、それはまだ謙けん遜そんというものだった。彼女の存在なくしては反対派組織の成立はなかった。五寸釘がいなくなれば組織の事実上の崩壊は免れないだろう。

「ならば答えはひとつです」

　槍ヶ岳は腰を落とす。まだ実感そのものは薄い。闘う理由、それも曖あい昧まいなままだ。しかしこの機会を見逃す手はないことだけは、彼女にもわかっていた。

「私はアナタを倒す」

「やってみろ」

　槍ヶ岳の足元で大きな波紋が生まれた。黒い湿原が激しく波打つ。

　幾つもの波飛沫しぶきを立てながら、五寸釘に接近し、その顔面に浅く握にぎり込んだ空手を打ち込む。空くうを切る、が逆の手が五寸釘の胸元に伸びている――しかしそれも空気中の粒子を握るに終わった。

　後方へと退ひいていた五寸釘を、一歩で追う。衣服が黒い液体で汚れるのも構わず、槍ヶ岳は大きく踏み込み腰をねじるように全力で拳こぶしを放った。このタイミングならかわせない。そう判断しての一撃だった。

「らしくないな」

　ぱん、と自分でも拍子抜けするほどの乾いた音が鳴った。槍ヶ岳の拳を――五寸釘が軽く掌てのひらで受け止めていた。

　――勢いを完全に殺されたっ？

「記憶をなくすと」影が槍ヶ岳の視界を覆う。「こうも人は変わるのだな」

　抵抗。その言葉が虚むなしくなるほどの膂りよ力りよくに、槍ヶ岳の視界が反転した。気が付けば液体をまき散らしながら背中から地面に滑り落とされ――茫ぼう然ぜんと五ご寸すん釘くぎの顔を見上げていた。

「貴様の闘い方はもっとスマートなものだと思っていたが、誰だれかの真ま似ねでもしているのか？」

　自失状態からはっと意識を取り戻した槍やりヶが岳たけは、慌あわてて立ち上がり飛び退のく。五寸釘は何をするでもなく冷たい瞳ひとみでそれを見ていた。

「くっ」

　奥歯を噛かみ締しめ、腰の回転と共に脚を跳ね上げる。右の爪つま先さきが五寸釘の横よこ面つらに突き刺さる――ことはなく、それは擦り抜けるように五寸釘の鼻先をかすめていった。かと思うと再び視界は暗転。今度は顔面から液体に突っ込んだ。軸足を蹴けられたらしく、受身を取ることもできずまともに転倒、意識が一瞬飛んだ。

　這はいつくばって立ち上がろうとする背中を、五寸釘が踏みつけてきた。全身に覆い被かぶさる黒い水と、鼻を突く異臭。口の中に流れ込む液体にむせ返った。肉体的な痛みや生理的な刺激に頭がくらくらと眩暈めまいを覚え、口内に残るざらざらとした感触がひたすらに不快で仕方がない。

「槍ヶ岳。私は貴様が嫌いだ」頭上から五寸釘の声が降ってきた。「貴様は極めて勝手が過ぎる。自分の趣味嗜し好こうのためなら他ほかの何をも厭いとわない。安易に世界間の交流を行い、外界人の命を何度も危険にさらし、それのみでなく彼らの生活環境の操作にまで手を加えてきた」

　それは唐突な告白で、槍ヶ岳は伏しながら困惑した。というか自分はそんなことをしていたのか。

「私は貴様が殺したいほど憎い」

　言葉のわりに、淡々とした口調だった。しかし故ゆえに――その底知れぬ憎悪に背筋が凍る。

「我が悲願を達するために、貴様は――貴様らは邪じや魔まで仕方がない。その存在を抹消してやりたい。……が、残念ながら」

　槍ヶ岳は身体からだを起こそうとしたが、背中を押え付ける脚はびくともしない。自分とさして変わらない体格の何ど処こに、これほどの力があるのか。

「残念ながら、内世界に死刑制度は存在しない」

　――え？

　槍ヶ岳は動きを止めた。何と言いましたかこの女。

「何な故ぜなら我々は記憶を操作することで罪を犯すに至る思想や過去を《封印》し、犯罪者を更生させることが可能だからだ。外世界にあるような死刑制度は我々には必要ない。もっとも一部の内界人は、他世界の人間の死に関しては非常に淡白だがな」

　理解できない。五寸釘が何を言わんとしているのか、わからない。

　なのに予感がある。彼女の口にしようとしていること――これから起こるだろうことが、自分にとって極めて不利な出来事だろうことが。

　気が付けば背中の圧力はなくなっていた。槍やりヶが岳たけはのろのろと立ち上がる。五ご寸すん釘くぎは数歩離れた位置でこちらを観察していた。コートのポケットに手を突っ込んで悠然と喋しやべる様子は、あまりに無防備だ。

「法的手段では、貴様を殺せない」

　だから、どうしたと――



「だから貴様には、思いがけない悲しい事故で死んでもらう」



　途端、槍ヶ岳は首筋が粟あわ立だつのを感じた。

　咄とつ嗟さに横に飛ぶ。だが今一歩遅かった。連続で鳴り響く火薬の爆発音と共に全身が殴られたように吹き飛び、切り刻まれる。足元を失い再び湿地に叩たたきつけられた。

　途方もない痛み――全身が熱い。撃たれた……のだと思う。それが身体からだの何ど処こなのか、何処から発せられる痛みなのかわからず、猛烈な熱さにのたうった。

「ほぅ。腐っても悲鳴はあげないのだな」

　撃たれた、ですって？

　誰だれに？

　問うまでもなく、自分でもわかっていた。銃声は四発。弾丸はすべて後方から襲ってきた。それが意味するところは。

　槍ヶ岳は這はいつくばったまま、肩越しに背後を見やる。

「裏切り者は……」

　そこに拳けん銃じゆうを構えて立っていたのは、

「アナタたちだったのですね……」

　今の今まで共に闘ってきたはずの四人の仲間たちだった。



　　　４



　震えは心臓から起こった。

　それは全身に伝わり、立つことも叶かなわないほどの振動を足腰にもたらす。越えち後ご屋やだけではなかった。一いつ本ぽん釣づりも一いち太た郎ろうもハヤミマコトも、それぞれが膝ひざを突き、傍目はためにもわかるほどぶるぶると震えていた。寒気を伴うそれは、強烈に肉体を支配する。

　越後屋の身体が――否、精神が主あるじの言うことを聞かない。これほどの弛し緩かんを抱えているにもかかわらず、銃を握にぎる手が持ち上がり、真まっ直すぐに前方に向けられる。

「違……ぅ」

　否定の肉声をあげるそばから、脳内の意識が別のモノに奪われていくのを感じた。脳が命じている。殺せ。とにかく殺せ。訴えかけてくる。

　震える指が、勝手に引き金を引く。筒先で弾はじける火薬。その先で――血ち潮しおが散った。

　殺せ。

「ちがうのに……っ」

　越えち後ご屋やは悲鳴をあげた。



「脱走の末、精神に異常を来きたして同士討ち――これが貴様らに用意された末路だ。どうだ？　悲しい悲しい事故だろう？」

　弾丸が己の肩をかすめ、吹く血に顔を赤く染められながら、槍やりヶが岳たけは茫ぼう然ぜんと五ご寸すん釘くぎの言葉を聞いていた。

「収容後、彼らには定期的に薬物の投与と潜在意識の操作を行ってきた」五寸釘は悲鳴をあげながら銃を撃ち続ける四人を見やり、「深層心理に特定人物への殺意を植え付け、さらにそれを助長する薬物を与え続ける。もちろんそれを受けている間の記憶は彼らにはない。知らず知らずの内にそれは彼らの中に根付いていく。……体内に混入した薬物の活性化の条件は、この『第二世界』の空気中に多く含有している成分を吸収すること。長い投与により全身に行き渡っていた薬物は活性化により殺意を呼び起こし、肉体行動を完全に支配し――」

　五寸釘が、こちらに視線を落とす。

「彼らは貴様を殺すことしか考えられなくなる」

　交錯する両者の視線の間を、銃弾が駆け抜けていった。

「この模様は映像として記録している。無音声の、私の姿が映らない、絶妙な角度とタイミングでな。貴様らの錯乱状態だけが証拠として残るわけだ」

「初めから……これを狙ねらっていたのですね」

「お前が脱走したと聞いたときは焦ったがな。元々準備が整い次第、こちらから脱走させるつもりではいたが。手間が省けたと考えることにしよう」

「何な故ぜ、このような……」

「私は貴様の存在を最も危うく思う」何ど処こまでも無感動な目が、槍ヶ岳を射抜いていた。「貴様は世界間の交流に何の危機感も抱かない。己の嗜し好こうのためならば他者の人生を操ることにも躊ちゆう躇ちよしない。私はそこに愉ゆ快かい犯的な悪意すら感じるよ。貴様の思想は明らかに危険で有害なものだ」

「……」

　そこまで言われると、自分でも疑問を抱いてしまう。

　自分は――槍ヶ岳という人間は、何のためにそのようなことをして来たのだろう。

「記憶を操作するだけでは足りない。記憶があろうがなかろうが貴様は同じことを繰り返す」

「決め付けられるのは心外ですね……」

「貴様が自分でそう言っていたのだ。過去に」

　我ながら厄やつ介かいなことを言ってくれたものだ。

　何発もの弾丸が槍やりヶが岳たけの周囲で弾はじけた。薬物により強制的に肉体活動を支配されているためか、四人とも狙ねらいが定まらないようだ。代わりに波打ち降りかかる液体にむせた。

「異常なのだよ。お前は」

「……」

「貴様にも彼らと同じ処方をしてきた。互いに殺し合うように、そのような洗脳を施してきたつもりだ。しかしお前の身体からだはあらゆる操作を受け付けなかった。深層心理の書き換えはエラーを起こし、薬物も肉体が拒絶反応を生じて吐き出してしまう。どうやら拘束される以前に、そういったことに対する防御システムを体内に埋め込んでいたのだろう。結局記憶を操作することしかできなかった。それにも骨を折った」

　あの体調不良にはそんな意味があったのか、とぼんやり思う。

「お前は内世界、いや『第二世界』においても外世界においても、危険因子でしかない。もちろんこの一件で我々は監督責任を問われるだろう。しかしお前を生かしておくことに比べれば安い代償だ。大人しくここで仲間の手で排除されろ」

　越えち後ご屋やの悲鳴が、一いち太た郎ろうの咆ほう哮こうが、一いつ本ぽん釣づりの制止の声が、甲かん高だかく響き渡った。皮肉にもそれを合図にしたかのように一斉掃射が始まる。

　槍ヶ岳にとっては無限のような時間だった。周囲の液体が激しくしぶき、身体の節々が跳ねる。当たっているのかかすめているのか外れているのか――いちいち判断ができない。際限無い痛みに意識が断絶と覚かく醒せいを繰り返した。



　そして――『何か』を思い出していた。



　やがて銃声は途絶えた。弾切れしたのだろう、引き金を引き続ける音だけが空虚に響き続ける。

　槍ヶ岳は動けない。が、まだ息があった。

「越後屋」

　五ご寸すん釘くぎの呼び声に、越後屋がびくりと身体を震わせた。

「貴様は先ほど、槍ヶ岳からもう一いつ挺ちようの拳けん銃じゆうを預かったと記憶しているのだが。どうだったかな」

「そん、持、て、な、持って……なん、か」内面での鬩せめぎ合いが、越後屋の喉のどを弛し緩かんさせる。しかしその手は腰元の拳けん銃じゆうを抜き出していた。「あ、ああぁ……！」

「ふむ。ではこちらに来たまえ。現在の精神状態でそのように離れていては当たるものも当たらない」

　ふらふらと、越えち後ご屋やの脚がそれに従う。緩慢なほどの足取りで、しかし確実に接近し、とうとう越後屋は槍やりヶが岳たけの傍そばまでたどり着いた。

　越後屋はいやいやと頭を振る。

「狙ねらうのは頭だ。外すなよ」

「いやァアッ」

　越後屋の抵抗は、辛かろうじて支配に耐えた。弾丸は槍ヶ岳の周囲の液体を爆発させるに終わる。が、続く一発は肌を切り裂き、もう一発は右肩を撃ち抜いた。全身が揺さぶられる感覚に槍ヶ岳は白目を剥むいて吐血した。

「やめ、やめ、やめ」

「残りは一発だな。照準を合わせろ。銃口を頭に近付けろ。確実に殺せ」

「やだ……！」

　ごつっ、と硬い銃口が槍ヶ岳の後頭部に衝突する。越後屋はもはや目を瞑つぶっていた。正視することも叶かなわない。ただただ現実を前にして目をそらすことしかできなかった。

「やだよぉ！」



    

  
    
      



    

  
    
      「殺せ」

　刹せつ那な。



　くふ。



　すべての物音が静止した。

　越えち後ご屋やを侵していた殺意も、たゆたっていた液面も、辺あたりに充満していた死の気配でさえも――すべてが一瞬、穏おだやかに凪ないだ。

　狂気すらはらみ始めていた五ご寸すん釘くぎの眼まな差ざしが、不可解に歪ゆがむ。

「……何？」

　湿地に突っ伏す槍やりヶが岳たけの背中が小刻みに震えていたのだ。彼女の頭の周辺ではぶくぶくと液体が泡立ち、それはまるで、

「気が狂ふれたか……？」

　笑っているかのよう。

　越後屋がびくりと肩をすくめた。後頭部に突き付けられた拳けん銃じゆうをものともせず、むしろ押し上げながら、槍ヶ岳が面おもてを上げたのだ。

　くふ。

　くふふふふふふふ。

　彼女はくつくつと笑っていた。

「いまいち自分がわかりませんでした」独りごちるように、槍ヶ岳は言う。「過去の自分の心理が理解できませんでした」

　みっともなく這はいつくばり、『第二世界』の生命体の体液に塗まみれながら、しかし槍ヶ岳は凄せい絶ぜつな眼差しと笑みでもって五寸釘を見上げてみせた。頭に拳銃を突きつけられていようが構わない。

「未いまだに記憶は取り戻せません」

　笑いながら。槍ヶ岳ははっきりと見抜いていた。

　五寸釘の瞳ひとみに、不可解を超えた恐怖という感情が浮かび上がっていることを。

「しかし今の衝撃のおかげか、ひとつだけ思い出したことがあります――」



　……それはとある少年の記憶だ。

　彼はヘタレで、

　彼はクソガキで、

　彼は思春期にありがちな下半身野郎である。

　すぐに見境をなくしてぶちキレるし、ピンチになると泣き言を吐く。ヒヨると世にも情けない顔をし、些さ細さいなことに落ち込んでいちいち「どうしたらいいんだよ」と泣きついてくる。

　彼は年相応の、ただの少年。

　が、そんな彼にもただ一点だけ見習えるところがあった――



　馬ば鹿からしい。実に馬鹿馬鹿しい。

　この土ど壇たん場ばで奇跡的に脳裏から浮上した記憶。それはこの事態を打開するには全くもって足りない。無意味とすら言える。何もこんなときに、とも思う。せめて自分に関したことを思い出せばいいのに。

　それでもそれは、この土壇場で手に入れた記憶。

　だから槍やりヶが岳たけは彼に倣ならうことにした。自分は多分、無意識の内に彼の闘い方を参考にしていたのだ。そう考えると最後の最後までそれを通し続けることは、無意味ではないのかもしれない。自分的に非常に好みのやり方でもある。

「こんなときにこそ、人はどうすべきかを思い出しました」

「な、に？」

　こんなときにこそ、人はニヒッと笑ってやるのだ。

　どんな極限状態にあっても一歩も退ひかず、肩かた肘ひじ張はって強がってみせる。

　そしてこう言い放ってやればいい。

「テメエなんざ」

　満面の笑みで、





「上等くそくらえだ」



    

  
    
      


【epilogue―Meet Again―】





　今夜は冷える。首に巻いたマフラーをしっかりと結び直した。

「はぁ……」

　粉雪の揺れる夜空を見上げ、大おお目め玉だまは白い息を吐いた。かじかんだ裸の手がスーパーの買い物袋を力なくぶら下げている。

　大目玉は記憶を失ってから、彼女を拾ってくれたコンビニのオーナーの厚意で店に住み込みで働かせてもらっている。少しでもその恩を返せるよう、料理や掃除などの家事関係は彼女が担当しており、今は近所のスーパーに食材の買い出しに行った帰りだった。

　夜空をぼんやりと見上げ、大目玉は思う。

　――この生活、いつまで続くのかな……。

　オーナーに拾われてから二ヶ月とちょっとが経たった。未いまだに自分が誰だれなのかわからず、いい加減今の生活にも慣れてしまった。このまま記憶が戻らなかったらと考えると少し怖くなる。それとも諦あきらめてもっと積極的にこの地で生活することを考えた方がいいのだろうか。

　なまなまと鳴きながら小こ目め玉だまが脚に抱きついてきた。よほど寒いらしくぶるぶると震えている。きっとこうなるだろうから部屋で留守番をしてもらおうと思っていたのだが、小目玉は大目玉の傍そばを離れようとはしなかった。今日だけでなくいつも後をついて回る。

　大目玉は小目玉を抱き上げた。小目玉がしがみついてぬくぬくとしてくる。

　――私はこの子のことも、よく知らないんだね。

　小目玉という名前も、五十嵐いがらしとかいう少年が教えてくれたからわかったものだ。何かを知っているらしい彼は、よく理解できないことを喋しやべり、大目玉が接客のため席を外した隙すきに何ど処こかに消えてしまった。あれから近所を捜してみたがそれらしい姿も見つけられなかった。

　これから自分はどうなるのだろうか。ため息がこぼれる。

　なまなま……と小目玉がこちらを見上げてきた。心配してくれてるの？と大目玉は頬ほおを緩ゆるめた。

「寒いし、早く帰ろっか。今日はシチューだよ」

　バンザイする小目玉に、大目玉は微笑ほほえみをこぼした。

　……そのとき。

　ぴこ、と小目玉の耳が立ち上がった。すると小目玉は大目玉の腕の中でもぞもぞと動き、辺あたりを見回してある方角で視線を止めた。

「？　どうしたの小こ目め玉だま」

　ぴこぴこ耳を動かしながら、小目玉は眠そうな頭を縦に振った。

「……近いッスね」

　　　＊

　思考が停止し、ゆかりは立ち尽くしていた。

　鉄てつ平ぺいが消えた。目の前で。数秒前までそこにいたのに。音もなく、ふっと消えてしまった。

　幻でも見ていたのかと頬ほおをつねってみたが痛い。意識ははっきりしている。では今のは一体何だったのだろう。

「くく……あはは」

　かすれた笑い声にびくりと後ずさると、壁にもたれていた少女が肩を震わせていた。よろよろと立ち上がり、赤く腫はらした顔をゆかりに向ける。

「見た？　今の見たよね？　あはは……見事に騙されてやんの。せいぜい向こうで五ご寸すん釘くぎさんにしばかれてればいいのよ」

　何を言われているのかまったくわからなかった。鉄平はこの人と喧けん嘩かしていたのだろうか。そういえば鉄平の方も傷だらけだったような気がする。……どうして鉄平とこの人が喧嘩するのだろう？

「あの、だ、大丈夫ですか。すごい怪け我がですよ」

「次は……アナタだよ」

　少女はふらふらとこちらに歩み寄ってきた。言い知れぬものを背筋に感じ、ゆかりは思わず後ずさる。

「な、何ですか……？」

「記憶を取り戻しかけているアナタは、最重要の排除対象……」

「きお、く？　はいじょ？」

「だから」少女はこちらに手を伸ばしながら、「殺すよ？」

　前髪から覗のぞく顔は、狂気の笑顔を浮かべていた。激しい悪お寒かんを覚えてゆかりは硬直した。

　伸ばされた手は、ゆっくりとこちらに触れようとする。しかし。

「詰つめ草くさ」

　え、とゆかりは目を疑った。横を振り向くといつの間にかそこには別の少女が立っていたのだ。加えて彼女は満まん身しん創そう痍いの少女とうりふたつの顔、同じ格好をしており、今は悲しげに眉まゆをひそめていた。

　驚いたのはゆかりだけではなかった。壊れたような笑顔を浮かべていた少女は、自分と生き写しの少女の登場に目を見開き動きを止めた。

「お姉ちゃん……っ」

「ごめん」

　後から現れた少女は、傷だらけの少女の、無防備に伸ばされた腕に素早く何かを巻き付けた。すると――

「なん、」

　再びゆかりは目を疑う。先ほどの鉄てつ平ぺいのように、傷だらけの少女の姿が消えてしまったのだ。何かを言いかけた彼女の唇が残像のように網膜に残った。

　ゆかりは立ち尽くす外ほかない。

「何、これ……？」

　自分の理解を超えた出来事が起こっている。何が何だかわからないがゆかりにもそれだけはわかる。今目の前で起こっていることは、自分の常識を遥かに超えている。

「どうなって」

「古こ都とゆかり」

　後から現れた少女が、こちらに向き直った。ゆかりは恐怖に頭と身体からだが麻痺していて動けない。

　少女はこちらに歩み寄り、言った。

「私の名前は紫むらさき露つゆ草くさ。あなたに――会いに来た」

　泣きそうな顔で。

　　　＊

「上等くそくらえだ」

　一瞬、五ご寸すん釘くぎは不意を突かれたような顔をしたが――それから結局何も起こらないことを知ると、ふるふると首を横に振って再び槍やりヶが岳たけを見下ろした。

「妙なハッタリはやめろ」

「……」

「それとも何かの時間稼ぎか？　無駄なこと。貴様はここで死ぬ。もう終わりだ」

　五寸釘は越えち後ご屋やに視線を移す。越後屋は相変わらず槍ヶ岳の頭に拳けん銃じゆうを突きつけたまま震えていた。

「もういい。撃て」

「いや、いやぁ……」

　越後屋は泣きながら首を振るが、身体は言うことを聞かない。引き金に触れる指が強こわ張ばり、じっくりと引かれていく――

「いや――いやああああああああッ」

　槍ヶ岳は瞼まぶたを閉じた。

　すべてを覚悟して。



「――――どわぷっ！」



　越えち後ご屋やが引き金を引くのと同時に、彼女の上に『何か』が降ってきた。その衝撃により放たれた弾丸は槍やりヶが岳たけの額をかすめて傍らの液体を爆発させるに終わり、越後屋の方は「ぐえっ」と蛙かえるの潰つぶれたような声を出して下敷きにされた。

　越後屋の上に降ってきた『何か』は彼女の上から転げ落ち、顔面からまともに湿地に飛び込んだ。

「ぶっ、げほげほっ、何コレ苦ッ！」咳せき込こみながら顔を上げ、ぶるぶると頭を振って液体を払う。「うわなんか臭におう！　クセッ！　苦ッ！　ウプ、気持ち悪ッ」

『何か』は散々悪態をつき、ようやく――周りに気付いた。

　全員が呆あつ気けに取られていた。槍ヶ岳も身動きのできない一いつ本ぽん釣づりたちも五ご寸すん釘くぎでさえも、全員が全員、動きを止め、『何か』の一挙手一投足を見つめていた。越後屋に関しては「きゅぅ……」と目を回して気絶している。

　ん？と『何か』はきょろきょろ辺あたりを見渡し、アレゆかりは？　詰つめ草くさは？　てかここ何ど処こ？とぶつぶつ呟つぶやいてから――とうとう槍ヶ岳と目が合った。

「お？」



　彼はヘタレで、

　彼はクソガキで、

　彼は思春期にありがちな下半身野郎である。

　すぐに見境をなくしてぶちキレるし、ピンチになると泣き言を吐く。ヒヨると世にも情けない顔をし、些さ細さいなことに落ち込んでいちいち「どうしたらいいんだよ」と泣きついてくる。

　彼は年相応の、ただの少年。

　彼の名前は――



「……えと。よくわからんが」『何か』は――彼は困惑したように一同を見渡し、がしがしと頭をかいてからおもむろに、びっ！と親指を立てた。「結果オーライ！」



　彼の名前は、

「…………でいいのか？」

　五十嵐鉄平いがらしてつぺい。



　二次試験前期日程まで、残り十四時間と二分。



    

  
    
      



    

  
    
      


あとがき



　あと一冊、どうかあと一冊だけ――っ！



　本シリーズ二度目のあけおめでございます。三月だろうとおめでとう！

　三み浦うらです。

　本書『サクラ上等。』略して『サク上。』（大して略せてない）は上等シリーズ七冊目、鉄てつ平ぺいにとっては受験戦争真っ只中である一、二月の話となっております。

　ここで読者の皆様にお詫わびしなければいけない件がひとつ。

　諸般の事情により、本書の発売が一ヶ月遅れてしまいました。前回がアレな終わり方をしていたこともあり、続きを心待ちにしていた方もいらしたと思います（あ、あの……いますよね……？）。お待たせして申し訳ないです。今正座をしながらあとがきを書いています。本当にすみませんでした。どうか、どうかお許しを。なまなま。

　さて『第二世界編』と銘めい打うたれたこのシリーズも次で最後です。それはさほどお待たせせずに皆様の前にお出しすることができると思います。本書の内容がいささか時期外れになってしまいましたが……今しばしのお付き合い、どうかよろしくお願いいたしますなま。



　今回もたくさんの方々に多謝多謝。

　屡る那なさん今回もナイス挿絵です。ピンナップの娘四人はパジャマパーティをイメージしているとのこと。曜よう子こがどんどん壊れていく（笑）。あと表紙とかね、うん……次巻の表紙が楽しみすぎて涎よだれモノですよ。だって次の表紙はおっとこればかりは言えねえ。とにかく屡那さん愛してます。担当のＫさんには毎度のごとく苦労をおかけします。それも愛ゆえにです。ファンレターをくださった方々、ありがたくありがたく読ませてもらっています。返事はこのシリーズが完結したときにさせていただきますので、もう少し待っててくださいね。本当にありがとう。愛してる。他ほかにもたくさんの人、皆幸せになれ！

　世間話ですが、ものすごく面白い本を読んだとき、その本を本棚にそっと挿し込んですぐ家を飛び出し続きを求め本屋まで猛ダッシュする、という経験が誰だれにでもあると思います。俺おれはいつまでも未熟で頭も足りてないですが、そんな本を書きたい、書けるような努力をしていこうと、そう本屋に走る度に思います。こんな俺ですが今後もどうかなまなま。

　それでは次巻、上等シリーズ完結。

『サクラサク上等。』

　最後の最後まで看み取とっていただけたら嬉うれしいです。

　発売は……四月、だッ!!

平成十九年二月　三浦勇いさ雄お



    

  
    
      

　著者

　三浦勇雄（みうら・いさお）

　　１９８３年２月生まれの弘前大学人文学部人間文化課程卒業生。

　　現在は北海道の札幌市に在住。

　『クリスマス上等。』で第１回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞の審査員特別賞を受賞。同作でデビュー。

　　最近、ＭＦ文庫Ｊ期待の新人・Ｈ先生からメールをいただいた。

　「授賞式のときに思ったのですが、三浦さんはやっぱりヨン様に似てますよ」

　　あなたは僕を敵に回した！



　イラスト

　屡那（るな）

　　１９８４年２月生まれ。神奈川県在住。

　　最近は専らスポーツを見てます。

　　花粉症の季節になり、おびえる毎日ですがそんな中も負けずに頑張ります。

　　ホームページ「Ｒ／Ｌ」

　　http://waxing-moon.hp.infoseek.co.jp/



    

  
    
      

サクラ上等。



発行日　２００９年５月７日

著　者　　三浦勇雄

イラスト　屡那

発行人　　三坂　泰二

発行所　　株式会社メディアファクトリー
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